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　　プロローグ　あるいはそう遠くない未来の話





　それは、僕にとっては見み慣なれた光景だった。

　舞ぶ台たいを説明するには一語あればいい。すなわち、廃はい墟きよ──と。

　辺あたりの建物を見回しても、原形を留とどめているものは一つもない。かつてはたくさんの人が住み、生活感に満みちあふれていたであろう町並みは、砲ほう撃げきと爆ばく撃げきとで完全に崩ほう壊かいし、今や住人の生活音の代わりに聞こえてくるのは風の吹きすさぶ音だけだ。

　そんな廃墟の中に、僕たちはいた。

「さあて、狩りの始まりだ。準備はいいかね諸しよ君くん！」

　悲壮な光景とは裏うら腹はらに、景気のいい声を響ひびかせたのは瀬せ名な先生だ。僕たちの中でももっとも多くの訓練を積つみ、実戦経けい験けんも豊富な信頼すべき先せん達だつである。

「行け、岸きし嶺みね！　今日きようも勝つのはわたしたちであるべきだ！」

　続いて凜りんとした心地ここちよい声が僕の耳を打った。天てん道どうしのぶ。女性でありながら、いつも僕たちを引っ張ってくれる頼れるリーダーである。

「了解、任せてください」

　僕も力強く答える。

　そして、戦いは静かに始まった。僕は切り込み役として、仲間たちの先頭に立って廃墟を駆かけ抜ける。後ろは決して振り返らない。背中は、信頼すべき仲間が守ってくれる。僕はただ前だけを見ていればいい。

　消音装置サプレツサー付きのアサルトライフルを構える。使い慣れた愛すべき僕の分身。これさえあれば、たとえ戦場の隅すみで待ち構えるスナイパーとだって正面から撃うち合える。

　間もなく僕たちは曲がり角に差し掛かった。危険な場所だ。この戦場で戦うことは今回が初めてではない。この曲がり角の向こう側が、絶好の待ち伏せポイントだということを僕たちは知っていた。

　しかし、足を止める必要はなかった。後ろに控えていた瀬名先生が声を上げる。

「投とう擲てきする！」

　僕の後ろから丸いボールのようなものが投げ込まれた。

　瀬名先生の投じた手しゆ榴りゆう弾だんだ。手榴弾は狙ねらい違たがわず曲がり角の向こう側へ転がり込み、炸さく裂れつ。凄すさまじい死の嵐あらしを撒まき散らす。

　その爆発がやむと同時に、僕は角の向こう側に突っ込んだ。

「いた」

　敵を視認する。迷めい彩さい服ふくで固めた敵国の兵士たちだ。その数は三人。遮しや蔽へい物ぶつの陰に隠れ、典型的な待ち伏せを行っている。敵もこちらの攻撃を予想していたのか、手榴弾で手傷を負っている様よう子すはなかった。

　だが、戦場ではわずかな動作がすべてを決する。手しゆ榴りゆう弾だんから逃のがれようとした結果、彼らは僕を視認してトリガーを引く時間をわずかながら無む駄だにした。

　僕にはそれで充分だった。

　すかさずアサルトライフルを構える。一いつ瞬しゆんでアイアンサイトを敵の頭に合わせ、トリガーを引く。

　目にも止まらぬ速さで撃うち出された弾丸は、正せい確かくに敵の頭を貫つらぬいた。

　まず一人ひとり。続けざま、僕は二人ふたり目の敵に銃口を向けた。バースト射しや撃げき。どんなアーマーを着込んでいても、アサルトライフルの連射は防げない。瞬時に新たな死体が出来上がる。三人目は、僕を後ろから援えん護ごしてくれていた天てん道どうがやってくれた。ここまで、瀬せ名な先生が手榴弾を投とう擲てきしてから三秒と経たっていない間の出来事だ。

「よし、本番はここからだ。ガンガン行け、岸きし嶺みね！」

　後ろから天道の声がかけられる。アドレナリンのせいか、その声は段だん々だん勇ましくなっていた。

　思わず振り返って彼女の綺き麗れいな顔を見たいという衝しよう動どうに駆かられる。しかし、僕にそれは許されない。ふっと気を抜けば最さい期ご、パンという銃声が聞こえた次の瞬間にはすぐに死ぬ。それが僕の遊あそび慣なれた戦場なのだ。

　僕たちは三さん位み一いつ体たいの体勢を崩さないまま、前進を続けた。ここは敵の巣そう窟くつなのだ。もうどこに敵が潜ひそんでいてもおかしくはない。
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　ただ、僕たちは強かった。

「敵を引きつけるぞ、制圧射しや撃げきする！　回りこめ、岸きし嶺みね君！」

　普ふ段だんは強引だが戦場では冷静な瀬せ名な先生。そして先生とは逆に、

「背中は任せろ！　ファッ○ン野郎どもにケツの穴を舐なめさせてやれ！」

　戦いが過か熱ねつすればするほど、普段の凜りんとした言動とは逆に過か激げきになっていく天道。

「了解、行きます！」

　彼らの援えん護ごを受けて僕が切り込み、そして僕が撃うち漏もらした敵は後ろの二人ふたりが撃つ。

　僕の自じ慢まんは、愛銃と一体化したがごとく素す早ばやく正せい確かくな照準エイミングだ。その様はまさしく人馬一体──とは瀬名先生の表現である。正面から撃ち合えば、並みの敵相手に負けることはない。

　もっとも、ここは敵の巣そう窟くつである。敵は必ずしも正面にいるわけではない。忍者のように物陰に潜ひそんでいた敵が、僕たちの後方に回り込むことももちろん有り得る。

　だが、僕たち三人の後ろを襲おそうことは死を意味していた。なぜなら、僕たちはもともと四人のチームだからだ。

　敵陣へ突撃して殲せん滅めつするのは僕たち三人の役目だが、この広い戦場のどこかには、イモムシのごとく待ち伏せているスナイパーがいる。

　彼女の役目は、敵側にいるかもしれないスナイパーを排除すること。そして僕たちの後ろへ回り込んだ敵の頭か胸に、大口径の弾丸をぶちこむことだ。

　彼女がいるからこそ、僕たちは安心して戦場を駆かけ巡れる。この戦場において、もっとも目立っているのは最さい前ぜん線せんで戦っている僕たちだろうが、僕たちの中でもっとも戦歴が長く、戦場で生き残る術すべを教えてくれたのは彼女なのだ。

「チームプレイとか勝ち負けとか、そういうのはいいの。あたしは人を撃ちたいの！」

　それが彼女の口くち癖ぐせだ。シューターに倫りん理りなどというものはなく、彼ら、いや、彼女らは、ただ呼吸するように人を撃ち続ける。

　もはや戦況の趨すう勢せいは明らかだった。僕たちの鉄てつ壁ぺきの陣形に、敵はなすすべもなく、一人ひとりまた一人と撃ちぬかれ、無む駄だに命を散らしていく。

　やがて、倒した敵の数すら憶おぼえていられなくなった頃ころ。

　戦いの終しゆう焉えんは訪れた。




『ゲーム終了でーす！　伊い豆ず野の宮みや学園現代遊ゆう戯ぎ部ぶチーム、圧倒的な勝利でした！』




　戦場には不釣合いな女の子の声が響ひびき渡り、そして僕の意い識しきは暗転した。






　　　　◆




　岸きし嶺みね健けん吾ごという名の少年は、はっとして意い識しきを取り戻した。

　目と閉じては開くという動作をしばし繰くり返した後、ようやくここがどこかを認識する。

　目に映るものは、ゲーム機きにテレビモニター、そして現げん役えき女子高生声せい優ゆうという肩書きを持つ司会の可愛かわいらしいコスプレ姿。手に持っているのはゲームのコントローラだ。場所も廃はい墟きよの戦場などではない。東とう京きようは秋あき葉は原ばらにあるイベント会場だ。

『すっかりＪＧＢＣの常連となりました、伊豆野宮学園現代遊戯部チーム、圧倒的なスコアで一回戦突破でーす！』

（そうか。勝ったんだ、僕たち）

　彼女の可愛らしい声で、ようやく自分たちが勝利したということを認識する。

　会場中央の巨大スクリーンには、さっきまでプレイしていたＦＰＳゲーム──ふＦっと気を抜くとパＰーンと撃たれてすＳぐ死ぬゲーム、と岸嶺は教わった──の結果リザルトが表示されている。敵は何十回と死んでいる一方で、味方の死者はゼロだった。つまりパーフェクトゲームだ。ＦＰＳでこれほど一方的な試合が行われることは珍しい。相手チームが気の毒になってくるが、一回戦で自分たちと当たった不運を呪のろってもらうしかなかった。

　ふと振り返れば、会場を埋め尽くす参加者の人だかりが視界に飛び込んでくる。彼らは岸嶺たちの華か麗れいなプレイに感動し、歓かん声せいを上げ、あるいは自分たちの方が上う手まいんだぞと言いたげにブーイングをしていた。

　この光景に、以前は気後れしたこともある。しかし、今は違う。

（すっかり見み慣なれちゃったな、この光景も）

　少し前までの岸嶺は、人前に出ることなどまったくなかった。いつも一人ひとりでいることを好み、部活に入ることも、誰だれかと放ほう課か後ご寄り道して帰るということもなかった。付け加えれば、身内以外の異性と話したことも。

（それが今や……）

　視し線せんを横へと動かす。そこには、三人の心強い仲間たちがいる。うち二人ふたりが女の子──しかも花も恥じらう女子高生──だというのは、ブーイングの声が大きい一因だろう。

　今の岸嶺は、いつも彼女たちと一いつ緒しよだった。高校生活三年目にしてこんな日々を送ることになろうとは、まったく予想もしていなかった。

　しかし、岸嶺健吾は最近よくこう思うようになっていた。

　これはこれで、悪くないな──と。
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　　　　１




　岸きし嶺みね健けん吾ごは、小さい頃ころからゲームというものが嫌いだった。

　ゲームといっても色々あるが、岸嶺の嫌いなものはただ一つ、テレビゲームである。

　といっても、ゲームに親を殺されたとか、ゲームが原因で家庭が崩ほう壊かいしたとか、そんな大たい層そうな理由があるわけではない。岸嶺にはゲームより好きなものがあり、みんながゲームに夢中になってしまったせいで、自分の好きな〝それ〟が誰だれからも見向きもされなくなってしまったというだけの理由だ。逆さか恨うらみと言ってもいいかもしれない。

〝それ〟は電気も使わない、ボタンを何個も使うことのない、何千年もの間、人類と共にあったもの。

　本である。

　昔からの英知を今に伝える唯一の媒ばい体たい。当時岸嶺が好きだったのは絵本だったが、そこに描かれた千変万化の物語を読む度たび、岸嶺は比ひ喩ゆではなく主人公に成りきって見たこともない世界を冒険することができた。

「健吾、ご本好きかい？」

「うん、だいすきさ！」

　両親に訊きかれ、何度そう頷うなずいたか知れない。岸嶺は三歳の頃から絵本の楽しさに夢中になり、「ご本読んで、ご本読んでー」と両親にせがみ続けた。

　最初の内は、これが情じよう操そう教育になるならと両親も喜んで読み聞かせていたが、それも毎日延々続くとさすがに辟へき易えきしたらしい。段だん々だんと読み方がおざなりになってきていた。

　岸嶺は、子供ながらにそのことに気付いた。子供ながらに両親に嫌われたくないと思う一方、それでもやはり本を読みたいという欲求は抑おさえきれない。それゆえ、岸嶺は子供ながらにとんでもないことをやってのけた。

　ひらがなを自力で覚えたのである。

　もともと家にある絵本は、もう暗記するほど読んでいた。そこに幼児特有の適応力が加わった結果、岸嶺は独力でひらがなの形と読み方を習得したのである。もっとも、「あんたの才能ってそのとき使い尽くされたんじゃない？」とは、後のちに何度も言われることになるのだが。

　こうして、幼児期の岸嶺は無敵になった。

　家の中にある絵本を読み尽くし、本屋に行っては絵本を立ち読みし尽くし、図と書しよ館かんの存在を知った日には親に連れていってと泣いて頼み込んだ。

　岸嶺はどんどん物語にのめりこんでいった。アラジンの冒ぼう険けん譚たん、桃もも太た郎ろうの戦い、猿さる蟹かに合がつ戦せんの復ふく讐しゆう劇げき。本は何度でも岸嶺の心を振るわせ、異世界へと誘いざなった。

　しかし、岸嶺が幼よう稚ち園えんに入るころには、周囲の環かん境きようは様変わりしていた。

　政府がある政策を行った結果、テレビゲームが国の一産業として認知されるようになったのだ。そして「国のお墨すみ付き」という言葉に弱い親世代は、少なくとも子供にゲームを買い与えることに抵抗を持つことが少なくなっていた。

「あたしのサンダース、レベル八〇ですばやさ三〇〇いったのよ！」

「いーなー！　ぼく個体値高いゴーリキー出せたけど、性格がひかえめだ」

　結果として、周囲の園児たちは男女を問わず誰だれもがゲームに夢中になっていた。

　しかし岸きし嶺みねだけはそのさっぱり理解不能な会話に付いていけず、一人ひとり教室に残って絵本を読よみ漁あさるという日々が続いた。

　もっとも、負け惜しみでもなんでもなく、岸嶺自身はそのことを不満に思ったことはなかった。むしろ、他人に邪じや魔まされず本を読むことのできる機き会かいが増えたことを喜んでいた。ただ、子供ながらに多少の憤いきどおりを感じることはあった。こんなに面おも白しろい絵本を、なんでみんな読もうとしないんだろう──と。

　そんな岸嶺だったが、一つだけ気になることがあった。遊びの時間、いつも一人でいる女の子がいたのだ。

　その女の子は内気なのか、他ほかの園児たちの遊びの輪わに入っていくことができないようだった。子供の単純さゆえに、岸嶺は思った。ひょっとしたら、彼女なら僕と同じ趣しゆ味みを──本の楽しさを理解してくれるかもしれないと。

　かくしてその日。十年後には自分から異性に声をかけることなどできなくなってしまう岸嶺だが、当時怖いものなどなかった彼は、彼女に声をかけた。

「ねえ。どうしてみんなといっしょにあそばないの？」

「え……」

　声をかけられた女の子は、もちろん驚おどろきを隠さなかった。特徴的な大きな目を何度もしばたかせ、おどおどと、しどろもどろと、しばらく戸と惑まどった後のちに必死に言葉を紡つむぐ。

「わたしのうち、ドリキャスとサターンしかないから……」

　その単語の意味は、岸嶺にはさっぱり分からなかった。だが、とりあえず女の子には何か理由があって他の子と遊ぶことができないということだけは理解できた。

「じゃあさ。ごほん、いっしょによまない？」

「え……」

　思わぬ提案だったのか、少女は意外そうに岸嶺を見た。

「……でもわたし、字よめないよ？」

「それならぼくがおしえてあげるよ！　ねえ、いっしょによもうよ！」

　岸嶺は半ば強引に女の子の手を取って本棚の前に連れていった。それについても、後に岸嶺は何度となく述じゆつ懐かいすることとなる。自分から女の子の手を握ったのはあれが人生最初で、下へ手たをしたら人生最後になるのかなあ、と。

「ぼく、岸きし嶺みね健けん吾ごっていうんだ。きみは？」

「……たかみつ。たかみつみやび」

「ふうん、みやびちゃん。じゃあみやびちゃんはどんな本がすき？」

「いいよ、なんでも。けんごくんのすきなので」

「じゃ、これにしよう。きんたろう！」




　それから、岸嶺は少女と同じ時間を過ごすことが多くなった。

　みやびという少女も最初は戸と惑まどっていたが、岸嶺に字の読み方を教えてもらってからは、本の楽しさに気付いたようだった。幼よう稚ち園えんにある本などあっという間に読み尽くしてしまい、お互いに家から好きな絵本を持ってくるようになっていたほどだった。

　特に彼女が好きだったのはシンデレラで、家から持ってきたという絵本を、何度となく一いつ緒しよに読んだ。もっとも、男の岸嶺からすればいささか物足りなかったが。何せシンデレラには、鬼と戦うシーンも、熊くまと相撲すもうをとるシーンもない。

「ねえ。シンデレラのどんなところが好きなの？」

　あるとき、そんなことを訊きいたことがあった。

「うーんとね、一日だけ魔ま法ほうできれいになって、あこがれの王子さまに会えて……さいごにはその王子さまには見つけてもらえるところ……かな？」

「ふーん……？」

　やっぱりよく分からなかったが、彼女も彼女なりに本を楽しんでくれていることが、岸嶺には嬉うれしかった。自分一人ひとりで物語に没ぼつ頭とうするのも楽しいが、一つの物語を一緒に楽しめる人がいることの楽しさに気付いたのだ。

　二人ふたりは様々な本を何度も何度も読み返し、何度でもその物語に没頭していった。他ほかの園児たちに奇異な目で見られても、二人でいる間は何も怖くはなかった。

　だが、どんな時間であっても永遠には続かない。

　ある日、別れは突然に訪れた。




「ねえ。けんごくん。けんごくんは、どこの小学校にいくの？」

「えーっとね。なんだっけ？　よくわからないけど、うちに一番ちかいところなんだって。みやびちゃんは？」

「わたしのうち、こんどひっこすんだって……。だから、とおくの小学校に行かないといけないんだ……」

　彼女の言葉よりも、その悲しそうな表情から、岸嶺は悟った。お互い、別々の小学校に行くことになるのだということを。

「そっか……。じゃあ、離はなれ離ばなれになっちゃうんだ」

「うん、そうだね……」

　二人ふたりは自然と黙だまり込んでしまった。こんなときどんな声をかければいいのか、お互いにまったく分からなかったのだ。

　沈ちん黙もくを破ったのは、少女の泣き声だった。

「わたし、けんごくんに話しかけてもらうまで、ずっと一人ひとりでさびしかったんだよ？　でも、けんごくんのおかげで、ずっと楽しかったよ」

　彼女の大きな瞳ひとみから、いくつもの雫しずくがこぼれ落ちる。

　岸きし嶺みねも思わず泣きそうになってしまったのだが、むしろ今は彼女を励ますべきだと子供ながらに考え、涙を堪こらえて言った。

「ぼくもみやびちゃんと一いつ緒しよに本がよめて、楽しかったよ」

「ねえ。やくそくしようよ。またいつかいっしょにご本よもうって」

「うん、やくそくするよ！　絶対だよ！」




　それから、二人ふたりは残された時間を惜しむように、なおも物語に没ぼつ頭とうした。

　幼よう稚ち園えん児じというのはまったく無力なもので、それから別れの時がくるまで、ただ本を読むことしかできなかったのだ。

　やがて彼女は両親の車に乗って、幼稚園を去って行ったのである。

　そして、岸嶺健けん吾ごの本好きは、それから十年余り変わることがなかった。
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　キンコンカンコンと、終業のチャイムが鳴った。

　普通の高校生であれば、一日の学業から解放される瞬しゆん間かんである。誰だれもがパアっと気分も明るくなるだろう。

　その証拠に、岸きし嶺みねの前に座っている男子は「なあなあ、一ひと狩かり行こうぜ！」と携けい帯たいゲーム機きを取り出し、右みぎ隣どなりの女子も「見て見てー、新しいＭｉｉ作ったの」とやはり携帯ゲーム機を取り出しおしゃべりを始めている。

　まして、今は三月なのだ。来月には高三となり、恐怖の大学受じゆ験けんがやってくる。高校二年生にとっては今が両手を振って遊べる最後の時期でもあり、そのせいか放ほう課か後ごの教室はいつにも増して賑にぎやかだった。

「おまえら、春休み目前だからってあんま浮かれるなよー。まあ言うだけ無む駄だっぽいけどなー」

　中年の担任教師、山やま城しろ先生がそう注意するものの、彼自身あまり効果があるとは思っていないらしく、かなり投げやりな口く調ちようになっていた。

　もっとも、この春休み直前の賑やかさも、ある一人ひとりの男子にだけはまったく関係がなかった。

（さて、図書室行こう）

　教室の隅すみに座っていた岸嶺健けん吾ごは、心の中でそう呟つぶやくと、誰だれかと会話するでもなく、そして誰かに気にされるでもなく、静かに帰かえり支じ度たくを終えた。学校の授業が終われば図書室に籠こもる。それが岸嶺健吾という少年の、もう十年近く変わらない日常だった。

　友人らしい友人もいない。部活はもちろん帰き宅たく部ぶで、休み時間もいつも一人本を読んでいる。身長体重も共に平均で、顔つきさえかつて美術の教師に「今日きようのモデルは岸嶺にやってもらおう、特徴がなくて描きやすそうだから」とアカハラ紛まがいのことを言われたこともあるほど地味だった。

　岸嶺自身、そういった事実に多少引け目を感じるときはある。しかし、本を読んでさえいられればそれで幸せだった。読書の時間を奪うばわれるぐらいなら友人なんて要いらない──本気でそう考えているほどである。困ることといえば、体育の授業で「はい、二人ふたり組のペア作ってー」と言われるときぐらいだ。

（でも、もう読みたい本はあらかた読み尽くしちゃったしなあ）

　公立高校の図書室などたかがしれており、彼の悩みと言えばそれぐらいだった。

「ああ岸嶺、ちょっといいか？」

　と、一人教室を出ようとすると、後ろから肩にぽんと手を置かれる。

　担任の山城先生であった。

「……なんですか？」

「話があるんだ、指し導どう室しつに来てくれないか。先生もすぐ行くから」

「はあ」

　なんの用だろうかと、まず疑問を抱く。休み時間はひたすら読書、放ほう課か後ごもひたすら図書室に籠こもっていることもあってか、岸きし嶺みねは学校の内外で問題を起こしたことなど一度もなく、放課後に教師に呼ばれる覚えもない。

（そういえば──）

　最近読んだ本は、リストラされたサラリーマンが殺人事件を起こすという話だった。そのせいか、本から仕入れたある知ち識しきをふと思い出す。

　上司にぽんと肩に手を置かれるのは、どこかに転勤させられる合図らしい。

（ま、高校生で転勤もないけど）

　そんなことを考えながら、一人ひとり教室を後にする。

　その推測が大体当たっていたことなどもちろん知らずに。
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　小さな指導室で一人待っていると、間もなく山やま城しろ先生が入ってくる。

「おお、岸嶺。すまん、待たせたな」

「いえ、別に。それで、お話ってなんでしょう？」

「ああ、うん。さて……どこから話したものか」

　山城先生は岸嶺と向かい合う形で椅い子すに座ると、手を組んでその上に顎あごを乗せた。

「…………」

　そして、そのまま居い心地ごこち悪そうに黙だまり込んでしまったのである。

「そ、そうだ。コーヒーでも飲むか？」

　挙句の果てに、そんなことを言い出す。

　いよいよ岸嶺はいぶかしんだ。教師生活二十年というこの中年の教師は、何か悪いことをしている生徒を見つけると、容よう赦しやなく「コラァ！」と叱しかり付ける躊ちゆう躇ちよとは無む縁えんの先生として知られているのだ。

　その先生が言葉を濁にごし、しかも生徒にコーヒーを勧すすめるなど尋じん常じような事態ではない。

「いや、別に要いりませんけど。それより早く教えてくださいよ。ホントに一体、なんの話なんですか？」

　先生の方もこれ以上生徒を不安がらせるべきではないと判断したのか、ようやくぽつりぽつりと口を開き始めた。

「実はその……な。本当に前例がない話なもんだから、先生としてもどうすりゃいいのか迷ってるところなんだ。おまえ、地元民なんだから私立伊い豆ず野の宮みや学園のことは知ってるよな？」

「それはまあ、あの学校のことを知らない人なんていませんよ」

　私立伊い豆ず野の宮みや学園。それは町外れの山やま裾すそにある中高一いつ貫かんの私立校だ。

　もっとも、その内情は地元民にさえほとんど知られていない。分かっていることといえば、お嬢じようさまだのアイドルの卵だのが通うとんでもない学園ということぐらいだ。

　その凄すさまじさを物語るエピソードは事欠かない。たとえば、警けい備びの厚さだ。郊外にそびえ立つその学園は、高い塀へいに囲まれ外から中をうかがい知ることはできない。しかもその周囲は、大統領の護ご衛えいでも務まりそうなごつい黒服の男たちが二十四時間警備している。さらに、自家用車で通学する生徒が当たり前らしく、朝になると学校前の通りには黒くろ塗ぬりのベンツが列をなすという。

　もちろん設備や教師陣も公立校とは比べものにならないほどで、高級レストランのような学食があるとか、十メートルは吹き上がる噴ふん水すいがあるとか、マリアさまの彫像があって生徒は毎朝お祈りを捧ささげるだとか、挙句の果てに魔ま女じよが棲すんでる時計とけい塔とうがあるとか、ノーベル物理学賞を受賞した教師がいるとか、スパが完備されていてマッサージ師や整体師が常じよう駐ちゆうしているという話まで聞いたこともあった。存在自体が冗じよう談だんのような学園なのだ。

「で、その学園がどうかしたんですか？」

「ああ。ちょっと信しんじ難がたいと思うが……これは真ま面じ目めな話だ、驚おどろくなよ。おまえ、四月から伊豆野宮学園の高等部に転入する気はないか？」

「……はあ？」

　驚くよりも先に呆あきれてしまう。

「何わけのわからないこと言ってるんですか。伊豆野宮学園って女子校ですよ？　僕が入れるわけないでしょう」

「いや、ほら、聞いたことないか？　伊豆野宮学園は少子化対策として、高等部に限って二年前から男子を受け入れ始めたって話を」

　少し考えて、思い至る。

「……そういえば、そんな噂うわさがあったような」

　あれは今から二年ほど前、高校受じゆ験けんのときだ。クラスの男子が、「伊豆野宮学園って今年ことしから男でも入れるらしいぜ！」「うっそ、マジで!?　リアルハーレムできるじゃん！」といった話をしてた覚えがあった。

　もっとも、その募ぼ集しゆう人数はたった十人、しかも入学金だけで何百万もするという話で、岸きし嶺みねとしては進路の一つとして考こう慮りよしたことすらなかったが。

「だとしても、わけが分かりませんよ。なんで僕の転入なんて話に……？」

「いや、正せい確かくに言うと伊豆野宮学園に通ってる生徒と、ウチの生徒を交換したいって話らしい。理由はよく分からんが」

「……無む茶ちや苦く茶ちやじゃないですか。大体、四月になったら僕高三ですよ？　そんな大事な時期に転校って……人の人生をなんだと思ってるんですか」

　普ふ段だんは大人おとなしい岸きし嶺みねだが、さすがにふつふつと怒りを覚えてくる。

「ああ、もちろんその辺あたりのことは先方も充分配はい慮りよはしてくれるそうだ。とりあえず一年在ざい籍せきして卒業さえできれば、どんな大学や会社だろうと推すい薦せんで入れてくれるらしいぞ。相手は天下の伊い豆ず野の宮みや学園だ、その気になれば東大にだって入れてくれるさ。どうだ、そう言われると多少興きよう味みも出てこないか？」

「…………」

　確たしかに、かなり魅み力りよく的てきな話ではあった。高校生にとっての最大の恐怖、受じゆ験けんをしなくて済むというのなら、こんなにありがたい話はない。その分、浮いた時間を読書に回すことだってできるだろう。

　実際、伊豆野宮学園は二十四時間警けい備び員いんが張り付いているようなところなのだ。それぐらいの権力はあるように思える。

「もちろん入学金や授業料も免除してくれることになってる。それどころか、制服から鞄かばんまで支給してくれるらしいぞ」

「……至れり尽くせりですね。そう聞くといい話かもって思えるんですけど……でも、なんで僕なんですか？　それだけの条件であのお嬢じようさま学校に転入できるなら、希望者はいくらでもいそうですけど」

「それがな、四つばかり条件があるんだよ。一つは地元在住者に限るってことだ。まあ、あんまり通学環かん境きようを変えないようにって配慮だろうな。それから、春休み中に十八歳になることが望ましいらしい。おまえ、四月四日が誕たん生じよう日びなんだろう？」

「はあ、そうですけど。でも、年ねん齢れいになんの関係が？」

「先方としても、完全な生徒の同意を得て事を進めたいらしくてな。十八歳といえば、社会的にもそれなりに判断力があるとみなされるだろ？　免許だって取れるしな。まあその辺のことを配慮してのことらしい」

「じゃあ、残り二つっていうのは……？」

「学業が優ゆう秀しゆうでかつ内申点が高いことだ。この辺は当然だろう、お嬢さま相手に問題を起こしそうな生徒を入学させちゃマズイだろうからな」

　それで岸嶺も理由を察した。少し皮肉を込めて推測を口にする。

「ようするに、僕は問題を起こしそうにない大人しい生徒だったから選ばれたんですか？」

「ま、それもある」

　山やま城しろ先生は否定しようともしなかった。

「だがおまえにとっては悪い話じゃないとは思うぞ。担任がこんなこと言うのもなんだが……おまえ、いつも図書室に籠こもってばかりでクラスでも浮いてる方だろ？」

　そう正面から言われると、岸嶺としても居い心地ごこちが悪かった。

「否定はしません。けど、今の話とは関係ないと思いますけど……」

「そうでもないぞ、考えてもみろ。女子ばかりの学園に男子が放り込まれるんだ、何をやったって浮くのが当然だ。つまり、おまえが伊い豆ず野の宮みや学園に行けば、周囲のことなんて気にせず読書に打ち込めるってわけさ」

　確たしかにそれは岸きし嶺みねにとって大きな利点だった。

　どれだけ一人ひとりが好きであっても、学校とは集団生活を余よ儀ぎなくされる場なのだ。体育の時間がそうであるように、わりと気苦労も多い。

（一人でいるのが自然な環かん境きよう……か）

　それは考えれば考えるほど、魅み力りよく的てきな話に聞こえてくる。

「それにほら……。ぶっちゃけ、ウチの学校じゃ三年になったら修学旅行があるだろ？　そうなると、当然班決めだってあるしな」

「…………」

　その一言が、岸嶺にとってはわりと決め手だった。

　修学旅行の班決め。それは岸嶺にとって想像するだけでも嫌いやになってくるイベントだった。それから逃げられるというだけでも、充分価値のある提案である。

　何より、この学校の図書室にはそろそろ飽あき飽あきしていたところだ。その点、有名私立の図書室となればさぞ立派だろう。

「あの。その話、受けていいですか？」

　山やま城しろ先生が驚いたのは一いつ瞬しゆんだけだった。

「そうか、分かった。かなり無む茶ちやな話だが、まあおまえには悪い話じゃないだろうしな。じゃあそういうことにして話を進めるから、おまえも親おや御ごさんに許可を取っといてくれ」

「分かりました。ただ、一つだけお願ねがいしたいことがあるんですが」

「なんだ？　こっちから向こうに条件を付けられるかは分からないが……」

「いえ、伊豆野宮学園じゃなくて、先生にです。僕が転校することは、絶対誰だれにも言わないでください。最後の最後まで」

「おい、それは──」

　山城先生は何か言いたそうに口を開きかけたが、言葉の代わりに出たのはため息だった。

「……分かった。そうだな、今いま更さらみんなの前で別れの挨あい拶さつなんて気が引けるだけだろうしな。おまえがそれでいいなら、好きにすればいい」

「はあ、ありがとうございます」

　岸嶺にとって、今の高校で過ごした二年間には、その程度の価値しかなかった。

「ただ、最後にこれだけは言わせてくれ。実を言えば、おまえを選んだ理由はもう一つあってな」

　いつになく真剣な顔をして、担任は言った。

「はあ。なんでしょう？」

「伊い豆ず野の宮みや学園じゃ、生徒はみんなエスカレーター式で系列の大学へ進学するそうだ。ようするに受じゆ験けん戦争とは無む縁えんの学校ってわけだな。普通の高校なら三年生になったら遊ぶ暇ひまなんてないだろうが、伊豆野宮学園ならそんなこともない。部活だって卒業寸前までやるらしいぞ」

「…………」

　先生が何を言おうとしているのかが、今ひとつ分からなかった。

「ようするにだな。転校となれば周囲の環かん境きようも一新されるわけだし、つまり……もしおまえさえその気なら、高校生活最後の一年だけでも生き方を変えてみたっていいんだぞ」

「……はあ。お気き遣づかい、ありがとうございます」

　岸きし嶺みねとしては、そう答えるしかなかった。余計なお世話だとさえ思ったほどだ。自分には本がある。それ以外のことはどうでもいいのに、と。




　かくして、それから一ひと月つき後。

　とある公立高校において、一人ひとりの男子高校生が転校することとなる。

　しかし、クラス替えがあったことも影えい響きようしたのか、そのことに気付いた生徒はほとんどいなかったという。
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　その年の四月十日は、全国的に始業式の学校が多い日でもあった。

　私立伊豆野宮学園も例外ではなく、岸嶺は再び新たな学校へ通い始めることとなる。先月まで通っていた公立高校とは比べ物にならぬほど洒落しやれた学生服を着込み、やたらと質のよい学生鞄かばんを手に提げて。

「この坂を、毎日上ることになるのか……」

　伊豆野宮学園は郊外の山やま裾すそにある。そのせいか、学園に至る道は長い上り坂となっていた。決して勾こう配ばいは急ではなかったが、普ふ段だんから運動不足の岸嶺からすればいささかうんざりする。

「ま、運動不足の解消にはなるか」

　無む理り矢や理りそう自分を納得させ、坂を上る。

　朝早いこともあってか、人ひと影かげはまばらだった。初登校のこの日、岸嶺は普通の登校時間より早く学校に来るよう言われていたためだ。

　やがて坂の上にその学校は姿を現した。

　中高一いつ貫かんのお嬢じようさま学校、私立伊豆野宮学園。

　噂うわさ通り、その周囲は高い塀へいで囲まれていた。生徒や周辺の住人に威圧感を与えないためか、洒落しやれた洋風の造りにはなっているが、もしもっと武ぶ骨こつなデザインだったら学校ではなく刑務所にでも見えたかもしれない。さらに、これも噂うわさ通り周辺には何人もの黒服の警けい備び員いんらしき姿が見受けられる。

　と、そのとき。一台の車が岸きし嶺みねの傍そばを通り抜けた。

「く、黒くろ塗ぬりのベンツだ……」

　そのベンツは伊い豆ず野の宮みや学園の校門前に停止した。そして運転手が出てきてうやうやしく後部座席のドアを開ける。

　出てきたのは、予想通りお嬢じようさまだった。

　遠目だったが、それでも綺き麗れいな子だとよく分かる。見るからに物静かで、髪はもちろんストレートロングで、しかも有名デザイナーが作ったというブレザーの制服がぴったり似合っている。

「本当にお嬢さま学校なんだなあ……」

　今いま更さらながらにその事実を思い知らされながら、少女の後を追う形で学校に入ろうとする。

「君。見み慣なれない顔だが、ここの学校の生徒かね？」

　校門に近づくと、いきなり、いかつい警備員が声をかけてくる。

「え？　あ、はい、今日きようからこの学校に通うことになってるんですけど……」

「そうか。悪いが、生徒手帳を見せてくれるかね？」

　まるでテレビで見た警察の職しよく務む質しつ問もんのようだった。悪人扱いされているようでいささか不満ではあったが、断れる雰囲気ではない。やむなく、鞄かばんから真新しい生徒手帳を取り出す。

　顔写真を照合してようやく納得したのか、警備員は少しだけ態度を和やわらげた。

「失礼、間違いないようだ。転入生の一人ひとりだね？」

「ええ、そうですけど」

「話は聞いてると思うが、まず校長室に行くように。玄関から入って右へ行き、突き当たりを左だ」

「はあ、どうも」

　不ふ審しん者しや扱いされたことに抗こう議ぎしてやろうかとも思ったが、凄すごみのある警備員相手にそんなことをする度胸もなかった。こんなことは転入初日だけにして欲しいと思いつつ、ようやく神秘のベールに包まれた学校へ足を踏み入れる。

　そこは、思っていたほど異常な空間ではなかった。

　欧米か、と古いツッコミを入れたくなるほど校舎のデザインは凝こっているものの、それ以外の部分はわりと日本と変わらない。噴ふん水すいがあるわけでもなし、マリア像も時計とけい塔とうもなく、洒落たカフェテリアもない。校舎も大きくはないし、グラウンドに至っては並みの学校より小さいんじゃないかと思うほどだった。

「そうだよな。そこまで変な学校が、実在するわけもないか」

　いささか拍子抜けしたような、安心したような気持ちになりながら、岸きし嶺みねは校長室へ向かった。
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　校長室には、すでに四人の男子生徒たちが集まっていた。自分と同じ転入組だろう。

「あ、す、すいません。遅れました……かね？」

「いえ、大丈夫です。まだ早いぐらいですよ」

　そう答えたのは、校長席に座っていた初老の女性だった。さすがは鉄てつ壁ぺきの女子校の校長というべきなのか、温和そうな雰囲気を漂わせつつも、どことなく厳きびしさや険けわしさといったものを感じさせられる。

　先に来ていた男子四人は、やたらと神妙そうな顔をして背筋を伸ばしていたが、その理由もなんとなく分かる。この校長の前では、失礼なことなどできそうにない。

「五分前に全員揃そろってるとはさすがですね。では少し早いですけど始めましょう。さて、皆さん。まずは我わが校へ転入してくれたこと、心から感かん謝しやします」

　そう言って、校長は小さく頭を下げた。反射的に「いえいえそんなことは」と岸嶺ら五人の男子も頭を下げ返す。

（大体、転入を感謝されるってのも変な話だけど）

　なんとなくそんなことを考える岸嶺だった。

「そもそも女子校だった我が校が、男子を受け入れた理由は二つあります。一つは少子化に備えてのこと。それにもう一つ、これは公おおやけにしてないのですが、この学校の女子生徒たちに、異性と接する機き会かいを与えたいからです。昨さつ今こん、女性の社会進出はなんだかんだで進んでますからね。幼よう稚ち園えんから大学までずっと女子校育ちでは生徒のためによくありません。そのために少数ながら男子を受け入れ始めたのですが……そのせいであなた方には色々苦労をかけることにもなるかもしれません」

　申もうし訳わけなさそうに顔を背ける。

「何せこの学校には男性用のトイレすら不足してますからね。あの変態バカ理事長が変なことばかり考えるものですから……」

　妙に不ふ穏おんな言葉が聞こえた気がした。さらに、一いつ瞬しゆんではあったが校長の目に怒りのこもった危険な光が灯ともったのが見えた。

　しかしそれも一瞬のことで、すぐに校長の顔には穏おだやかな笑えみが戻る。

「ああすいません、あなたたちには関係のない話でしたね。とにかく、一年頑がん張ばってさえくれれば、卒業後の進路について心配は必要ありません。それに聞いてるかもしれませんが、我が校では三年生であっても部活動は活発です。どうか高校生活最後の一年を、この学校で自由に過ごしてください」

「あのー、それについて一ついいですかね？」

　居並ぶ男子生徒の一人ひとりが、おずおずと手を上げた。

「もちろんですよ。なんでしょう？」

「一応、念のため訊きいときたいんですけど。この学校、恋愛は自由なんですよね？」

　男子たちの間に、電流が走った。

　コイツ、ストレートに訊きやがった──そんな雰囲気だ。

　しかし校長は気を悪くした様よう子すもなく、それどころか微笑さえ浮かべて返す。

「そうですね。不純異性交遊は禁止ですが、不純じゃなければ問題ありません。ここの生徒も、育ちは特殊ですがみんな年とし頃ごろですからね。異性に興きよう味みを持ってる生徒も少なくない……はずです。好きなように青春を謳おう歌かしてください」
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　校長の話を聞いている間に、いよいよ本格的な登校時間が始まったらしい。校長室を出る頃には、女子のものらしい明るい声がちらほらと聞こえ出していた。

「おい、なにしけた面つらしてんだよ、おまえら」

　廊下に出るなりそう言ったのは、先ほど校長にストレートな質問をぶつけた男子生徒だった。

「いよいよこのお嬢じようさま学校での新しい高校生活が始まるんだ。しけた面なんてやめて、どうやってお嬢さまをカラオケに誘さそうかでも考えとこうぜ！　校長の公認も出たんだしよ！」

　かなり積せつ極きよく的てきな性格をしてるらしく、健すこやかな笑え顔がおを浮かべながらそんなことを言う。

「そ、そうだな！　せっかくの逆玉のチャンスだもんな！」

「そういうことなら協力するぜ。俺おれもそのためにここに来たんだからな」

　わりと同どう調ちようする生徒は多かった。彼らも内申点が評価されてここへ転入できたのだろうが、やはりその辺のことに期待はしてたらしい。

　もっとも、岸きし嶺みねとしてはその輪わの中に入っていく気にはなれなかった。せっかく一人でいることが自然な環かん境きようへ転入したのだ。ここまで来て誰だれかとつるむようなことをすればまったく意味がない。

「ごめん。僕トイレ行きたいから先に行くね」

　と、適当な言いい訳わけをつけてどうにか場を離はなれようとしたときのことだった。

　男子の一人が窓の外を指さして叫んだ。

「おい、見ろよ。ウワサのお嬢さまたちがやってきたぞ！」

[image: ]

　目に映るのは、女子、女子、また女子だった。

　しかもどの女子生徒も、校門で見かけたようなお嬢さまばかりだった。高等部のブレザーの制服、あるいは中等部のセーラー服に身を包んだ彼女たちは、どう控えめに見ても可愛かわいい、あるいは綺き麗れいな子ばかりで、なるほど他ほかの男子たちが鼻息を荒くする理由も分からなくもない。

「すげえや、こりゃ俄が然ぜんやる気になってきた！　ようし、やろうぜおまえら！　高校生活最後の一年を、堪たん能のうしてやるんだ！」

「おおー！」

　こうして、盛り上がる男子たちを尻しり目めに。

　岸きし嶺みね健けん吾ごの二度目の高校生活は始まったのである。







[image: ＥＰ・２　高等部普通科男子の日常]
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　キンコンカンコンと、終業のチャイムが鳴った。

　普通の高校生であれば、一日の学業から解放される瞬しゆん間かんである。誰だれもがパアっと気分も明るくなるだろう。

　それは私立伊い豆ず野の宮みや学園も例外ではなかった。岸きし嶺みねの前に座っている女子は「今日きようはどうしましょう」と周りの女子と相そう談だんを始め、右みぎ隣どなりの子も周りの女子と楽しそうに談笑している。

　どこを見回しても女子しかいない。ここはまさに女子校で、自分がそこに放り込まれた異物ということがよく分かる。

　あるいは普通の健康的な男子ならば、岸嶺のその環かん境きようをうらやんだかもしれない。実際、女子ばかりの環境に憧あこがれてこの学校に入り込んだ男子だっているのだ。たとえば、岸嶺のすぐ後ろの席で、陰いん鬱うつな表情をしている男子のように。

「はあ……。今日も何事もなく終わっちまったなあ……。放ほう課か後ごどうすっか……」

　彼の名は、日くさ下か部べ祐ゆう喜きといった。岸嶺を除けばこのクラスで唯一の男子生徒である。付け加えれば、この学園に初めて登校したとき、「恋愛は自由なんですよね？」と校長にわざわざ訊たずねた男子でもある。

　岸嶺などは、身長に体重、それに顔つきさえ平へい凡ぼんそのものだったが、日下部は今どきの高校生っぽい洒落しやれた男子だった。私立のお嬢じようさま校ゆえに髪を染めることはもちろん校則で禁止されているが、地毛だと主張できる程度に茶色く髪を染め、制服も教師に目をつけられないぐらいにうまく着崩している。

　もっとも、当初は「頑がん張ばってお嬢さまの彼女作るぞ！」と気合いを入れていた彼だったが、転入四日ですっかりその意気は消しよう沈ちんしていた。理由は単純である。女の子にモテたくてこの学校に入学したものの、いざ入学してみれば一割にも満たない男子生徒の居場所は余りに小さく、彼女を作るどころではないことに気付いたのである。

　たとえば、放ほう課か後ごの教室は女子たちの楽しそうな笑い声で満みちあふれていたが、男子に話しかける者など誰だれもいない。その扱いは、よく言って「丁重な無視」だった。

　かくして、いつも教室の隅すみで岸嶺とこそこそ話すのが、彼の今の日課となっていた。

「なあ岸嶺。おまえ、今日どうするんだ？」

「ど、どうって。僕はいつも通り図と書しよ館かんに行くつもりだけど」

「はあ。最初に聞いたときは虚むなしい放課後だって思ったけどよ、今じゃそういう目的があるだけうらやましいぜ。まったく、入学前は嫉しつ妬との爆ばく弾だんバラ撒まきまくることになると思ってたのによぉ。会話すらロクにできないなんてな……」

「まだ四月じゃないか。もう少し時間が経たてばチャンスもあるよ」

　なんと返せばいいのか分からなかったので、とりあえず慰なぐさめっぽいことを言ってみる。

　実際、間違ったことは言ってないはずだった。日くさ下か部べは岸きし嶺みねから見ても格好いいと思えるし、もう少し女子と打ち解けることができれば、普通にモテそうだとも思えるのだ。

　と、そのときだった。

「あ、あの……」

　その日は珍しいことが起こった。女子の一人ひとりが声をかけてきたのだ。

　クラスの女子の名前を覚えるのは苦にが手てな岸嶺だったが、その女子のことは知っていた。田た辺なべ舞まい。このクラスの委員長だ。

　この学校では珍しくもないが、やたらと可愛かわいいくて綺き麗れいな女子生徒だった。ショートヘアと真ま面じ目めそうな顔立ちが特徴で、お嬢じようさまと委員長という二つの要素を足して二で割ったらこういう風になるんだろうというのがなんとなく分かる。

「ああ、これはこれは田辺委員長！　俺おれに何かご用でしょうか？」

　瞬しゆん間かん的てきに日下部は元気を取り戻し、勢い込んで言った。

　だが、その直後。

「……ひっ」

　怯おびえたような悲鳴を、岸嶺は聞きき逃のがさなかった。

「あ、あの……先生からの伝言、なんだけど……。明日あした、新入生と転入生向けに部活紹介のレセプションがあるんだって。だから、明日は放ほう課か後ごに講こう堂どうに行くようにって……」

「あ、ああ。分かったよ、ありがとう」

　日下部は彼女をこれ以上怖がらせないためか、声のトーンを落として礼を言った。若じやつ干かん顔を引きつらせながら。

「じゃ、じゃ……確たしかに伝えたから」

　田辺委員長は、逃げるように二人ふたりの前から去っていった。

　日下部が歎たん息そくする。

「ふう。聞いたか、今の？　ちょっと話しかけただけで『ひっ』はねえよなあ……。なんか俺の方が悪いことでもしてるみたいだぜ」

「しょうがないよ。校長も言ってただろ、こういう学校だから、男子を受け入れたんだって」

「それにしたって、まさかここまでとは思わねえよ。はあ、こうなったら早く部活できるようになんねえかなあ。部活なら女の子と話すきっかけぐらいできるだろうし。そういや岸嶺、おまえ部活はどうすんの？」

「いや、別に入るつもりはないけど……。日下部は何か入りたい部とかあるの？」

「一応体育は好きだったし、前の学校じゃサッカーしてたしな。ま、入部するとしたら新しん体たい操そう部か水泳部のどっちかにしようって決めてるけど」

「……なんで候補がその二つなの？」

　薄うす々うすその理由は分かったが、一応訊たずねてみる。

「いやだっておまえ。お嬢じようさま女子高生のレオタード姿と競きよう泳えい水着姿が見られるって言われたら誰だれでも見に行くだろ」

　予想通り過ぎる答えに嘆たん息そくする。

「別にモテたいとか、そういうことを考えなきゃこの学校は天国だと思うんだけどなあ」

「ダメだそんなんじゃ！　俺おれは彼女が欲しいんだ！　制服でデートがしたいんだよ、花火大会に一いつ緒しよに行きたいんだよ、体たい育いく館かん倉庫で密会がしたいんだよ！　一生に一度しかない高校生活なんだぞ！」

　語気は強いが、教室に残っている女子に聞かれないようにするためか声量は小さい。そんな器き用ようなしゃべり方を、日くさ下か部べはすっかり身に着けていた。

「そ、そうなんだ……。でもちょっと意外だね。日下部ってモテそうに見えるんだけど、これまでに彼女とかいなかったの？」

「ぐふぅっ!?」

　訊いてはいけないことを訊いてしまったのか、日下部は胸元を押さえて大げさに机に突っ伏した。

「あ、ごめん。まずいこと訊いちゃったかな？」

「い、いやまあいいさ。おまえにだけは話しとくよ、唯一の男のクラスメイトだもんな。前の学校じゃ俺おれも、同じクラスの女子と付き合ったことはあるんだがよ……。その、こっぴどくフラれちまってさ」

「……あ、そうなんだ」

「しかも俺が通ってた学校って、三年になってもクラス替えがなくてよ。想像してみろよ、フラれた女子と一年も同じ教室にいられるわけないだろ？」

「ひょっとして、だからこの学校に転校を？」

「ああ。転校すれば、これまでの自分とは決別できると思ってよ……」

　ふと、かつての担任山やま城しろ先生の言葉が思い出される。伊い豆ず野の宮みや学園に転校するということは、高校生活を一新するいい機き会かいでもあると。まさしく日下部は、そのために転入してきたらしい。

「ま、まあ頑がん張ばってよ。とにかく、僕は図書館行くから」

「ったく、つれねえなあ。しょうがねえ、隣となりのクラスの男にでも声かけて、情報交換がてらマックでＰＳＰでもやるか……」

「ＰＳＰ？」

　聞きき慣なれない単語に、反射的に問い返していた。

　岸きし嶺みねがしまったと後悔したときには、すでに日下部は信じられないと言いたげな視し線せんを向けてきていた。

「なんだおまえ、ＰＳＰも知らないのかよ？」

「あ、ああ、うん。僕、そういうの全然知らなくて」

「携けい帯たいゲームだよ、携帯ゲーム。プレイステーションポータブルの略だよ」

「ご、ごめん。そうなんだ」

「ま、謝あやまられるようなことでもないけどさ。趣しゆ味みは人それぞれだろうし。じゃあまあ、明日あしたな」

「……ああうん、また」

　なんとなく居い心地ごこちが悪くなり、岸きし嶺みねは鞄かばんを取ると、足早に教室を出た。
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　岸嶺は、昔から日くさ下か部べのような活動的な男子と話をすることが苦にが手てだった。

　しかし、現在この学校では一クラスに二人ふたりしか男子はおらず、そして三年Ｂ組の男子は岸嶺と日下部の二人。必然的に、日下部の話し相手は岸嶺が務めねばならなかった。

　今は学校とか部活とか、岸嶺にも理解できる共通の話題があるので多少話を合わすことはできる。しかし、それでもしょっちゅう言葉に詰まりそうになるし、実際、ＰＳＰという見知らぬ単語も出た。もし「昨日きのうのドラマ見た？」とか、「今どこのブランドの服着てる？」なんて話題になったら、まったく付いていけないだろう。そのときの居たたまれない空気を思うと、今から気が重くなる。

（まあ、先のことを気にしても仕方ないか）

　あの日下部のことだ、そのうち自分よりも女子たちと話をすることに夢中になるに違いない。というか、是非そうなって欲しい。そうすればまた一人ひとりの静かな時間を過ごせるようにもなるだろう。

　放ほう課か後ごの廊下は、いつものことではあったが、どこもかしこも女子生徒で一杯だった。しかしさすがはお嬢じようさま女子校というべきか、どの女子もおしゃべりに興きようじつつも、どことなく品がある。以前通っていた学校で見たような、大声でキャハハと笑う女子もいなければ、廊下に直じかに座り込んでゲームをしている女子もいない。冗じよう談だん抜きで、おほほほという上品な笑い声が聞こえてくるほどだ。

（日下部には悪いけど、やっぱり男が入る余地なんて卒業までないかもなあ）

　もっとも、岸嶺としてはその方がありがたかった。狙ねらい通り、この学校なら男子が一人でいても誰だれも気にかけないからだ。これなら卒業までの一年間、安心して趣味の読書に没ぼつ頭とうすることもできるだろう。

　一階へ降り、校舎の隅すみへ向かう。この伊い豆ず野の宮みや学園は、中高一いつ貫かんの巨大私立校である。中等部、高等部の校舎はそれぞれ南北に向かい合う形で建てられ、渡り廊下で結ばれている。その二つの校舎の間に、中等部と高等部共有の講こう堂どうや、岸嶺がこの学校に入学を希望した一因──図と書しよ館かんがあった。

　歴史ある私立の女子校、それも中等部と高等部の共有というだけあって、その図書館は大きかった。吹き抜けの二階建て、円筒状の独立した建物。一階の半分は貸し出しカウンターと自習用の机で埋められ、二階の中央にも読書用の机が並んでいるが、残るすべての空間は本棚で埋まっている。蔵ぞう書しよ数すうなど数える気にもなれず、たった一年の高校生活の間にすべてを読み終えることはできないだろう。そう考えるだけで、岸きし嶺みねの胸は躍おどった。

　しかも、一学期が始まってまだ四日しか経たっていないせいだろう、見たところ図書館内には一人ひとりしか利用者がいなかった。中間テストでも近づいてくればもっと増えるのだろうが、岸嶺にとってはありがたい状況だった。自分の本の読み方は、あまりまともではない。できれば人は少ない方がよかった。

（それにしても、どこにでも本好きの子はいるんだな）

　そのことが少し嬉うれしく、岸嶺は鞄かばんを読書席に降ろしながら、ただ一人の利用者である女子生徒の方を盗み見た。

　眼鏡めがねをかけた大人おとなしそうな少女だった。もちろん、当たり前のように可愛かわいい。本当に本が好きなのだろう、一心不乱に文庫本に見入っている。

　ふと、彼女の胸元へ目をやる。別にやましい気持ちがあったわけではなく、リボンの色から彼女の学年を知ろうとしたためだ。

　ピンクだった。それは二年生であることを意味している。ついでに、予想外に大きな胸の膨ふくらみに一いつ瞬しゆんだけ目を奪うばわれる。

　と、ずっと見ていたせいだろう、彼女もこちらの視し線せんに気付いたようだった。

　岸嶺は慌あわてて目を逸そらすと、逃げるように本を探しに行った。もし日下部ほどの度胸があれば、彼女と本の話題で盛り上がることもできるかもしれない。しかし、岸嶺には名も知らぬ異性に話しかけるような度胸などもちろんなかった。

　気を取り直し、一人静かに本棚を見て回る。それはそれで岸嶺にとっては至し福ふくの時間だった。「よし、これにしよう」

　手に取ったのは、アレクサンドル・デュマの『モンテ・クリスト伯はく』だった。深い理由はない。ただどこかで聞いたことのあるタイトルだったにもかかわらず、まだ読んだことがなかったというだけだ。

　素す早ばやく読書席へ戻る。家で読むという手もあったが、転入してまだ数日ということもあって、本を借りる方法をまだ知らなかった。それに、図書館で本を読むことは嫌いではなかった。なんというか、図書館には本読みが好む独特な雰囲気がある。何より一番の利点は、図書館ならいつでも別の本を探しにいけるということだ。

　今日きようは一日この本を読んで過ごそう、などと思っていたにもかかわらず、予定より早く読み終わってしまったときの空白感というか虚きよ無む感かんというのは、本読みには耐たえ難がたい。『八リー・ポッターと秘密の部へ屋や』という人気作を買ってワクワクしながら家に帰って読み始めたら、実はシリーズ二巻目だったということが分かったときの衝しよう撃げきなど、もはや筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい。まだ利用者の少ない内は、できる限り図と書しよ館かんで読みたかった。

　早さつ速そく本を広げる。

　モンテ・クリスト伯はく。舞ぶ台たいはナポレオンが生きていた頃ころのヨーロッパ。物語の主人公の名は、エドモン・ダンテスと言うらしい。航海士である彼は、長い航海を終えて、故郷マルセイユの港へと戻ってきた。故郷には、年老いた父と、そして結婚を控えた美しい婚約者が待っている。エドモンは船長への出世も約束されており、まさに幸せの絶頂にあった。

　ところが、結婚式の最中、彼は突然踏み込んできた警けい察さつによって逮捕されてしまう。

「…………」

　本人に自覚はなかったが、その辺あたりまで読んだところで、岸きし嶺みねの体には異変が生じていた。

　頭はしっかり働いており、文章もしっかり頭に入ってくるのに、視覚を始めとした五感のすべてが段だん々だんと鈍にぶってきていたのだ。

　結婚式の最中に逮捕された主人公エドモン・ダンテス。その悲しみたるやいかばかりか。なぜエドモンは投とう獄ごくされたのか、そしてこれから物語は一体どうなるのか？

　岸嶺の期待はいやがうえにも高まっていた。それと同時に、岸嶺の体に生じていた異変も段々と強くなっていく。

　本の中の光景と、現実のそれとの垣かき根ねが、次第に曖あい昧まいになってくるのだ。

　今や岸嶺の目に映るものは、文字ではなく風景だった。場所も学校の図書館ではなくヨーロッパの教会となり、誰だれもいなかったはずの周囲には美しき婚約者メルセデスが現れ、自分を見守る年老いた父の姿があり、そして結婚式場に踏み込んできた警官たちの姿が見えていた。

　本人も気付かぬ内に、岸嶺は身も心も完全にエドモン・ダンテスに成りきっていたのである。




　　　　◆





「なぜだ!?　僕は何もしていない！　なぜこんな目に遭あわなければならないんだ!?」

　暗く冷たい牢獄の中で、僕は自らの境きよう遇ぐうを嘆なげき続けた。だが地下深い牢獄では、いくら叫んでも看かん守しゆの耳にすら届かない。

「なぜだ？　なぜこんなことに！」

　どれだけ問いかけても、答えてくれる者はいない。やがて僕は叫び疲れ、泣き疲れ、泥のような深い眠りについた。

　そのまま一日が過ぎた。

　再び目覚めた僕の目に映るのは、昨日きのうと同じ暗く冷たい牢ろう獄ごくだ。

　さらに一日、一日と時は過ぎ、ついには一ひと月つきが過ぎた。僕は無実の罪が晴れ、釈放される日を待ち望んだが、暗くら闇やみの日々に変化が現れることはまったくなかった。

　とうとう一年が過ぎた。その間、僕は日の光を浴びることは一度もなかった。薄うす暗ぐらくじめじめとした牢ろう獄ごくで過ごす一日は一年のように感じられ、僕はとうとう自殺をも考えるようになっていた。差し入れられる粗末な食事をすべて捨てることで、餓が死ししようとしたのだ。

　だがそんなとき、僕の耳に、カツンカツンという音が響ひびいた。

　それが何の音であるのかは、すぐに分かった。自分と同じように投獄されている誰だれかが、穴を掘っているのだ。

「生きるのだ！」

　脱獄の二文字が脳のう裏りに閃ひらめいた。どこかの囚しゆう人じんがそうしているように、穴を掘って逃げよう。僕はそう決心した。

　しかし、穴を掘る道具などもちろんない。

　そこで僕はまず、水差しを壊こわした。その欠片かけらで壁かべの漆しつ喰くいを剝はがし、さらにスープを入れる鉄製の鍋なべの取っ手を使って穴を掘り始める。

　作業は順じゆん調ちようには進まなかった。だが、今の僕には時間だけはある。僕は毎日少しずつ穴を掘り進めた。

　だが、その先にあったのは──。

　頑がん丈じような岩がん壁ぺきだった。

　恐らく、建物の土台か何かだろう。手持ちの道具では傷も付けられない。

　僕の労苦が報むくわれることはなかったのだ。

「おお、神よ！　なぜ僕にこのような責め苦を与えるのですか！　あなたに慈じ悲ひの心はないのですか！」

　もはやできることと言えば、薄うす暗ぐらい穴の中で自分の運命を嘆なげくことだけだった。

　だが、神は僕を見捨てていなかったのだ。このとき僕の耳に、もう何年ぶりか分からない看かん守しゆ以外の声が響いたのだ。

「そこで神を非ひ難なんしているのは誰だ？」

　老人の声だった。

　僕の脱獄は失敗したが、その試みは僕に新たな出会いを与えてくれたのである。

　僕にとっての第二の父、ファリア神父との出会いを。

　だが、異変はそれで終わらなかった。

「おい、キミ」

「え？」

　異変が生じていた。老練なファリア神父の声こわ色いろが、突然変わったのだ。

「おかしいな、寝ているのか？　おい、目を覚ますんだ」

　それも、凜りんとした綺き麗れいな女の子の声に──。






　　　　◆




「どうした、しっかりしろ」

　意い識しきを取り戻した岸きし嶺みねの視界にまず映ったのは、薄うす暗ぐらい牢ろう獄ごく──などではなく、すでに夕ゆう闇やみに染まりつつあった図と書しよ館かんだった。

「……ん？　あれ？　ファリア神父？」

「ファリア神父？　一体なんのことだ、本当に大丈夫か？」

　すぐ傍そばから、女子の声がした。

「うわっ!?」

　反射的に振り返った岸嶺は、思わず悲鳴を上げていた。

　自分の眼前に、物もの凄すごく綺麗な女の子の顔があったからだ。

　この学校の女子が綺麗な子ばかりなのはよく知っている。しかしその中でも、彼女は群を抜いて綺麗だった。

　卵のような綺麗なカーブを描いた顔に、ぱっちりとした綺麗な目と長い睫まつ毛げ。身長は高い方ではないようだが、すらりと細長い足のせいか、まるでテレビで見るモデルのようにも見える。腰まで届きそうな長い髪は艶つややかな黒で、対照的に肌は絹のように白く滑なめらかだった。ブレザーの制服には皺しわ一つなく、同様に歪ゆがみ一つない胸元のリボンは赤色で、彼女が自分と同じ三年であることを示していた。

「ああ、すまない。びっくりさせてしまったか？」

　凜とした声で、彼女は小さく詫わびた。この学校の女子にしては極きわめて珍しいことに、男の自分にもまったく遠えん慮りよした様よう子すがない。

　わずかに冷静さを取り戻した岸嶺は、自分が何をしていたのかを悟った。恐らく、また本にのめり込んでしまっていたのだろう。

「あ、いえ、僕の方こそすいません。あの、えっと……そうか、図書委員の方ですか？」

「いや、わたしは生徒会の者だ。新学期早々、用もないのに学校に居残っている生徒を注意して回っていたところでな」

「せ、生徒会の……。そうだったんですか、すいません、すぐ帰ります」

　慌あわてて鞄かばんを手に取り、おたおたと立ち上がる。

「別に慌あわてなくていい。放ほう課か後ごの学校で遊んでいたというならともかく、図書館で本を読むのに夢中になっていた生徒を注意することはできないからな。ただ……キミは恐らく三年の転入組だろう？、覚えておくといい。ここの司し書しよの先生はわりと時間に厳きびしくてな。できることなら、そろそろ帰った方がいいぞ」

「そ、そうなんですか」

　ふと図と書しよ館かん内を見回すと、もう一人ひとりいたはずの利用者の姿はどこにもなかった。恐らく同様の助言を受けてもう帰ったのだろう。

　つまり、自分はこんな綺き麗れいな女の子と二人ふたりきりになっているのだ。それはただの偶ぐう然ぜんなのだろうが、岸きし嶺みねにとってまったく免めん疫えきのないシチュエーションには違いない。妙に緊きん張ちようしてくる。

「わ、わざわざ教えてくれてありがとうございます、僕、本に集中してると、すぐ時間を忘れちゃうんで……」

「ほう。そういえば、わたしが声をかけたときもまったく気付かずに一心不乱に本を読んでいたな。眠っているのかとも思ったが、そういうわけでもなさそうだったし」

「は、はあ……」

　岸嶺には小学生ぐらいのときから、ある妙な癖くせができていた。一度本を読み出すと、その物語の中へとのめり込んでしまうのだ。

　それは集中してるとか、没ぼつ頭とうしているとかいう次元の話ではない。文字通り意い識しきが魔ま法ほうのように本の中に取り込まれてしまうのだ。

　その間、岸嶺は完全に物語の主人公になりきることができた。だからこそどんな本でも楽しめるのだが、その一方で本に集中しているときの自分が一体どんな状態になっているのかは、未いまだに分からない。以前には、奇声を上げて図書館を追い出されることもあったほどだった。

「まあいい。とにかく、今後は気をつけるように」

　名も知らぬ彼女は、ぽんと岸嶺の肩を叩たたくと、踵きびすを返して去って行った。

　その颯さつ爽そうとした後ろ姿を見るだけでも、彼女の綺麗さが際きわ立だつ。黒く長い髪は歩くたびに柳のようにしなやかに揺れ、プリーツスカートから覗のぞく太ももは、艶なまめかしいほど白く細い。彼女の凛りんとした綺麗な横顔も、なかなか脳のう裏りから離はなれなかった。

　だが──少なくとも、自分とは縁えんのない異性だということも、岸嶺には分かっていた。自分はなんの取り得もない、本を読むのが好きなだけの平へい凡ぼんな男子だ。この超お嬢じようさま学校で生徒会に入っているような生徒とは、会話することすらもうないかもしれない。大体、自分は彼女の名前すら知らないし、彼女の方も自分の名前など知りたくもないだろう。

（まあ、僕には本があるし）

　自分でも前向きなのか後ろ向きなのかよく分からないことを考えながら、岸嶺は図書館を後にするのだった。
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　翌日。中等部から上がってきたばかりの新入生と、そして岸嶺ら転入組は講こう堂どうに集められていた。

『今日きようはこの学校の部活動の紹介を行います』

　壇だん上じようでマイクを前にした教師が告げる。今から行われようとしているのは、四月の学校ではさして珍しくもないイベント──部活動の紹介レセプションだった。

　もっとも、部活に入る気のない岸きし嶺みねにとってはどうでもいいイベントで、「講堂のある高校って凄すごいな……」などとまったく関係のないことを考えていた。

　今までにいた学校では、こういう集会が行われる場合、場所は決まって体たい育いく館かんで、生徒は冷たい床ゆかに座らされるのが常だった。しかしさすがはお嬢じようさま女子校というべきか、生徒たちが腰を冷やすようなことはないらしい。

　そんなことを考えている間にも、教師の挨あい拶さつは続いていた。

　我わが校ではスポーツや文化活動が盛んであり、うんぬん。高校生活における部活動は、きっと皆さんの人生にとっても貴重なものとなるでしょう、うんぬん。

「やれやれ、どこの学校でも長話が好きな教師ってのはいるんだな」

　岸嶺の隣となりでは日くさ下か部べが退屈そうに欠伸あくびをしていたが、無理もなかった。むしろこんな話を私語一つせずに聞き入っている──あるいは聞き流している──女子たちも凄いと思う。この学校の中等部では徹てつ底てい的てきに礼れい儀ぎ作法を叩たたき込まれるらしいが、恐らくはその教育の賜たま物ものなのだろう。

『入学式の折に校長先生も仰おつしやられましたが、我が校では生徒の自主性を重んじています。そこで、この後の進行はすべて生徒に任せることになっています。天てん道どうさん、あとは頼みましたよ』

　ようやくその教師は話を終えた。入れ替わる形で一人ひとりの女子生徒が壇上に立つ。

　と、その途と端たん、さっきまで私語一つしなかった生徒たちの間にざわめきが生じた。

「きゃ、生徒会長の天道先せん輩ぱいよ！」

「いつ見ても本当に綺き麗れいな人よね……」

　まるで憧あこがれのアイドルを見たかのような黄色い声がそこかしこから上がり、岸嶺は思わず呆あつ気けに取られた。この学校の女子生徒が私語を呟つぶやくことも珍しいが、女子が女子相手に歓かん声せいを上げるという光景を、生まれて初めて目にしたからだ。

　ただ──彼女たちが興こう奮ふんする理由は、分からなくはなかった。

　壇上に立ったその生徒は、遠目に見ても綺麗な人だと思えたからだ。歩く度たびにしなやかに揺れる長い髪はなんとも艶つややかな黒で、手も足もすらりと細長い。歩く動作一つとってもモデルのように凜として、美しく見える。

（あ、あれ？）

　岸嶺は、既き視し感かんにとらわれていた。

　彼女に見覚えがあったのだ。

『新入生の皆さん。もう学校には慣なれましたか？』

　凜りんとした声が響ひびいた。見た目の印象を裏切らぬ綺き麗れいで張りのある声だ。

『今日きようは我わが校の部活動を紹介します。今日のレセプションで、皆さんのやりたいことを見つけてください』

（あ！）

　ようやく気付く。昨日きのう、図と書しよ館かんで自分に声をかけてくれた女子。生徒会だと名乗ったあの女子こそ、今壇だん上じように立っている彼女ではないか。

（生徒会だとは聞いたけど、まさか生徒会長だったなんて……！）

「おい、知ってるか？」

　さっきまで退屈そうにしていた日くさ下か部べが、どことなく鼻息を荒くして声をかけてくる。

「あれがこのお嬢じようさま学校の生徒会長、三年Ｄ組の天てん道どうしのぶだぜ」

「天道……しのぶ？」

　それが彼女の名前なのだ。クラスメイトの名前さえ覚えるのが苦にが手てな岸嶺だったが、なんとなくその名前だけはすぐに覚えられそうな気がした。

「容よう姿し端たん麗れい、成せい績せき優ゆう秀しゆう、品ひん行こう方ほう正せい、欠点の探しようがない完かん璧ぺきなお嬢さまだそうだ。女子からの人気も高いらしいぜ」

　なんとなくそれも分かる。あの凜とした美しさ、凜とした言動を見せ付けられれば、女子だって憧あこがれもするだろう。

「……それにしても、なんでそんなことまで知ってるの？」

　なんとなく抱いた疑問を口にすると、日下部は爽さわやかな笑え顔がおと共にぐっと親指を立てた。

「四日もあれば、目ぼしい女の子のチェックぐらいできるさ。おまえも、電話番号が知りたきゃいつでも俺おれに訊きいてくれていいんだぜ？」

「……どうやってそんなこと知ったんだよ。個人情報保ほ護ごのこの時代に」

「ま、我が日下部家の秘密ってやつさ」

　得意げに、日下部は親指を立てた。

『では我が伊い豆ず野の宮みや学園の部活動を紹介します。まずは、ソフトボール部の紹介です』

　そうこうしているうちに生徒会長の挨あい拶さつは終わり、そして入れ替わる形で白いユニフォームに身を包み、グラブやバットを持った女子生徒たちが体育館に入ってくる。

『こんにちは。ソフトボール部です。皆さんも一いつ緒しよに、気持ちのいい汗を流しませんか？』

　こういうところはお嬢さま女子校らしいというべきなのだろうか、ごくごく無ぶ難なんな紹介が続いた。岸嶺の通っていた中学校では、突然悪者が現れてバットやラケットで撃げき退たいするといった失しつ笑しよう寸すん前ぜんの劇げきが繰くり広げられたものだが、そういったものもまったくない。もともと部活になど入る気のない岸嶺にとっては、退屈な時間が続く。

　テニス部、文芸部に茶さ道どう部ぶ……。部活の種類もまた、普通の学校によくある普通のものばかりだった。

「うーん、茶道部の和服はよかったけど、水泳部はさすがに水着は着てなかったな。見たけりゃ見学に行くしかないってことか……」

　相変わらず日くさ下か部べは、女子に聞かれればドン引きされるようなことばかり言っていた。

　しかし、その次に入ってきた新しん体たい操そう部はレオタード姿だったためか、日下部の鼻息は再び荒くなり、彼の隣となりにいることを不幸に思ったほどだった。

「俺おれ、やっぱり新体操部に入ろうかな！」

　冗じよう談だんとは思えぬ口く調ちようでそんなことを言う。

「頼むから退学になりそうなことだけはしないでよ。僕も、クラスに男子一人ひとりってのはさすがに心苦しいし」

「余計な心配だ、ちゃんと相手の同意を得てからするからさ」

　するって何を？　とは訊きく気にもなれなかった。

『……では最後に、現代遊ゆう戯ぎ部の紹介です』

　ここで司会を務めていた天てん道どう生徒会長は、妙な部の名前を告げた。

「現代……遊戯部？」

　お嬢じようさま学校にはにつかわしくない、なんともイロモノっぽい名前だった。

　と同時に、さっきまで凜りんとしていた天道生徒会長の声や態度に、微妙な変化が生じていることに気付く。

　どこかそわそわしているように見えたのだ。まるで、何か気がかりなことがあるように。

　直後、講こう堂どう内にざわっとどよめきが起こった。

　理由はすぐに分かった。これまでの部活紹介は、すべて女子によって行われてきた。だがこのとき入ってきたのが男だったためである。

　しかも、どうみても高校生には見えない。着ているのも制服ではなく、白衣だった。どうやら物理か生物の教師であるらしい。

「な、なんで教師が出てくるんだろ……？」

　背はすらりと高く、顔つきも大人おとなっぽい。決して肩幅が厚いとかそういうわけではないのだが、なんというか理知的であると同時に動作一つ一つが力強く感じられる。威い風ふう堂どう々どうとはあの教師のためにある言葉ではないかとさえ思えた。

『新一年生の諸しよ君くん、入学おめでとう！　ついでに転入生の諸君！　我われ々われは諸君の転入を歓かん迎げいしよう！　まずは自己紹介させて頂こう。私は現代遊戯部の顧こ問もんを務めている、物理の瀬せ名な明あき雄おだ！』

　見た目を裏切らぬ大人っぽい声だった。無意味に力強く、そして渋しぶい声だ。

『現代遊戯部。この名ではなんの部かさえ理解し難がたいと思う。まして我わが部は、半年前に設立されたばかりで歴史も浅く、正式部員もたった一人ひとりしかいない！　実のところ部として認められたこと自体、奇き蹟せきのようなものだ！　かといって、今この場で我が部がどのような活動をする部であるかを、いちいち説明するつもりもない。なぜなら我らが欲してるのは、部員などではないからだ！　我らが必要としているのは、同じ志こころざしを持つ者……すなわち同志なのだ！　もしこの中に私と同じ志を持つ者がいたならば、遠えん慮りよなく我が部室である視し聴ちよう覚かく準備室を訪れて欲しい。繰くり返す、私は我が部の説明はしない。ただ、この言葉のみを諸しよ君くんに贈おくろう！』

　あまりにもわけのわからない説明だった。今までの、大人おとなしいが面おも白しろみに欠ける女子生徒たちの部活紹介とはまったく違う。そのせいだろう、岸きし嶺みねら生徒たちは思わず聞き入っていた。あるいは圧倒されていたというべきかもしれないが。

　ここで瀬せ名なという教師は、無言で居並ぶ生徒たちを見回した。その様はまるで陪ばい審しん員いんに無実を訴えようとする弁べん護ご士しのようで、彼が一体何を語ろうとしているのかと、岸嶺たちは固かた唾ずを吞のんで次の言葉を待った。

　そして、瀬名は一度大きく息を吸い、言い放った。




『諸君！　声せい優ゆうと結婚したくないかね!?』




　……そのときの講こう堂どうの雰囲気は、とても一言で表現できるものではなかった。

　啞あ然ぜん、狼ろう狽ばい、驚きよう愕がく──講堂は様々な感情の入り混じった沈ちん黙もくとざわめきによって満たされた。

「声優？　声優って映画の吹き替えとか、アニメのキャラの声とかやってる人のことですよね？」

「で、部活動と結婚になんの関係がありますの？」

　岸嶺はもちろん、女子生徒たちですら理解不能な混乱にまみれる。

　しかも、なおも生徒たちを混乱させるとんでもない事態が生じたのはその直後だった。

　声優と結婚したくないかね──そう満足げな顔をして言い放った瀬名という教師が、

「それは言うなと言っただろうが！」

「ぐえあっ!?」

　奇怪な悲鳴と共に、突然吹っ飛んだのである。

　ドロップ・キックだった。

　教師を蹴けり飛ばし、入れ替わるようにそこに立っていたのは、生徒会長の天てん道どうであった。

　目の前で起こった事実を理解するには若じやつ干かんの時間が必要だった。信じられないことに、あの清せい楚そで凜とした生徒会長がやったのは、プロレス技わざだった。生徒会長はドロップ・キックをかまし、意味不明なことを叫んだ現代遊ゆう戯ぎ部ぶの顧こ問もんとやらをふっ飛ばし、マイクとその立ち位置を奪うばったのだ。決して長いとはいえない膝ひざ上うえ丈たけのスカートで。

「くっそう、よく見てなかった……」

　隣となりで日くさ下か部べが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。何を見み逃のがしたのかは、問う気になれない。

『失礼した。瀬名先生は立派な先生だが、いささか精神を病やんでおられる。今のはあまり気にしないように』

　呆あつ気けに取られる生徒たちを前に、天てん道どう生徒会長は告げた。まったく何事もなかったかのように、服の乱れ一つ生じさせることなく。

『部長としてわたしが説明しよう。もっとも、瀬せ名な先生も決して間違ったことを言っているわけではない。我わが部が求めているのはただの部員などではなく、お互いを高め合い、そして共に信頼して戦うことのできる戦友という存在だからだ。わたしも長々とは語るまい、要点だけを述べよう！』

　岸きし嶺みねたち一年生は、再び呆気に取られた。

（い、今、部長って言った……？）

　先ほど退場させられた瀬名先生は、確たしか正式な部員が一人ひとりしかいないと言った。

　では多くの女子生徒の憧あこがれでもあるあの天道生徒会長が唯一の部員で、しかも部長だというのか。歩く品ひん行こう方ほう正せいといった感じのあの天道先せん輩ぱいが、なぜあんなヘンテコな教師が顧こ問もんを務めている部にいるのか。しかも、部員ではなく戦友を求めているとは一体どういうことなのか。

　もはや呆ぼう然ぜんとしていた生徒たちの視し線せんが集中する中、天道先輩は言い放った。




『ただの新入生に興きよう味みはない。この中にファミコン版スペランカーをクリアできる人がいたら、放ほう課か後ご視し聴ちよう覚かく準備室まで来るがいい。以上だ』
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　そして、壇だん上じようの隅すみに転がっていた瀬せ名な先生の服を摑つかむと、ずるずると引きずっていく。

　たちまち講堂は不ふ思し議ぎな空気に包まれた。

「ファミコンって、あの古いゲーム機きのことですよね？」

「スペランカーって何かのゲームのことかしら？　どこかで聞いた覚えはあるんですけど……」

「というか、今のハルヒじゃありませんこと？」

　周囲の女子生徒たちが口々に言葉を交わす。彼女たちには何か思い当たる節があるらしいが、岸きし嶺みねにはさっぱりだった。

「……よ、よく分かんねー女子だな。あんなに綺き麗れいなのに……」

　日くさ下か部べも、至し極ごく残念そうに呟つぶやいた。

「どんな学校にも、変わり者はいるんだなあ」

　岸嶺もまた、そんな程度にしか考えていなかった。あくまで他人事、自分には関係のない話──そんな風に考えていた。少なくともこのときは。
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　翌朝。

（やっぱり、僕もバス通学にしようかなあ）

　岸きし嶺みねはそんなことを考えながら長い上り坂を登っていた。

　運転手付き自家用車で通学している生徒が少なくないため、学園ではまったく問題にはなっていないようだが、やはり運動不足気味の体にその坂道はきつい行程だった。特に、今は春だからいいが夏になったらもっと大変だろう。

　その反面、バスの中なら本を読むこともできる。しかし、家から歩いて十五分ほどしかかからないのにバス代を払うぐらいなら本代に回すべき、とも思うのだ。もっとも、最近は置き場所がないという理由で本屋からも遠ざかり気味だったが。

「よお、岸嶺。奇き遇ぐうだな」

　不意に声をかけてきたのは、唯一の男子のクラスメイト日くさ下か部べだった。

「あ、ああ、おはよう」

　登校時にクラスメイトとばったりと会う。それは朝の時間帯ならどこででも見られるよくある風景である。

　だがこういうとき、岸嶺は内心で頭を抱えることとなる。何を話せばいいのか分からないからだ。

　お互い無言でいるのは居い心地ごこちが悪いし、「俺おれと話すことなんてないのかよ！」と日下部に対して何かよくない印象すら与えかねない。だからといって、どんな話題を切り出せばいいのかということになると、さっぱり思い浮かばない。

　と、一つだけあることに気付く。今日きようの日下部は、妙に機き嫌げんがよさそうだったのだ。

「な、なんか楽しそうだね」

「ああ。今日は色々とイベントのある日だからな！」

　今日、日下部が喜ぶような予定があっただろうか、とまず考える。

（ああ、そうか。部活ができるようになるのか）

　水泳部だか新しん体たい操そう部ぶだか知らないが、女子と接する機会が増えることが嬉うれしいのだろう。

「そういや岸嶺、おまえ、徒歩組だったんだな。結構家近いのか？」

「え？　ああ、うん。日下部もそうなんでしょ？」

「まあな。ただ、正せい確かくに言えばチャリ通なんだけどよ」

「え。校則違反じゃなかったっけ、それ」

「だから途中で置いてきてんだよ。近所に親しん戚せきが経営してる店があるからさ」

「ふうん」

　そこで会話が途切れそうになり、岸きし嶺みねは次の話題をどうしようかと内心で冷や汗をかいた。つくづく、自分は人付き合いが苦にが手てだと思う。

「それにしても、何度見てもでっけえよなあ、うちの高校」

　幸いというべきか、日くさ下か部べが新しい話題を振ってくれる。

「あ、ああ。そうだね」

　岸嶺も相あい槌づちを打ちながら、坂の上にそびえ立つ塀へいに囲まれた母校に目をやった。

　生徒数自体は、高等部と中等部を合わせても八百人ぐらいと、そう多いわけではない。しかし高等部と中等部の校舎の他ほかに、屋内プールや体たい育いく館かんなどの施設もそれぞれ二つずつある。しかも紫し外がい線せんはお嬢じようさまのお肌によくないということなのか、グラウンドはやや小さめな反面、テニスコートやバスケットコートなど、あらゆる室内練習場がやはり中等部と高等部用にそれぞれ完備されている。延床面積で言えば、ここより大きな学校はそうはないだろう。

「まあ僕としては……あっちの方が気になって仕方ないんだけど」

　転入初日、職しよく務む質しつ問もん紛まがいのことをされた屈強な警けい備び員いんたちを見やる。

　彼らは、女子生徒が通りがかったときは穏おだやかな笑え顔がおを浮かべて挨あい拶さつするのだが、男子生徒だと必ずジロリと睨にらみつけてくるのだ。

　それはこの日も変わらず、多くの警備員たちの視し線せんが岸嶺や日下部に突き刺さっていた。

「なんでいっつも男子は睨まれるんだろ……？」

「ああ、あれな。不法侵入者を排除するためらしいぜ」

「そ、それは穏やかじゃないね。どういうこと？」

「昔いたらしいんだ、この学校の制服を着て不法侵入しようとした奴やつとかさ。だからあの黒服連中は俺おれたち男子の顔を全部記き憶おくして、見み慣なれない顔がないか調しらべてるらしいぜ」

「……ああ、なるほど。それで僕たちにとばっちりが……」

　何せ多くのお嬢さまが通う学校である。そのせいなのだろうが、この学校の生徒がよく盗とう撮さつのターゲットにされるという話は岸嶺も聞いたことがあった。体育祭や学園祭の入場チケットが、何十万という高値で取引されているというまことしやかな噂うわさも聞いたことがある。

　女子生徒たちを守るためなら仕方ないのかもしれないが、ここまでするのはいささか過か保ほ護ごではないかとも思う。

「まあ俺たちにとってもそう悪いことばかりじゃねえさ。あれだけ警備が厳きびしいおかげで、俺たちも望ぼう外がいの幸運にありつけるんだからな」

「……なんのこと？　望外の幸運って？」

「聞きたい？　聞きたいか？　よし教えてやろう、おまえも男だもんな！」

　日下部はにんまりと嬉うれしそうに岸嶺の耳に顔をよせた。

「知ってるか？　この学校にはある噂があるんだ。なんでもこの学校の体育の授業ではな──」

　もったいぶるように間を空あけてから、日くさ下か部べは言った。

「未いまだにブルマを着用してるらしいんだ」

「……ふーん？」

　とりあえず岸きし嶺みねとしては、生返事するしかなかった。

　だがその反応が気に入らなかったのか、日下部は声を強めた。

「なんだよその反応は！　そこはもっと驚おどろくところだろ!?」

「え？　い、今のどこに驚くことがあるんだよ？」

「だっておまえ、ブルマだぞブルマ！　もうとっくに絶滅したと言われるブルマが、この平へい成せいの世に生き残ってるんだぞ！　しかも、美少女ばっかりのこの学校に！」

「で、でもブルマって、ようするにただの体育着でしょ？」

「な、何言ってるんだ、おまえ……」

　なぜか憐れん憫びんの目で見られる。

「まさか……ブルマの素す晴ばらしさを知らないのか？　いや、そうか、確たしかに俺おれたちが小学生になったときには絶滅してたもんな。そうか、知らないのも無理ねえか」

「ご、ごめん。そういうことには疎うとくて……」

　噓うそだった。

　ブルマがどういうものかは知っていた。深夜テレビか何かで見たこともある。ようは一昔前の体育着だったらしいが、足の露ろ出しゆつが大きいことから女子に嫌われるようになり、次第に廃止されていったらしい。今では女子が下着を見られないために穿はくものだとかなんとか。

　なるほど、それをあの学園のお嬢じようさまたちが着用しているところを想像すれば、確かに日下部が興こう奮ふんするのも分かる。しかし、そういうことを露骨に口にすると、何か格好悪いような気になってしまうのが岸嶺という少年だった。

「ま、おまえも実物を目にすればあの警けい備びにだって感かん謝しやすることになるだろうよ。外の目を徹てつ底てい的てきに拒こばむあの厳きびしい警備があるからこそ、ブルマって偉大な文化がまだ生き残ってるんだ。俺たちはこの学園の生徒として、遠えん慮りよなくそいつを拝おがめるんだぜ？　毎朝警備員に冷たい目で見られることぐらい、安いもんだ」

「……とりあえず、ブルマが廃すたれた理由はよく分かったよ」

　と、呆あきれながらも岸嶺はあるくだらない事実に気付いた。

「そういえば、今日きようはやけに機き嫌げんがよさそうだけど……ひょっとして今日、体育の授業があるから？」

「ああ、その通りさ！」

　キラリと前歯を輝かがやかせながら、嬉うれしそうに日下部は親指を立てるのだった。
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　もっとも、日くさ下か部べの希望に満ちあふれた顔が、絶望に彩いろどられるまでそう時間はかからなかった。

　放ほう課か後ご。岸きし嶺みねは、いつものように日下部のぼやきに悩まされることになる。

「まさか、体育の授業が男女で完全に別なんてよぉ……！」

　ぼんやりと窓の外を見つめる日下部は、死んだ魚の目をしていた。

「まだ言ってるの？　もう諦あきらめなよ、ちょっと前まで女子校だったんだから仕方ないよ」

　今日きようの五時間目に行われた体育の授業。

　小学生ではあるまいし、男女が合同で同じ授業を行うわけではない。それでも、たとえば男女とも体たい育いく館かん、あるいはグラウンドに集まって体育の授業を受けるのではないか──日下部などはそう考えていたらしい。つまり、授業の合間には美少女たちのブルマ姿が拝おがめるのではないか、と。

　だが、五時間目にグラウンドに集められたのは男子だけだった。しかも高等部三年の男子全員──岸嶺ら転入組五人と、もともとこの学園に在ざい籍せきしていた生き残りの五人──の計十人での合同授業である。

　その間女子は何をしているかというと、それぞれ希望した選せん択たく授業を受けていたらしい。

　ようするに、男女は徹てつ底てい的てきに隔かく離りされていたのだ。

「この分だと、水泳の授業始まっても絶対に男女別だよな……。はあ……。俺おれ、一体なんのためにこの学校入ったんだっけ……？」

　本当になんのために学校来てるんだよ、と突っ込みたくなる。

「もう気分を入れ替えたら？　ほら、今日からは部活もできるようになるんだし」

「なんかそれも怪あやしいよな。ひょっとして部活でも男女別になるんじゃないのか、この学校」

　ありそうな気がした。

「そうだとしても、見学ぐらいはできるんじゃない？」

「それもそうだな。よし！　気を取り直して水泳部の見学でも行ってみるか。この際、生足が見られりゃなんでもいいや」

　数日接して分かったが、この日下部というクラスメイトは、かなり気分の切り替えが早いようだった。

（これで明日あしたには元気になってくれているといいけど）

　落ち込んでいるときの彼の相手はかなり面めん倒どうで、他ほかならぬ自分のためにそう願ねがわずにはいられなかった。
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　図と書しよ館かんに向かいながら、岸きし嶺みねは五時間目の体育のことを思い出していた。

　結果的に今日きよう初めて三年の男子全員が一堂に会したわけだが、二年前からこの学校に通っている生き残りの生徒たちは、まるで飼い主を見つけた子犬のごとく、すがるような目を転入組に向けてくるのが印象的だった。彼らは五人全員がよいところのお坊っちゃんといった印象で、よほど女子ばかりの環かん境きように疲れきっていたらしい。

　一方、岸嶺以外の転入組は、日くさ下か部べがそうだったように全員が死んだ魚のような目をしていた。どうやら彼らもブルマを心待ちにしていたらしい。

　体育着一つでああも本気になれる日下部たちを見て、少しうらやましいという気も確たしかにあった。本来の高校生というものはあんなものなんだろう。理屈とか常じよう識しきとかそんなものはどうでもよく、頭の中にあるのは女の子のことばかりなのだ。

　だが、岸嶺は日下部ほどに積せつ極きよく的てきにはなれなかった。自分に自信がなかったからだ。

　日下部が女子に積極的になれる理由は、なんとなく分かる。服装や髪型にも気を遣つかってるみたいだし、しゃべるのも上う手まい。彼に話しかけられれば、女子の方だって多た分ぶん楽しいだろう。

　それに比べて自分は全ぜん然ぜんダメだという確かく信しんがあった。容姿は平へい凡ぼん、勉強こそどうにか上位グループだったが決して一番ではなかったし、運動については完全にお手上げだ。いつも一人ひとりでいることが多いせいか、人付き合いも苦にが手てだし、趣しゆ味みといえば読書だけ。唯一の特技と言えば、読書中の集中力の高さぐらいだろうが、それも他人から見れば気持ち悪いだけかもしれない。こんな自分に言い寄られて喜ぶ女の子がいるとは思えない。

　エッチなことに興きよう味みがないわけではない。しかしこんな自分が、やれブルマだのスクール水着だのといった話をすれば、誰だれが見ても気持ち悪いとしか思わないだろう。

（まあいいや。僕には本があるし）

　これまでも何か悩みに駆かられたとき、岸嶺はいつもそう結けつ論ろんづけて割り切るのだった。かくして、この日から転入組も部活動が可能になったものの、岸嶺の日常に変化は生じなかった。

　いつものように図書館へ入る。読書席のある二階へ上がると、一人だけだが先客の姿があった。見覚えがある。昨日きのうも見かけたあの眼鏡めがねをかけた──付け加えれば、胸の膨ふくらみが目立つ──二年生の少女だ。

「…………」

　彼女は読書席に座って静かに本を読んでいたが、階段を上がる足音に気付いたのか、岸嶺と目が合った。

　もっとも、それ以上何かあるわけでもなく、少女は慌あわてて視し線せんを逸そらした。

　それはこの学園の女子にはよく見られる普通の反応で、今いま更さら気にもならない。ただ、彼女が毎日のようにこの図と書しよ館かんに来ているという事実は、同じ本好きとして嬉うれしいことだった。

「……そういえば」

　ふと、自分にも一人ひとりだけではあるが異性との縁えんがあったことを思い出す。

「みやびちゃん、今どうしてるんだろうな」

　幼よう稚ち園えんのころ、ほんの一年間だけ一いつ緒しよに過ごした幼おさな馴な染じみ。

　彼女と交わした約束は、まだ覚えてる。大きくなったら、また一緒に本を読もうと。

　しかし、あれからもう十年以上の月日が流れた。十年。それはこれまでの人生の三分の二に相当する長い時間だ。そのせいだろうか、もうかなり前から、彼女の顔がぱっと思い出せない。もし街のどこかで彼女とすれ違うことがあったとしても、とても分からないと思う。残念ではあるが、あの幼稚園での別れが、生しよう涯がいの別れだったのかもしれないのだ。

　人生というものはそういうものらしいということを、岸嶺はこれまでに読んできた物語から学んでいた。物語とは、主人公の人生を描いたものだ。そして物語とは、人との出会いと別れで成り立っている。愛する人、信頼できる友人、あるいは生涯の宿敵──そういった人々との出会い、そして離り別べつ。それがすべてといってもいい。

　まさにこの本もそうだったな、と『モンテ・クリスト伯はく』を取り出す。恋人メルセデスとの結婚式の当日、逮捕され投とう獄ごくされたエドモン・ダンテス。彼はその後、どんな出会いと別れを繰くり返すのか。そんなことを考えていると、自分が抱えていた些さ細さいな悩みなどどうでもよくなる。

　かくして、読書机に戻った岸嶺の意い識しきは、いつものように本の中へと取り込まれ、主人公エドモン・ダンテスへと成り代わるのだった。




　　　　◆





　[image: ][image: ]穴を掘って逃げるという、僕の脱獄は失敗に終わった。

　だが、掘った穴は無む駄だではなかった。その先で、僕は自分と同じように無実の罪つみで囚とらわれていたファリア神父に出会うことができたのだ。

　この牢獄に来てから、初めて接する自分と同じ境きよう遇ぐうの人物。

　僕とファリア神父は、すぐに様々な話をするようになった。彼は素す晴ばらしい知性の持ち主であり、僕がなぜここに投獄されたのかさえ推察してみせてくれた。

　やがて僕は彼を第二の父として慕したうようになり、様々な教えを請こうこととなった。数学、科学、歴史、そして語学。船を操あやつることしか知らない僕に、ファリア神父は多くの知識を与えてくれた。それは暗い牢獄の中での出来事だったが、僕にとっては決して不幸な時間ではなかった。

　だが、そんな日も長くは続かない。やがてファリア神父は、病やまいに倒れてしまった。

　しかしその死の間ま際ぎわ、彼はとてつもない秘密を僕に教えてくれたのだ。かつての貴族が隠したという財宝の存在を。

　やがて、悲しみと共にファリア神父は亡くなってしまった。僕はまた一人ひとりぼっちになってしまったのだ。

　僕は再び絶望に陥おちいりかけるが、やがておぞましい脱だつ獄ごく方法を思いつく。

　看かん守しゆの手によって袋に入れられたファリア神父の死体と入れ替わるのだ。

　試みは上う手まくいった。僕は死体として海に投げ入れられ、ついに薄うす暗ぐらい牢獄から脱出することができたのだ。

　そして脱獄に成功した僕は、ファリア神父の言葉に従い、かつて貴族が隠したという財宝を発見する。

　僕はとてつもない力を得たのだ。

　かくして僕は誓う。僕をこのような牢獄へ投じた者たちへの復ふく讐しゆうを。

　だがそんなとき、僕に天の啓けい示じのようなある言葉が降りかかったのだ。




「おい、君」
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「すまないが起きてくれ！　君に用があるのだ！」

　天から聞こえてきたのは、やたらと大きな若い男の声だった。

　僕は思わず混乱した。ひょっとして、今に至ってようやく天が手を、いや、声を差し伸べてくれたのだろうかとも思った。

「うーむ、寝てるわけではなさそうだが、全然気付かないな。どうしたというのだ？」

　あまりにもわけの分からない展開。

　それが僕の集中力を解き、本の世界から目覚めさせることとなる。






　　　　◆




　岸きし嶺みねは、自分の意い識しきが本から現実に戻ったことをまず自覚した。

「う、うわっ!?」

　思わず声を上げてしまう。目の前に、眼鏡めがねをかけた見知らぬ男の顔があったからだ。

「おお、気付いたかね!?」

　やたらと大きな声で、その男は言った。

　生徒ではない。背は高く、雰囲気も大人おとなっぽく、何よりも着ているのが制服ではなく、なぜか白衣だったからだ。

「あ……」

　見覚えがあった。

　昨日きのうの部活紹介レセプションで、わけのわからない紹介をした挙句に天てん道どう生徒会長にドロップキックを喰くらって退場したあの教師だ。

「どうやら君は素す晴ばらしい集中力を持っているようだな！　肩を叩たたこうが声をかけても気付かない、さりとて寝てるわけでもない。まるで……本に魅み入いられてるようだったぞ！」

「……大体合ってますよ。一度本を読み出すと、止まらなくなっちゃうんで。それより、僕に何か用ですか？」

　読書の邪じや魔まをされたせいもあって、少しきつい口く調ちようで岸きし嶺みねは訊たずねた。

「おっと、これは失礼した。私は物理教師の瀬せ名な明あき雄おという。不ぶ躾しつけで恐きよう縮しゆくだが、君、名前は？」

「はあ？」

　なぜ自分の名を教えなければいけないのか。まずそう思った。しかし、その教師にはどこか逆さからいがたい雰囲気があり、拒否はできそうになかった。

「……三年Ｂ組の、岸嶺健けん吾ごです」

「ほう、岸嶺君か！　三年にしては見ない顔だが、察するに例の転入組だな？」

「はあ、そうですけど」

「では岸嶺君。一つ訊ききたいのだが……君は声せい優ゆうと結婚したくないかね？」

「はぁ？」

「あ、いや、愚ぐ問もんだったな、声優と結婚したくない男子などいるはずもなかった！　よし、質問を変えよう。君は転入組であり、そして図と書しよ館かんにいる。つまり君は、まだ部活には入ってないわけだな？」

「はあ、まあ」

　一体なぜそんなことを訊くのか。そもそも、図書館でそんな大声を出しては他ほかの利用者の迷めい惑わくではないか。

　と、そんなことを考えていたときだった。

　岸嶺は確たしかに見た。まるで何か発光装置でも付いているかのように、瀬名先生の眼鏡めがねが、キランと怪あやしげな光を放ったのを。

　そして、

「確かく保ほぉぉおおおおおおおお！」

「え？　え？」

　抵抗する余地などなかった。

　気がついたとき、岸嶺は黒い布袋のようなものを頭からかぶせられ──

　拉ら致ちされていた。




　それが、岸きし嶺みねの日常が狂い始めた瞬しゆん間かんだった。




　　　　◆




　何が起こったのか理解できなかった。

　ほんの数分前まで、自分はただの平へい凡ぼんな高校生として、平凡な日常を送っていた。それが、恐らく日本でもトップクラスで安全なはずの校舎の中で、いきなり黒い袋をかぶせられ視界を奪うばわれ、まるで芋いも虫むしのように担かつぎ上げられたのである。

「ちょ、何するんですか！　離はなしてください！」

　こんなときでも相手が先生なので敬語になってしまう。

「ええい、大人おとなしくしたまえ！　安全は保証する！」

　体が上下に激はげしく揺れた。どうやらどこかへ移動しているらしい。

「何わけのわからないこと言ってるんですか！　は、早く降ろしてください！」

「まあ待ちたまえ、すぐ着く！　あまりしゃべらない方がいいぞ、舌を嚙かむ！」

　舌を嚙んだとして、それは誰だれのせいですか──。

　抗こう議ぎしようとしたものの、階段でも上がってるのか揺れは激しくなる一方で、とてもそれどころではない。

　やがて、ドアがガラリと開けられる音がした。

「よし、着いた。ほら、降ろすぞ！」

「え」

　放り投げられるのではないかと思わず身を堅くしたが、幸いなことに想像していたような強い衝しよう撃げきはなかった。ゆっくりと床ゆかに降ろされ、袋を解かれる。

　まず視界に入ったのは、自分を誘ゆう拐かいした犯人の顔だった。

「な……なんなんですか!?　ここ、どこですか？　なんで僕、連れてこられたんですか!?」

「ええい、誘拐された未来人ではあるまいし、男がおたおたするな！　何も驚おどろくことはない、ここは我わが現代遊ゆう戯ぎ部ぶの部室、視し聴ちよう覚かく準備室だ！」

「はあ!?　現代遊戯部!?　視聴覚準備室!?」

　この怪あやしい先生が、現代遊戯部という聞きき慣なれぬ部の顧こ問もんだということは、岸嶺も知っていた。してみるとこの狭い部へ屋やが、その部室ということなのだろう。確たしか校舎の二階に第一、第二視聴覚室があり、その隣となりに視聴覚準備室というのがあった気がする。

　あらためて部屋を見回す。視聴覚準備室という名前の通り、本来は物置のように使われているのだろう。広さは普通の教室の半分ほど。しかもさらにその半分以上が、様々な機き材ざいの積つまれたラックで埋まっている。ラックの陰に隠れて見えないが、部屋の奥には第二視聴覚室に繫つながっているドアもあるはずだった。

　ただ、狭くはあったが散らかっているという印象は受けない。物置っぽい感じはするのだが、狭い空間を使って効率的に整理がされていた。

　そして驚おどろくことに、部へ屋やの左右には大きなテレビがそれぞれ二台ずつの計四台、さらに映像プレーヤーのような高そうな機き材ざいが何台もあった。

　と、岸きし嶺みねの視し線せんに気付いたのか瀬せ名な先生は自じ慢まんげに胸を張った。

「ふっふっふ、やはりそこに目がいくかね!?　よかろう、存分に見るがいい！　我わが部自慢の四台のプラズマテレビだ！」

「べ、別にそんなこと訊きいてませんけど。でも、いくらお金持ちの私立とはいえ、こんな高そうなものをよく部室に置けますね……」

「新型の大型液晶テレビならともかく、型落ちしたプラズマテレビならそう高い買い物ではないのだよ！　夏は暑くてたまらんが、ＨハイＤデフ環かん境きようがどうしても必要だったからな！」

　何を言っているのかよく分からない。大体、なぜ高校の部活動にテレビが四台も必要なのか。

「まあそんなことはいい！　ここへ来たからには、君も何をされるか分かっているな!?」

「は!?　な、なんのことです!?」

「いいからいいから！　さあ、黙だまってこの書類にサインしたまえ！」

「え!?　ええ!?」

　瀬名先生は懐ふところから一枚の紙を取り出し、押しつけてきた。

　逃げ場もなく、半ば強引に受け取らされる。

　一体なんなのかと目を落とした岸嶺は、自分の目を疑った。

「な、なんですかこれええぇぇぇぇ？」

　これほど絶叫したのは久しぶりだった。

　その紙に書かれた文字は三つ。すなわち、『婚こん姻いん届とどけ』だった。

　わけが分からない。

　図と書しよ館かんで拉ら致ちされたと思ったら、密室に連れ込まれ、そして婚姻届を突き出されたのだ。しかもさらに恐ろしいことに、夫の方にはすでに『瀬せ名な明あき雄お』という名前が記入されていた。

「な、なんなんですか!?　いきなり婚姻届とか、あんた正気ですか!?　い、いや、いきなりじゃなければいいとかじゃなくて、そもそも僕は高校生……いや、それも違いますね、そもそも男同士とか無理だし……いやもう、とにかくわけがわかりませんよ！」

　最近、出版業界ではＢＬというジャンルが一定の勢力を誇っているというが、まさかこの部の名前、『現代遊ゆう戯ぎ』とはようするにそういうことなのか。

「ん？　君は一体何を言ってるのだね？　婚姻届だと？」

　さも不ふ思し議ぎそうに瀬名先生は言い、岸嶺に押し付けた紙切れに目を落とした。

「ああ、すまん、間違えた！　これはいつでも声せい優ゆうと結婚できるよう準備していた婚姻届けだった！　君にサインしてもらうのはこっちだよ！」

　やはり理解不能なことを言ってのけ、婚こん姻いん届とどけをしまうと別の紙切れを取り出し、岸きし嶺みねに突きつける。

　その書類には、やはり三つの文字が並んでいた。

「入部……届け？」

　ガラリと背後のドアが開いたのは、そのときだった。

「駄だ目めです、瀬せ名な先生。どこにも新入生なんて残ってない……ん？」

　聞き覚えのある声に思わず振り返ると、見覚えのある女子生徒の姿があった。

「ん？　キミは……どこかで見かけたな」

「あ、あなたこそ、生徒会長の……」

　思考がさらに混乱しそうだった。女子生徒でさえ憧あこがれるという、天てん道どう生徒会長がそこにいたのだ。

　瞬しゆん間かん的てきに、胸が高鳴った。そして思わず見とれてしまう。何度接してみても、これほど綺き麗れいな人は、テレビの中にさえ見たことがない。

　一方で、なぜこの人がこんなところに、とも思う。

　だがその疑問もすぐに氷解した。先日の部活紹介のときのことを思い出したのだ。どうやらこの天道生徒会長が、現代遊ゆう戯ぎ部ぶの唯一の部員でしかも部長らしいと。

「おお、ちょうどいいところに戻ってきたな！　見たまえ天道くん！　上う手まいこと新入部員を見つけたぞ！　三年の岸嶺健けん吾ご君だ！」

　天道の顔が、ぱあっと喜びで満ちあふれた。

「見つかったんですか、それはよかった！　ようこそ、我わが現代遊戯部へ。そうか、どこかで見た覚えがあると思ったら、キミは昨日きのう図と書しよ館かんに残っていた男子じゃないか。どうやらわたしたちには多少の縁えんがあったようだな」

「は、はあ」

　縁があった──たったそれだけの言葉だが、天道生徒会長のような綺麗な人に言われるとなんだか照れ臭くなってしまう。

「……って、いやいや、ちょっと待ってください！　新入部員ってなんのことです？　なんで僕が入部することになってるんですか！」

「そこに説明が必要かね!?　今日きようは部活勧かん誘ゆうの解禁日であり、そして君は無所属の身で我が部を訪れ、何よりも声優と結婚したがっていたではないか！」

「そ、そうなのか!?」

　岸嶺が抗こう議ぎするよりも先に、天道にどこか気の毒そうな目で見られる。

「驚おどろいたな。まさか瀬名先生と同じ目的を持つ者が二人ふたりもいたとは……。いやまあ……人の人生はそれぞれだろうが」

「ちょ、待ってください！　僕そんなこと言ってません！　大体、自分の意志でここに来た覚えもありません、瀬せ名な先生が強引に拉ら致ちして連れてきたんじゃないですか!?」

「な、なんだと？」

　天てん道どう生徒会長は、今度は瀬名先生の方をジト目で睨にらむ。

「瀬名先生、本当ですか？　本当にそんな方法で彼を連れてきたんですか？」

　言こと葉ば遣づかいこそ丁てい寧ねいであったが、口く調ちようは鋭するどい。

　瀬名先生は逃げられないと悟ったのか、目を逸そらすように眼鏡めがねをかけ直しながら、

「い、いやまあ、落ち着きたまえ！　岸きし嶺みね君もまず聞いて欲しい、これには事情があるのだよ！　今日きようから部活動が解禁になったことは君も知っての通りだろう！　しかしどういうわけか、我わが部には一人ひとりとして入部希望者が来なくてな！　特に男子部員が一人もいないの致命的なのだ。そこで私は校舎をかけ巡り、図と書しよ館かんで暇ひまそうにしていた君を見つけ、我が部に招待したというわけだ！」

「な、なんの説明にもなってませんよ！　無む茶ちや苦く茶ちやじゃないですか、僕は別に暇してたわけでもないですし……」

「ええい、いい加減に素直になりたまえ、君だってこうなることは分かっていたはずだ！　にもかかわらず一人でノコノコついて来たということは、それなりに興きよう味みがあったということだろう!?」

「なに女性をたぶらかすホストみたいなこと言ってるんです！　大体、僕は部活なんて興味ありませんよ！」

「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ！　まあいい、どうせこの部へ屋やは防音も効いている、泣こうが叫ぼうが助けなど来ない！　もはや逃げ場もないぞ！」

「ちょ、何するんですか！　あっ──」

　なぜか瀬名先生に逃げ道を塞ふさがれ、部屋の隅すみへ隅へと追い立てられる。

「誤解されそうなことはやめてください先生！」

　岸嶺がいよいよ危険を感じはじめたそのとき、天道が瀬名の頭を容よう赦しやなくはたいた。

「痛いじゃないか！　生徒が教師の頭を殴るのはどうかと思うぞ！」

「ならせめて先生と呼ぶに足るだけのことをして欲しいものです。とにかく、先生が絡むとややこしくなります、しばらく引っ込んでいてください」

　手て厳きびしく言って、岸嶺に向き直る。

「岸嶺君、だったな？」

「は、はあ」

　相変わらずその綺き麗れいな目を向けられると平静ではいられない。

「すまなかったな。大体の事情は分かった。いきなり連れてこられた上に、強引に新入部員にされたとあっては戸と惑まどうのも当然だろう」

「はあ、いえ、分かってくれれば……」

　思わず岸きし嶺みねは安あん堵どした。やはりこんな部に所属しているとはいえ、彼女はまともな人のようだった。その存在が女神のように思えてくる。

「だが、せっかくここまで来たんだ。もしよければ少しぐらい見学してみる気はないか？　わたしたちとしても、どうしても新入部員は必要だしな」

「……はあ」

　岸嶺は、人付き合いが苦にが手てである。そのせいか、まともに正面から何か頼みごとをされると、すぐには断れない性格をしていた。頼まれ事を断って相手を不快にするのが怖かったのだ。おまえ、キャッチセールスに捕まったら絶対逃げられないタイプだぞ──とは、かつての担任山やま城しろ先生の言葉である。

　まして天てん道どうのような綺き麗れいな女性に真正面から頼まれては、絶対断れなかった。

「まあ見学するぐらいでしたら……。でも、ここって何をする部なんですか？　現代遊ゆう戯ぎ部ぶって、聞いたことのない部活ですけど」

「よかろう、説明しよう！」

　無む駄だに大きな声で口を挟んだのは瀬せ名な先生だった。

　僕は天道生徒会長に訊きいてるんですけど──と思ったが、とても口には出せない。

「我わが現代遊戯部はだな、一言でいうとゲームをする部なのだ！」

「ゲ、ゲーム!?」

　まったく意外な言葉だったが、言われてみると少し納得できた。

　部室にある四台もの大型テレビ、そしてその周囲に置かれた高そうな機き械かい。あれは恐らくゲーム機なのだ。岸嶺はゲームをしないが、ニュースやＣＭで見たことぐらいはあった。

「もしかしなくても、ゲームってテレビゲームのことですよね？」

「おお、もちろんだとも！」

「すいません、やっぱり僕帰らせてもらいます」

　そそくさと立ち去ろうとするものの、瞬しゆん時じに二人ふたりが立ちはだかる。

「待ちたまえ！　なぜだ、なぜ帰る!?　ゲームといえば今や日本の重要産業の一つにして、世界一の娯楽なのだぞ！」

「そうだぞ。それを学校の部活で、学校公認でできるんだ。キミにとっても悪い話ではないはずだ」

　瀬名先生はもちろん、天道までもが口々に止めようとする。

「いや、あの……だって僕、ゲーム嫌いなんです」

「「なっ、なにぃっ!?」」

　二人は揃そろって驚おどろきの声を上げた。

「あんな面おも白しろいものが嫌いだと!?　なぜだ!?　理由を申せ！」

「まさかとは思うが、変な報道に毒されたのではあるまいな？　ゲームをやると暴ぼう力りよく的てきになるだとか、ゲーム脳になるだとか、そんな論ろん破ぱし尽くされたエセ科学を信じてるのではあるまいな？」

　そう問いかける天てん道どうの顔はわりと真剣で、岸きし嶺みねとしてもまともに答えざるを得なかった。

「い、いえ、別にそういうことじゃないんです。本の中にだって暴力的なシーンなんて山ほどありますけど、それを読んで暴力的になった覚えなんてありませんし、ゲーム脳なんて聞いたこともありませんし。ただ、僕は読書が好きなだけなんです。だから読書の時間が減るようなことはしたくないんです」

　噓うそではなかった。ゲームのせいでみんな本に見向きもしなくなってしまったから──という子供じみた理由もあるにはあったが、とても口には出せない。

「そうか……。そういえばキミは、昨日きのうも図と書しよ館かんで本に夢中になっていたな」

「確たしかに本とは素す晴ばらしい媒ばい体たいだ！　しかし、だからといって他ほかの文化を邪じや険けんにすることもあるまい!?　今日本では、いや、世界では空前のゲームブームが起こっているのだ！　乗っておくべきだぞ、このビッグウェーブには！」

　天道は納得してくれたようだったが、瀬せ名なの方には諦あきらめてくれそうな気け配はいがない。

「……よく知らないんですけど、そんなに凄すごいんですか？　たかがゲームなのに。確かにみんなやってるのは知ってますけど」

「たかがゲーム、されどゲームなのだよ！　そうか、本当に知らないのだな？　ならば解説してやろう。すべてはおよそ十年前に行われたある政策に端たんを発するのだ！」

「別に僕は解説なんて頼んでないんですが……」

　瀬名先生の強引さに半ばうんざりしかけていた岸嶺だったが、その肩にぽんと天道の手が置かれた。

「気付いてるかもしれんが、瀬名先生は解説の類たぐいが好きでな。まあよかったら聞いてやってくれないか。それがこの部設立の理由にも繫つながるしな」

「は、はあ……」

　確かに解説を始めた瀬名は活いき活いきとしており、とても「いや、聞きたくないです」とは言えない雰囲気になっていた。

　かくして瀬名は、まるで噺はなし家かのように大おお仰ぎような手振りを交え、白衣を翻ひるがえしながら解説を始めた。

「時は一九九九年！　時の自公連立政権は、個人消費の喚かん起きを目的として、子供や高こう齢れい者しやを対象に地域振しん興こう券けんを配布しようとした！　しかし、無む闇やみに金をばらまいても結局生活必需品の購こう入にゆう費用にあてられ、持続的な消費喚起には繫がらないのではないか!?　そのような懸け念ねんの声は根強く、結果的にその政策は中止に追い込まれた！　とはいうものの、経済振興策はどうしても必要であり、そこで代わりに配布されたものこそが──〝文化振興券〟だったのだ！」

「はあ」

　その辺あたりの事情は、岸嶺もなんとなく知っていた。

　文化振しん興こう券けん。ようするにそれは、文房具・スポーツ用品・玩がん具ぐ・図書・音楽や映像メディア、美び術じゆつ館かんや映画館等に使える商品券だ。今岸きし嶺みねの財さい布ふにも入っている。国は生活必需品に使えない商品券を支給することで、国内の文化産業の振興をはかったのだ。

「もともと日本の文化は、世界で様々な評価を受けている！　その文化産業に文化振興券という名の資本を注入し、発展させることで輸ゆ出しゆつを増大させ、景気を改善させようしたわけだ！　この政策によって一番利益を得たのが、当時のゲーム業界だったと言われている！　まとまった額の商品券があったとして、子供が買う高価な品といえば、ゲームぐらいしかなかったたからな！」

「はあ、なるほど」

　岸嶺としてはいよいよ生返事するしかない。

　一方で瀬せ名なの口く調ちようは段だん々だんと熱ねつを帯び始め、演説をする政治家のようになっていた。

「そして力をつけたゲームメーカーは、国の内外に良質のゲームを供給し、多た額がくの外貨を稼かせぐようになったのだ！　車や電化製品の輸出はどうしても他国との競きよう合ごうを呼び、摩ま擦さつを生じさせるが、世界中の人々を楽しませることに障害など何もない！　今後はゲームをこそ輸出すべき！　そう主張する政治家まで現れ、ゲームというものがただの玩具おもちやではなく、産業の一つとしてその存在を確かく固こたるものとしていったのだ！」

　親というのは国のお墨すみ付きという言葉に弱い。岸嶺の周囲で、ゲームをやる子供が急きゆう激げきに増えたのもその頃ころだった。

「かくして文化振興券の有効性に気付いた政府は、〝子供手当て〟という名称に変え、今も同じ政策を続けている！　十八歳未満の子供に毎月五千円分の文化振興券を支給し、文化に触れる機き会かいを与え、さらに文化産業を活性化させようというわけだ！　特に、ユーザーは面おも白しろくもない商品を買ったりしないからな！　そのユーザーの目を通して資金を注入すれば、優ゆう良りようなコンテンツを持つ優良企業のみを成長させることができるというわけだ！」

「はあ」

　今や岸嶺も毎月のように支給を受けている文化振興券。別名、子供手当て。

　容易に現金を支給すれば、パチンコなどに浪費する不届きな親も出てくるだろうし、犯罪の温おん床しようともなりやすい。しかし子供専用の文化振興券の配布という形ならば、子供のこと以外に使うのは難むずかしく、海外に違法に送金されることもない。

　相変わらず生活必需品には使えないという欠点はあったものの、少なくとも経済的事情によりスポーツや芸術などの文化的活動が制限されていた子供たちは、大きな恩恵を受けることとなった。何せ一年ためれば六万円、安いパソコンぐらいなら買えてしまう。

　岸嶺もそのおかげで好きな本がいくらでも買えるようになった。もっとも、そのせいで部へ屋やにはもう本の置き場がなく、最近ではもっぱら図と書しよ館かんを利用することの方が多くなっていたが。

「結果として、今や空前のゲームブームが到来し、ジャパン・ゲーム・バトル・チャンピオンシップ──通称ＪＧＢＣと呼ばれる公式ゲーム大会が毎週のように開かれ、日夜熾し烈れつな戦いが繰くり広げられているのだ！　そして、ここで話は我わが現代遊ゆう戯ぎ部ぶ設立の経けい緯いへと移る！」

「……話の繫つながりがよく分からないんですけど。一体どういう関係があるんですか？」

「そこからはわたしが話そう」

　と、天てん道どう生徒会長が引き継いだ。というよりは、割り込んだ。あるいは彼女も瀬せ名な先生の長々とした解説に辟へき易えきしていたのかもしれない。

「キミも聞いてるだろうが、もともと女子校だったこの伊い豆ず野の宮みや学園が男子の入学を認めた理由は、少子化による生徒数の減少に備えるためとされている。しかし、鉄てつ壁ぺきの女子校だったこの学校で、男子を受け入れるのは容易なことではなかったんだ」

「はあ。確たしかに、女子からすれば相当抵抗があったでしょうね」

　それにしては天道さんは平気そうだけど──と、ふと疑問を抱く。

「いや、女子に抵抗があるのは当然だが、どうせいつかは異性と接することにもなるのだからな。むしろ女子にとってはいい機き会かいというべきだろう。この場合、心配なのは男子の方だ」

「はあ。僕たち、ですか？」

「そうだ。たとえば、今のところ男子の入学者は一クラス辺あたり二人ふたりとごく限られている。これは男子にとってきつい状況らしくてな。入学した男子の中には、学校になじめず転校を申し出た者も少なくないらしい」

「……よく分かります」

　唯一の男子のクラスメイト、日くさ下か部べのことが思い浮かぶ。入学当初はどうやって女子と仲良くなろうかと息巻いていた日下部だったが、最近ではすっかりため息が多くなってしまっている。

　そして、体育の授業のときに見かけた、この学園ですでに二年を過ごしてきた生き残りの男子生徒たち。彼らも何かきっかけさえあれば、この学園を後にしていたに違いない。

　そもそも岸嶺自身、この学校の生徒と交換する形で転入することとなったのだ。恐らくその裏には、女子ばかりの環かん境きように耐えられなくなった男子生徒の存在があったに違いない。

「ようするにだな、岸嶺君！」と、瀬名。「この学校では、男子の居場所がないのだよ！　何せトイレの場所すら限られてるほどだからな！」

「はあ、確かに」

　もともと女子校だったこの学校に、男子トイレなどという設備が充分にあるわけもなく、今はわざわざ一階にある教員用のトイレに駆かけ込まなくてはならない。当たり前だがそこはしょっちゅう教師がやってくるので、長居する気にもなれない。

「そこで半年ほど前に、私は学校に提案したのだ！　男子の居場所を作るため、そして男子の入学志し願がん者しやを増やすためにも、今世界でもっともメジャーな現代遊ゆう戯ぎ、すなわちゲームをする部を作りたいとな！　学校公認でゲームができるとなれば、男子の入学を呼び込むことにも繫つながるし、何よりも男子の居場所を作ってやることもできる！　実際、最近はそういった部を設立する学校は多いのだ！　部費の問題で同好会レベルで終わることが多いらしいが！」

「わたしも生徒会長として、男子の居場所を作るという案には賛成だった。そこで昨年、わたしと瀬せ名な先生とでこの現代遊ゆう戯ぎ部ぶを作ったというわけだ」

「はあ、なるほど……」

　部の設立理由がわりとまともだったことに、意外さを隠せなかった。

　この学校が男子を受け入れ始めてまだ二年。しかも転校希望者まで出ているというのなら、男子の居場所というものも確たしかに必要なのかもしれない。

　ただ、疑問も湧いた。

「けど、なんで天てん道どうさんまで入部してるんですか？　天道さんって生徒会長も務めてるんですよね？　お忙しいでしょうし、別に部に所属までしなくても……」

　天道生徒会長の名前は、一年の女子にすら響ひびき渡っているのだ。その彼女がなぜヘンテコな先生に付き合ってヘンテコな部に所属しているのかは、ずっと抱いていた疑問だった。

　しかし、自然と口を突いて出たその疑問は、思ってもみなかった変化を引き起こした。天道は、恥ずかしそうに頰ほおを赤く染めたのだ。
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「べっ、別に大した理由はないぞ。せっかく男子のために瀬名先生が立ち上げた部に、部員がいなくてはサマにならないだろう？　だからとりあえず人数合わせのために入っただけだ。な、瀬せ名な先生、そうだろう!?」

「あ、ああ、うん！　まあ確たしかにな！」

　言ってることは筋が通っていたが、露ろ骨こつに怪あやしかった。何かを隠しているようにしか見えない。

　何よりも、あのいつも冷静そうな天てん道どう生徒会長が、顔を赤くしている。

（ま、まさか……）

　ある推測が思い浮かぶ。

　顧こ問もんの先生と女子が一人ひとりしかいない特殊な部活。そして顔を赤らめる天道。

　一つの可能性が導みちびき出される。ひょっとして天道生徒会長は、瀬名先生のことが好きなのではないか──と。そう考えるとすべての辻つじ褄つまが合うのだ。ゲームなんて縁えんのなさそうなお嬢じようさま学校の生徒会長がこの部にいることも、その理由を問われると顔を赤くしたことも。天道の瀬名に対する態度はわりと厳きびしいものに見えるが、それも親しさゆえではないのか。

　天道にうっすらと憧あこがれのようなものを抱いていた岸きし嶺みねにとって、それはかなり衝しよう撃げき的てきだった。

「とにかくだ！　かくして設立された我が現代遊ゆう戯ぎ部ぶだが、ここに至って思ってもみなかった問題が生じたのだ！」

　強引に話を切り替えるように、瀬名は叫んだ。

　岸嶺は未いまだ衝しよう撃げきから立ち直ってはいなかったが、どうせ天道のような綺き麗れいな人と、自分に縁えんがあるわけがないと、強引に気分を切り替る。話題が変わるのはむしろ好こう都つ合ごうだった。

「なんですか、その問題って。あ、部員が来ないってやつですか？」

「その通り！　どういうわけかこの半年間、入部届けを出したのは天道くんただ一人ひとりだけ！　挙句の果てに、今日きようは新一年生や転入組の部活解禁日だというのに、一時間経たっても我わが部には一人として入部希望者がやってこなかったのだ！　これは非常にまずい。男子の居場所を作るための部だったというのに男子の新入部員ゼロとあっては、校長はともかく理事長辺あたりに何を言われるかわかったものではないからな！」

「…………」

　この半年間、入部希望者がいなかった理由はなんとなく分かるような気もした。

　この学園の生き残り組の男子と言えば、例外なくお坊っちゃまのようで子犬のように怯おびえ気味だった。その彼らが、生徒を拉ら致ちするような強引かつ変な教師のいる部に進んで入部したがるとは思えない。この学園のお嬢じようさまたちだって、ゲームにそれほど興きよう味みがあるとは思えないし、何よりやっぱり瀬名先生には近づきたくないに違いない。

　そして今日、新入部員がこなかった理由も。

「その原因はあれじゃないですか？　部活紹介のレセプションのときに、何か色々条件つけてたじゃないですか。あんなことしないで、男子の新入生を普通に勧かん誘ゆうするとかすればいいと思いますけど」

「もちろん最終的にはそうするべきだろう！　だが、見ての通り我が部は狭いし、機き材ざいにも限りがある。とてもではないが入部希望者を無制限に受け入れる余地はない！　とりあえずは少数精せい鋭えいをモットーに部を運営しなければならなかったのだよ！」

「まあ入部希望者が来なかった以上、その心配も杞き憂ゆうだったわけですが」

「…………」

　天てん道どうの容よう赦しやのない突っ込みに、瀬せ名な先生は気を取り直すように眼鏡めがねをかけ直した。

「とにかく、だ。こうなった以上、一人でも男子部員がいればよしと考えることにしたのだ！」

「……だから図と書しよ館かんで寂さびしそうにしていた僕が拉致されたと、そういうことですか？」

　岸きし嶺みねの口く調ちようは皮肉が込められていたが、瀬名という教師にはまったく通用した様よう子すもなかった。

「その通りだよ岸嶺君！　というわけで、君は今日から我が現代遊ゆう戯ぎ部ぶの一員だ！　そして将来は共に声せい優ゆうを伴はん侶りよに迎えようではないか！　いいな、分かったな、分かったら頷うなずくんだ！」

　瀬名の手がにゅっと伸びて岸嶺の頭に乗せられた。そのままぐいっと強く押される。

「は、い、と！　よし、承しよう諾だくは得られた！　同志一人ひとり確かく保ほだ！」

「ちょ、そんな強引な！　大体、話を聞いてるとこの部で求めてるのって即戦力になるような人なんですよね？　それじゃゲームに触ったこともない僕の出る幕まくなんてないですよ！」

「私も最初はそう考えていたのだが、もう贅ぜい沢たくは言ってられんのだ！　とにかく男子が一人でも我わが部に入部したという実じつ績せきができれば、理事長は黙だまらせられるからな！」

「まあちょっと待ってください、先生」

　例によって天道が瀬名を押しとどめてくれる。

「本人の意思なく入部させても仕方ないでしょう。入部はしても幽ゆう霊れい部員ではまた何を言われるか分かったものではありませんし」

「それは分かるが……ではどうするのかね!?　新入部員がゼロでは話にもならんぞ！」

「ええ、そこで……岸嶺君。一つ、ゲームをプレイしてみる気はないか？」

「え？」

　思ってもみなかった提案に、咄とつ嗟さに反応できなかった。

「他人の趣しゆ向こうにどうこう言うつもりはない。読書が好きというならそれはそれで構わないが、世の中には食わず嫌いという言葉もある。キミとてどんな評判の悪い本があったとしても、興きよう味みさえ持てば読んでみるだろう？　案外、やってみれば面おも白しろいと感じるかもしれないし、わたしとしてもキミの腕を見てみたい。頼む、ここはわたしの顔を立てて、少し時間をくれないか？」

「…………」

　見た感じ暇ひまそうだったから──そんな理由で拉ら致ちされたと言われれば、怒ってさっさと帰っていただろう。しかし、そう丁てい寧ねいに頼まれると、無む下げに断ることはできそうになかった。

　それに天てん道どうはともかく、瀬せ名なの方は一度こうと決めたらテコでも考えを曲げない人のように見える。ここで断ったとしても、すぐに諦あきらめてくれるとは思えない。

「……分かりました、じゃあちょっとだけですよ？　でも、それで僕がゲームが下へ手ただって分かったら、もう諦めてくださいよ？」

「ああ、それで充分だ。ありがとう、岸きし嶺みね」

　嬉うれしそうに微ほほ笑えむ天道に、思わずドギマギしてしまう自分が情けなかった。この人は、瀬名先生のことが好きなのかもしれないというのに。
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　岸嶺は、大型プラズマテレビの前に用意された椅い子すに座らされていた。

　その前では、瀬名先生がさも嬉うれしそうに黒い大きな機き械かいの準備をしている。

「それがゲーム機、なんですよね？」

　ふと抱いた疑問を口にする。

　瀬名は、まるで自分のことのように胸を張って言った。

「聞いたことぐらいあるだろう、これがプレイステーション３、通称ＰプレＳステ３だ。日本が世界に誇る名機であり、人類史上最強のゲーム機だよ！」

「はあ」

　最強と言われても何がどう強いのかまったく分からなかった。

「それで瀬名先生、岸嶺に何をやらせるのかは決めたんですか？」

「ああ、もちろんだとも！　『アンチャーテッド　黄金刀と消えた船団』だ！」

「アンチャーテッドですか……。まあ最近のゲームを知るには悪くない選せん択たくですね」

「僕にはさっぱり分かりませんが……ようするに有名なゲームなんですね？」

「そうだな。何しろ世界で四百万本以上売れたという超大作ソフトだからな」

「よ、四百万本!?」

　さすがに意表を突かれた。四百万。それは並みのことで達成できる数値ではない。

「分かるかね、その凄すごさが！　ベストセラーの小説、あるいは大ヒットの映画でもそれぐらいの動員はできるかもしれん。しかし価格はせいぜい千円ほど。一方、ゲームとなると一本五千円はする！　それが四百万本も売れるのだよ！」

「……国が産業として支援するのも頷うなずける話ですね」

「そういうことだ。とにかく、売れてる作品＝イコール面おも白しろいという法則はゲーム業界も大体変わらん！　ましてこのゲームはゲームオブザイヤー……ようするにゲーム業界のアカデミー賞的なものをいくつも受賞してる名作だ、きっと君も気に入るだろう！　とにかくやってみたまえ。君はたった今から歴戦のトレジャーハンター、ネイト・ドレイクになるのだ！」

「はあ」

　歴戦のトレジャーハンターになれる。そう言われると、思わず期待してしまうのが本好きの性さがだった。

　瀬せ名な先生がコントローラのボタンを押した。ピッと短い音が鳴ってゲーム機きが起動し、画面に何かが映った。ただ、今ひとつゲームっぽくない。メニュー画面か何かのようだった。

「ほら、受け取りたまえ」

　と、ここで瀬名先生にコントローラを手渡される。

「いやあの、いきなりこんなの渡されても。操そう作さ方法も、何をすればいいのかもさっぱり分からないんですけど」

「安心したまえ！　最近のゲームは説明書など読まなくても遊べるようになっている。やってみればすぐに分かるだろう！」

「はあ」

　手の中のコントローラを観かん察さつする。

　大きさはちょうど手に収まるサイズでしっくりくる。しかもどうやら無む線せんで動くらしく、ケーブルの類たぐいが一切ない。

　しかし、何より驚おどろいたのは、

「ボタンが……五、六、七……十個もありますよこれ！　その上、十字型のボタンに……なんですか、この二本の棒ぼうみたいなの」

「それはアナログスティックだ」と、天てん道どう。「左のスティックでキャラを動かし、右のスティックで視点を動かすことができる」

「はあ。移動はともかく、視点……ですか」

　ゲームなのだからキャラクターを動かすというのはなんとなく分かるが、視点を動かすというのはどうも意味が分からない。

「ちなみに、そのアナログスティックはボタンにもなる！　ぐっと押し込んでみろ！」

「はあ」

　瀬名先生に言われた通り、ぐっとスティックを押し込んでみる。確たしかにカチッとボタンを押すような感触があった。

「それが最近のゲームでは標準のコントローラだ！　その十字型のボタンも合わせると、合計十六個もあるぞ！」

「じゅ、十六個!?　それ全部使うんですか!?　どれがどれだか覚えられませんよ！」

「はっはっは、一昔前はそういった意見もよく耳にしたものだ！　だがそれすらも偏へん見けんというものなのだよ！　このアンチャーテッドなどはまさに多くのボタンを使うゲームの代表格といってもいいが、それでも全世界で四百万本以上売れてるのだ。ただ難むずかしいだけのゲームではとてもそんな数字は出せまい！」

「はあ。そういうものですか」

「そういうものだとも！　さあ、とにかくやってみたまえ。○ボタンを押すのだ」

「○ボタン……？」

　コントローラを見ると、確たしかにボタンのところに△○×□の記号が描かれている。

「ええと、これ？」

　ボタンを押すと、しばらく経たってから画面が切り替わった。

　どうやらゲームが始まったらしい。まず画面に意味深なメッセージが現れた。






　　　私は見たものの半分も人に話さなかった。

　　　誰だれも信じてはくれないと分かっていたから[image: ]。






　　　　　マルコ・ポーロ　１３２４年　死の床とこにて






「む……」

　いきなり興きよう味みをそそられる文面だった。マルコ・ポーロといえば『東方見聞録』の著者であり、ヨーロッパにアジアの情報をもたらした有名人である。

　文面からするとつまり、マルコ・ポーロは世間に公表してないような事実を知っていたということだろうか？　世界的ベストセラー『ダヴィソチ・コード』のように、そういう切り口で始まる物語は、岸きし嶺みねも嫌いではなかった。

　と、画面が切り替わった。

　列車の中だろうか？　ちょっとモダンな感じのする内装の中に、やけに硬そうな椅い子すが並んでいる。ただ、何か事故でもあっのたか、どこもかしこもボロボロで窓も割れ、吹き込む風にカーテンが舞まっていた。

　次に映し出されたのは、二十代後半ぐらいの若い男だ。瀬せ名な先生の言っていたネイト・ドレイクだろうか。トレジャー・ハンターというよりは、レスラーでもやってるんじゃないかというような大男である。ただ、やはり事故にでも巻き込まれたのか顔は血にまみれている。

『どこだ、ここは……』

　事故の影えい響きようか、記き憶おくが定かではないのか、ネイトは辛つらそうに呟つぶやいた。

『ああっ、うぅ……』

　痛みのせいか、その顔がしかめられる。

　どうやら左腰に重い傷を負っているらしい。尋じん常じようではない出血の痕こん跡せきがあった。

『血……。俺おれの血……。ドバっと俺の血……』

「……こりゃ確かにすごいですね」

　このときすでに岸嶺は圧倒されつつあった。最近のゲームは凄すごいと聞くが、グラフィックの綺き麗れいさは確たしかに尋常ではなかった。

　列車の内部は小物一つに至るまで細かく描かれ、実写と遜そん色しよくがない。特に人物の描写が凄すごい。痛みに顔を歪ゆがめるネイト・ドレイクは、本当にプログラムで描かれているのだろうかと見まがうほどにリアルで、苦しんでいる様よう子すがよく分かる。

　と、ネイトは窓の外を見やった。

　まず見えたのは、ヒマラヤ山脈を連想させるような連なった雪山だった。ただ、何か違和感があった。

　雪で白くなった山が……右から左にそそり立っているのだ。

　その直後のことだった。ネイトの前方から、何か容器のようなものが飛んできたのだ。

『うわっ!?』

　間かん一いつ髪ぱつ、それをかわすネイト。

　だが、さらに別の何かが飛んでくる。

「ド、ドラム缶!?」

　一体なぜそんな大きなものが飛んでくるのか。しかもそのドラム缶は、重力を無視するかのようなあり得ない真っ直ぐな軌き道どうを描いて飛んでいき──列車後ろの扉とびらを跳はね飛ばした。

『おい、ウソだろ……!?』

「おい、ウソだろ……!?」

　ネイトの呟つぶやきを、思わず岸きし嶺みねは音読していた。

　前方から何かが飛んできた、というのは誤った解釈だった。

　後ろの扉のはるか向こうに見えたのは……地面だったからだ。

　ウソだろと呟きたくもなる。ドラム缶は飛んできたのではない。上から落ちてきたのだ。

　恐らく脱だつ線せん事故でもあったのだろう。その列車は──空中にぶら下がっていた。だから雪山は右から左へとそそり立ち、ドラム缶は真っ直ぐに落ちていき、後ろの扉の先には地面が見えたのだ。

「うわっ!?」

　直後。事故の影えい響きようでガタが来ていたのだろうか、ネイトが座っていた椅い子すが崩れ落ちた。だが間一髪、ネイトは別の座席へと飛び移る。

　しかし、飛び移った先の椅子も傾き──ネイトの体は、ドアの外から落ちていった。

「あああああ!?」

　乗客が誤って落下することを防ぐためだろう、ドアの外には柵さくがあった。

　ネイトの体はその柵に叩たたきつけられた。しかしその反動は大きく、ボールのように弾はじかれたネイトの体は、再び奈な落らくの底そこへ──。

　だがそのとき、ネイトは凄すさまじい反射神経でその手すりを摑つかんだ。そのまま凄まじい筋力を発揮し、手すりにぶら下がる。

『アッハッハ！　ああ、マジかよ……!!』

　ここで映画のようにカメラが引いて、ネイトの周囲の状況が映し出された。

　まさに笑うしかなかった。ネイトの乗った列車が、真っ白な雪山を背景に、空中にぶらんとぶら下がっている。そして不安定に揺れる列車の一番下で、かろうじて手すりにぶら下がっている血まみれのネイト。その様よう子すは不安定極きわまりなく、いつ谷底に落ちてもおかしくはない。ハリウッド映画でもここまでやらないと思う。

「さあ、もうキミの意志で自由にネイトを動かせるぞ。早く脱出するんだ」

　天てん道どうがそんなことを言い出す。

「え!?　え!?　動かせる!?　ど、どうすればいいんです？」

「左スティックだ。それでネイトを動かせる」

「え、こ、これ？」

　コントローラの左スティックを左に倒してみる。するとゲームの中のネイトが、手すりにぶら下がりながらゆっくりと左に移動を始めたのである。

「す、すごい」

　岸きし嶺みねの受けた衝しよう撃げきは強かった。ゲームとは、こんなに自由にキャラクターを動かせるものなのか。たとえていうなら、映画の中の主人公を観かん客きやくの意志で自由に動かせるようなものだ。

「と、とにかく早く逃げないと……！」

　ぶら下がっている手すりは、もういつ壊こわれてもおかしくない。岸嶺は無む我が夢む中ちゆうでネイトを操そう作さした。

　とてもではないが、手すりから列車の中に戻るのは無理だった。何かいい方法はないかと、手すりにぶら下がりながら雲うん梯ていの要領で移動を続ける。

　と、いつの間にか列車の裏側に回っていた。

　そこには車しや輪りんを動かすための様々な部品が取り付けてあった。手をかけるにはちょうどいい。岸嶺はその部品をよじのぼっていった。

　だが、そのときだった。不安定だった列車がグラグラと揺れ、上から大きな岩が落ちてきたのだ。

「うわ!?」

　幸い、ネイトに当たりはしなかったものの、思わず手が列車から離はなれてしまっていた。

　あわやの落下死の危き機きだったが、すぐにまた列車にしがみついて九死に一生を得る。

「ふう……」

　自然と安あん堵どのため息がこぼれる。『インディ・ジョーンズ』でも、ここまでの無む茶ちやなシーンはなかったと思う。

　再び列車の裏をひたすら這はい上がる。しかしやがて摑つかまる場所が途切れ、もう登れないというところまできてしまう。

　とそのとき、『×ボタン　ジャンプする』という表示が画面に現れた。

　岸きし嶺みねの親指は自然と×ボタンへと移動し、ボタンを押していた。

　同時にキャラがジャンプし、上の段差に摑つかまる。

「なるほど、こうやって説明してくれるのか」

「ほう。初めてのゲームというわりには、よくボタンの配置を覚えていたな。普通は戸と惑まどうものだが」

　天てん道どうが感心したように言った。

　しかし、岸嶺には嬉うれしがってる余裕もなかった。

　早く脱出しないと──と、ただそれだけを考え、列車をよじ登り続ける。

　やがて摑まる場所がなくなってしまった。だが幸いなことに、列車の横に取り付けられていた鉄の棒ぼう──何かのパイプ──に手が届く。

「よ、よし、使える」

　今度は登り棒の要領でパイプをよじ登っていく。

　だが、なおもアクシデントは続いた。ネイトの巨体を支えきれなかったのか、あるいは事故で弱っていたのか、数メートルほど上でパイプがぽきんと折れたのだ。

　幸い、パイプにはそれなりに強度があったのか、しばらくはそのままの形を保っており、まだ摑まっていることができた。しかし、もう少し余計な衝しよう撃げきがかかれば、今度こそ折れ曲がってしまうに違いない。

「だ、大丈夫、大丈夫だ、がんばれ……」

　今にも折れ曲がりそうなパイプと、そしてネイトを励ますように、岸嶺は一人ひとり呟つぶやいた。

　まったく本人に自覚はなかったが、このとき岸嶺はネイトと一心同体になりかけていた。岸嶺の手にはＰＳ３用のコントローラではなく、冷たいパイプを握っているという感触しかなかった。岸嶺にはもちろん怪け我が一つなかったが、脇わき腹ばらには強い痛みを覚え、さらに現実の季節は暖かな春だったにもかかわらず、雪山に吹きすさぶ寒風に身を震ふるわせてさえいたのである。

　それは岸嶺が本を読んでいるときに起こる現象と、まったく同じだった。

　そしてついに。

　本人に自覚もないまま、岸嶺はネイト・ドレイクとなっていた。




　　　　◆





　僕はどきどきしながら折れかけているパイプを登っていった。もう少し登れば、まだ折れていないパイプに手が届く。

　だが、そう上う手まくはいかなかった。

「うわ！　ああ、ああっ！」

　やはり重さに耐えきれなかったのだろう、僕の足の下辺あたりでパイプがぐぐっと折れ曲がり始めたのだ。

　僕はなす術すべもなくパイプにしがみつくことしかできなかったが、幸いなことに九十度折れ曲がったところでどうにか止まってくれた。

　しかし状況が悪化していることは明らかだった。

「ど、どうすれば[image: ][image: ]!?」

　あまりに絶望的な状況に、僕は思わず混乱した。

　登り棒をしていたかと思えば次は鉄棒で、しかもかろうじてぶら下がっているパイプはいつポッキリいってもおかしくはない。

　腰からは相変わらず出血が続き、足元には文字通り奈な落らくの底そこが広がっている。

　絶望的な状況だった。心だけが焦あせってどうすればいいかまったく分からない。

「[image: ][image: ]そうだ」

　ぶら下がっていたパイプがへし折れ、九十度曲がった結果、今の僕の前には列車の側面が見えていた。

　このまま振り子のように自分の体を前後させ、勢いをつけて列車の窓にでも飛びつくことができれば中に入れるかもしれない。

　しかし、ガラスの割れた窓は剣けん山ざんに等しい状態になっており、下へ手たに飛びつけば怪け我がを負うだろう。

「くっ！」

　やむなく、僕は列車の側面にできていた損そん壊かい部分に飛びついた。事故の影えい響きようか、列車の壁かべがめくれ上がっており、どうにか手をかけられそうだったのだ。

　試みは上う手まくいき、僕は列車の側面に飛び移ることに成功した。

　と同時に、もう負荷が限界にきていたのだろう、さっきまで摑つかまっていたパイプはへし折れ、谷底へと消えていった。あと一秒遅ければ、僕もパイプと同じ運命を辿たどっていたに違いない。

「ふう」

　そのまま列車の損壊部分に手をかけて辿っていくと、やがて列車の天てん井じよう側がわに出た。まったく、ここまでの道のりを思うと笑うしかない。僕は列車の一番最後尾から、裏側、側面と回って天井に辿り着いたのだ。列車の中を普通に歩ければ、ほんの十歩ほどの距きよ離りだというのに。

　天井部分には、太陽光を取り入れるためだろうか、日本の電車にはないような大きな穴が開いており、そこから僕は再び列車の中に戻ることができた。

　列車の中といっても、縦たてに九十度直立してる列車である。床ゆかではなく座席の背もたれの上に立っているという状況だ。一歩足を踏み外せばまだ奈な落らくの底そこである。

　僕は座席から座席へと飛び上がり、とにかく上を目指そうとした。飛び移る度たびに、重さに耐えきれなかったのだろう、座席は軋きしみながら傾き、何度も僕をずり落とそうとうする。

　それでも僕は必死に座席にしがみついた。

　しかし、さらに上へ登ろうと三度目のジャンプをしたとき、それは起こった。

　座席の背もたれに飛び移った瞬しゆん間かん、椅い子すが大きく傾いて即席の滑すべり台だいとなり、僕は転げ落ちるように窓から列車の外へと放り出されたのだ。

　もう何度目になるかも分からない危き機きだった。が、反射的に伸ばした手でどうにか窓まど枠わくに摑まる。

「し、死ぬかと思った」

　人間わりと丈夫にできてるんだな、などと妙な感かん慨がいに駆かられる。

　僕は列車の側面にまたパイプを見つけると、登のぼり棒ぼうの要領でよじ登っていった。

　やがて、どうにか列車の一番前が──てっぺんが見えてきた。さらにその上には、半分崖がけから落ちかかっている一つ前の車両があった。二つの車両を結んでいるのは、小さな連結部だけだ。その状態は極きわめて不安定で、僕の摑つかまってる方の列車はいつ崖がけ下したへ落ちてもおかしくなさそうだった。

　しかもこのとき、事故の影えい響きようで脆もろくなっていたのか、崖がわずかに崩れた。小さな衝しよう撃げきだったが、空中にぶら下がる不安定な列車には充分な衝撃となった。

　僕の摑まっていたパイプは再びへし曲がり、さらに目の前にあった列車の荷物入れらしき扉とびらが衝しよう撃げきで開き、中から大きな積つみ荷にが転げ出てきたのだ。

「こ、殺す気か！」

　ここまでくると、何かの意志が僕を殺そうとしているとしか思えなかった。

　だが、幸運は続いた。まず、積み荷は運よく僕には当たらなかった。そして、開いたままの荷物入れの扉が上う手まいこと足場になってくれたのだ。

　僕は折れかかったパイプからその扉に飛び移り、そこからようやくこの列車の一番前──いや、上に辿たどり着くことができた。

「ふう[image: ][image: ]」

　一息つく。だが、そう休んでもいられない。一つ前の車両もすでに半分近く崖からせり出しており、いつ落下してもおかしくない状況にあるのだ。僕は傷だらけの疲れた体に鞭むちを打ち、どうにかその車両の入り口に飛びついた。

　だが、そのわずかな加重が仇あだとなったのだろう、車両が傾かしいだ。

「う、うわ！」

　危あやうくまた落ちそうになるのを必死に堪こらえ、全身の力を込めてよじ登り、どうにか車両の中へと入る。が、また列車が大きく揺れ、バランスを崩して膝ひざを突いてしまった。

「まさか[image: ][image: ]！」

　今度の揺れは収まらなかった。それどころか[image: ][image: ]列車が動き始めていた。間違いなく、滑すべり落ちる前兆だった！

　僕は咄とつ嗟さに近くの座席にしがみつこうとした。今までがそうだったように、どこかにしがみついてさえいれば振り落とされることはないと、そう思ってしまったのだ。

「くそっ、なんでこんなことに！」

　このとき僕の気力には、もう限界が来ていた。

　ごくわずかな間に何度も体たい験けんした死への恐怖と、そして今度は何が起こるのかという未知への恐怖。その二つが、僕から気力を奪うばっていた。これ以上の無む茶ちやはできない、したくないと、そう考えてしまったのだ。

　それゆえに、僕は誤った判断をしてしまった。

　さっき脱出した車両も、すぐに落ちることはなかった。ならばこの二両目の車両も、一時的に宙ぶらりんの状態になることはあったとしても、すぐに谷底へと落ちることはないのでは──と、そう考えてしまったのだ。今は手近な座席にしがみついて振り落とされるのを回かい避ひし、そしてまたさっきのようによじ登っていいではないか。そう考えてしまったのだ。

　だが、列車の揺れは収まる気け配はいを見せず、その車体は崖がけ下したへ向かって滑すべり続けていた。その勢いは、まったくとどまるところがない。

「お、落ちる[image: ][image: ]!?」

　しかも激はげしい揺れのせいか、座席へしがみつくことなどできそうにない。

　躊ちゆう躇ちよしている時間はなかった。この列車は、谷底へ落ちようとしている。このままここにいれば、心中するだけだ。

「ひいい！」

　僕は怪け我がと恐怖にまみれた体に鞭むちを打って必死に前へ前へと進んでいった。

　やがて一番前の出入り口に到達する。

　ここでようやく、列車が物もの凄すごい勢いで落下している理由が分かった。

　出口の向こうには──何もなかったのだ。事故で失われたのか、連結されている車体はもうなかった。

　その間にも床ゆかの傾斜はどんどんひどくなっていく。出口の外に見えるのは、もはや空だけという有様だ。もう後は重力に引っ張られて落ちるだけだろう。

「うわああああああ！」

　列車がとうとう自由落下に入ったその瞬しゆん間かん。僕は出口から飛び出そうとした。

　だが、遅かった。

　わずかな判断の迷いが、恐怖ゆえの躊躇が、すべての機き会かいを奪うばっていた。

　僕は、出口から飛び出すこともできぬまま、列車と共に谷底へと落ちていったのである。
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「岸きし嶺みね君！　目を覚ましたまえ！　岸嶺君！」

「先生、本気で息が止まってませんか？　これは人工呼吸でもするべきでは……」

「冗じよう談だんだろう、ゲーム中で死ぬとプレイヤーも死ぬというのかね!?　いや、あり得んことでもないかもしれんが……とにかく仕方ない、部室で死者を出すわけにもいかんからな！」

「……え？」

　気が付いたとき、岸嶺は風吹きすさぶ雪山ではなく、視し聴ちよう覚かく準備室の狭い部室の中にいた。

　腰に負っていた怪け我がも、身を震ふるわせる寒さも瞬しゆん時じに消え去り、ただ代わりに──瀬せ名な先生の大きな口が迫ってきていた。

「う、うわあああああああああ!?」

　慌あわてて身を起こし、後ずさって瀬名から距きよ離りを取る。

「おお、気がついたかね!?　突然倒れたからどうしたかと思ったぞ！」

　瀬名先生の言葉で、自分が何をしていたのかを思い出す。生まれて初めてのゲームをしていて、そして本を読んでいるときと同じ現象が起こったのだ。

「あ、あれ？　ゲームは……ネイト・ドレイクはどうなったんですか？」

「覚えてないのかね!?　列車と一いつ緒しよに谷底に落ちたのだ。ようするにゲームオーバーだな！」

「そう、ですか……」

　ゲームオーバー。その言葉の響ひびきは、思っていた以上に重かった。

　分かってはいたが、自分にはゲームの才能なんてものはなかったらしい。なにより、ネイト・ドレイクの紡ぐ物語の続きが見られなくなってしまったことが残念だった。

「それより、体の方は大丈夫か？　キミはさっきまで気絶していたんだぞ？」

　天てん道どうが気き遣づかってくれる。

「え？　あ、ああ、問題ないですけど」

「そうか？　ならいいが……」

「それにしても、どうして二両目の車両に移動したとき、立ち止まったりしたのかね!?　あそこで躊ちゆう躇ちよすることなく列車から脱出すれば、クリアできたものを！」

「え？　あ、ああ」

　さっきまでの出来事を思い出す。どうにか辿たどり着いた二両目の車両。そこで列車もろとも谷底に落ちたのだ。

「……その……。怖かったんです」

「怖かった？　どういうことかね!?」

「ど、どういうことって……。ほら、ネイトはあんなに重傷だったじゃないですか。体は血まみれで、しかもどこかも分からない雪山の中で、周囲には助けてくれる人もいなくて……。その上、あんなに次から次へと危き機きが襲おそってきたんですよ？　だから僕……怖くなって、どうすればいいのか分からなくなっちゃったんです」

　そう説明するのはいささか恥ずかしかった。

　なにせ、たかがゲームなのだ。その中で死ぬのが怖かったなどと、小さな子供でも思わないだろう。

　だが、天てん道どうは笑わなかった。それどころか、真剣な顔で言う。

「ふむ、興きよう味み深ぶかいな。確たしかにさっきまでのキミは、わたしたちの目から見ても尋じん常じようではないほどゲームに見入っていた。まるで、ゲームの世界に取り込まれたようにな」

「……大体、そんな感じです。僕、昔から本を読んでると本の中の主人公と一心同体になっちゃうみたいなんですよ」

　岸きし嶺みねは半ば冗じよう談だんめかして言った。

　意い識しきが本の中の主人公と一体化する。常識的に考えれば、そんなことあるわけがない。そんな戯たわ言ごとを本気で口にしても、笑われるだけかと思ったのだ。

　だが、二人ふたりはあくまで本気だった。

「そうか、だからネイトが死ぬと同時にキミも気絶してしまったというわけか」

「実に興味深い現象ではないか！　案外ゲーマーとしての才能はあるのかもしれないな！」

「え……」

　思わず呆あつ気けに取られる。

「ほ、本気で信じるんですか!?　こんな戯言を！」

「信じるも何も、ゲーマーならば誰だれでも似たような経けい験けんはあるのだよ！　レースゲームでコーナリングしているときに体が横に動いたり、フライトシミュレーターで急降下するときに落下してるような感覚を味わうといったことがな！」

「実際、読書やゲームをしてるキミの姿を見せられれば、冗じよう談だんとは思えないしな」

　二人の反応は信しんじ難がたいものだった。

　しかし、同時に少し嬉うれしいとも思う。自分のなんの役にも立たない特技が評価されたのは、これが初めてのことだったからだ。

「でも……結局僕じゃお力にはなれないってことですよね？　こんなにすぐにゲームオーバーになっちゃうんじゃ……」

「いや、そんなことはない」

　天道は強く断言した。

「確たしかに今日きようは結果が出せなかったが、たった一度ゲームーオーバーになっただけだろう？　それに、キミが強い集中力を持っていることは分かった。それはゲーマーには必ひつ須すの能力だからな」

「そうだな！　特にアンチャーテッドは諦あきらめずに繰くり返せば自然とクリアできるようになるゲームだ。せっかくだ、もう少しやってみてはどうかね!?　そうすれば君もゲームの楽しさをもっと知ることができるだろうし、ゲーマーとしての才能も開花するかもしれんぞ！」

「ただ……残念ながら今日きようは時間切れのようだな」

　壁かべ掛かけ時計どけいを見ながら、天てん道どうが呟つぶやいた。

　時刻はすでに午後四時半を回っている。

「む、もうこんな時間か！　しかし下校時間は五時だぞ、もう少し時間はあると思うが！」

「もう十分二十分プレイしただけではアンチャーテッドの魅み力りよくは分かりません。日をあらためるべきでしょう」

「ふむ、そう言われると反はん論ろんはできんな。新学期早々、校則破りもできんし」

「そういうわけだ、岸きし嶺みね君。強制することはできないが、明日あしたの放ほう課か後ご、またここに来てくれないか？　そうすればきっと、お互いにとっていい結果になると思うんだが……」

　断る理由が思い浮かばなかった。

　本を読むことしか役に立たない自分の特技が、別のことに役立つかもしれないのだ。そして何より、自分が誰だれかにとって必要な存在になれるかもしれないのだ。

　それに、今日きようプレイしたゲームも面おも白しろかった。

　空中にぶら下がった列車。自分はそこから、あるときは柵さくに摑つかまり、あるときは窓にしがみつき、幾度もの危き機きを乗り越えて命がけで脱出したのだ。今思い出しても、あれがゲームとは信じられない。あんな映画のような体たい験けんがまたできるなら、もう少し付き合ってもいいと思えるのだ。

「……分かりました。考えておきます」

　結局、そう答える岸嶺だった。
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　ゲーム機の片付けや戸と締じまり消灯と、まだ雑務があるという二人ふたりを残し、一人ひとり岸嶺は帰路に着いた。

　薄うす暗ぐらくなり始めた校舎を、一人歩く。

「……そういえば、放課後誰だれかと過ごしたなんて何年ぶりだろ」

　自分のことながら、侘わびしいことだと苦笑する。

　と、そのとき。女子生徒たちの掛け声が聞こえてきた。

　恐らく、運動部の生徒たちだろう。ふとグラウンドの方を見れば、ユニフォームに身を包んだ部員たちがグラウンドを駆かけ回っているのが見えた。普ふ段だんはおしとやかで物静かな彼女たちだが、別に運動が苦にが手てというわけではないらしい。

　これから彼女たちは、チーム一丸となって青春を駆け抜けるのだろう。そんな光景を見ていられず、思わず目を逸そらす。

　中学のときからそうだった。かつての同級生たちも、そしてこの学校の女子生徒たちも、短い学校生活の間に何かに打ち込もうとしている。それに比べて自分はどうか。

　確たしかに読書は楽しい。一人ひとりでいるのは楽だ。だが、そこには誰だれかと一いつ緒しよに何かを成し遂げるという快感は存在しない。

　幼よう稚ち園えんのときの記き憶おくが岸嶺を惑まどわせる。みやびちゃん。同じ楽しみを共に味わうことができた唯一の相手。一人でいることにもそれなりの楽しさはあるが、誰かと同じ趣しゆ味みを共有することには、また別の楽しさがあるのだ。

　天てん道どうの綺き麗れいな顔と声とが思い浮かぶ。

　明日あしたの放課後、またここに来てくれないか──そう彼女は言った。

　彼女は瀬せ名な先生のことが好きなのかもしれない。それに、自分があの現代遊ゆう戯ぎ部ぶの一員となる資格があるかも分からない。案外、明日あしたにもゲーマーとしての才能がないことが判明し、あの二人ふたりに失望されるかもしれないのだ。

　そのことを考えると怖くなってくる。やはり明日も、一人ひとりで図と書しよ館かんに籠こもっていた方がいいのではとも思う。

（だけど、それでも）

　かつての担任、山やま城しろ先生の言葉が思い出される。

　いかなる形であれ、自分を少しでも必要としてくれる人がいるのなら──高校生活最後の一年ぐらい、生き方をあらためてもいいのではないか。そうも思うのだった。
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　翌朝。

「よお、また会ったな」

　通学途中で声をかけてきたのは、例によってクラスメイトの日くさ下か部べだった。

「あ、ああ、おはよう」

　学園への道は一本しかないのだ。通学時間がかぶっていれば、ここで遭遇しない方が不ふ思し議ぎということになるのだろう。

　昨日きのうまでの岸きし嶺みねなら、そのことに嫌いや気けが差したかもしれない。だが今日きようばかりは少し違った。せめてもう少し日常会話ぐらいできるようになってみたい。なんとなくそう思うようになっていた。気さくな日下部なら、練習相手にはちょうどいいだろう。

「そういえば、結局部活はどこか入ったの？」

　一番適当と思われる話題を振ってみる。他人からすればなんてことのない日常会話だろうが、岸嶺にとっては大冒険だった。緊きん張ちようのせいか少し声が上ずっていたほどである。

　だが、日下部の方には気にした様よう子すもなかった。

「いや、それがさあ。とりあえず水泳部と新しん体たい操そう部ぶとテニス部に行ってみたんだけど、まだ男子用の更衣室がないから入部はできないって言われてよ……。そういうことなら部活説明のときに教えてくれって話だよな」

「それはひどいね」

「ああ、まったくだぜ。体育のときといい、よっぽど男子と女子を一いつ緒しよにさせたくねーんだな」

　昨日、瀬せ名な先生と天てん道どうから聞いた言葉を思い出す。

　男子の居場所を作るため──それが現代遊ゆう戯ぎ部の設立理由だという。ゲームをするだけの部なら、確たしかに男女は問わないだろう。もっとも、今の部室は十人と入れない狭さだし、しばらくは少数精せい鋭えいで運営しなければならないというもの分かるが。

「ま、しょうがねえって気もするんだけどな」

　日下部は意外にあっけからんとしていた。

「そ、そうなの？」

「その代わり俺おれたちゃバカ高い入学金も免除されてんだし。大体、部活したいって理由でこの学校入る男なんていねーだろ。毎日あれだけたくさんの美少女に囲まれて過ごせるんだから、それでイーブンってやつだ」

「……そ、そういう考え方もあるんだ」

　身も蓋ふたもない返答だった。しかし、確かに日下部ならそんな理由で充分満足しそうな気もする。

　と、そのとき。一台のバスが二人ふたりの傍そばを通りかかった。

　岸きし嶺みねの視し線せんは、自然とその中へと注がれた。

「どうした、バスなんかじっと見て。誰だれか捜してんのか？」

「い、いや別に。ただ、ゲームをやってる人って結構多いんだなって思ってただけだよ」

　昨日きのうの今日きようである。どれぐらい世の中ではゲームが流は行やってるのかと、岸嶺は今日、通りかかるバスや電車の中を観かん察さつしながら登校していた。実際、片手で吊つり革かわに摑つかまりつつ、携けい帯たいゲーム機きに集中している学生やサラリーマンやＯＬの姿は実に多い。

「何当たり前のこと言ってんだよ。もう何年も前から、どこ行ったってゲームゲームゲームじゃねえか。まあ、俺おれたちの母校は例外っぽいけどな」

「そういうもんなんだ、やっぱり」

　伊い豆ず野の宮みや学園はお嬢じようさま学校だけあって、校内でゲームをやっている生徒など見たことがない。日くさ下か部べなんかはこっそりゲーム機を持ってきて放ほう課か後ご遊んでいるらしいが。

　しかし、ちょっと目を外に向ければこの通りだった。文化振しん興こう券けんが配布されるようになってから、世の中はゲームであふれるようになっている。

「やっぱり楽しいの？　ゲームって」

「そりゃ面おも白しろいぜ？　サッカーにしろ野球にしろ映画にしろ、面白いから流行るんだろうしさ」

　もっともだった。

　ゲームより読書の方が好き。その岸嶺の考えに変わりはなかったが、ゲームにも多くの人を魅み了りようする力があるということだけは、認めなければならなかった。
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　今日は、放課後視し聴ちよう覚かく準備室に行く。岸嶺はすでにそう決心していた。

　しかし、いざ放課後になったとき、本当に視聴覚準備室へ行けるのか。少しではあったが、そんな躊ちゆう躇ちよと迷いがあったのは事実だった。

　だが、そんな悩みを抱く必要はなかった。




「岸嶺君！　挑戦のときは来たぞ！」




　ホームルームが終わって担任がクラスを出て行ったその数秒後。この学校では極きわめて特異な男が教室へと飛び込んできたのだ。白衣をまとった長身の男。瀬せ名な先生である。

　常じよう識しき的てきに考えればただ教師がやってきただけだが、温室育ちの女子にとってはそうでもないらしい。

「きゃっ……」「な、なに……？」

　誰もが若じやつ干かんの恐怖を顔に浮かべ、小さな悲鳴まで聞こえてくる。

（な、なんで僕の教室までやってくるんだ！）

　一人ひとり頭を抱えていたのは、もちろん岸きし嶺みねである。

「なあ。あの人って、瀬せ名な先生だよな？　現代遊ゆう戯ぎ部ぶの顧こ問もんとかいう……」

　クラスメイトの中で恐らくただ一人ひとり冷静さを保っていた日くさ下か部べが、聞きたくもない事実を突きつけてくる。

「うん、そうだよ……」

「なんでおまえを捜してるんだ？　あ。おまえ、まさかあのヘンテコな部に入ったのか？」

「いや、まだそんな覚えはないんだけど──」

　と答えたそのとき、

「おお、岸嶺君、そこにいたのかね！」

　とうとう発見されてしまった。

　できることなら他人のフリをしたいところだったが、ああも名指しされてはもう無理だろう。

「さあ、今日きようも共に声せい優ゆうと添い遂げるための訓練に勤いそしもうではないか！　実をいうと、今日は君にプレゼントもあるのだよ！　ほら見たまえ、君のために用意しておいた婚こん姻いん届とどけだ！　これで君も、いつ声優と劇げき的てきな出会いをしても大丈夫だぞ！」

[image: ]

　ざわざわと、教室の雑音が一いつ層そう強くなった。

「こ、婚姻届!?」「なんで婚姻届が必要なのかしら……」「しかも、男が男に婚姻届をプレゼントって……きゃっ」

「き、岸きし嶺みね……。おまえ、そんな趣しゆ味みがあったのか!?　い、言っとくが俺おれにそのケはねえからな!?」

　クラスメイトたちの声が聞こえてくる度たび、岸嶺は顔が熱あつくなるのを感じていた。

　こうなってはもう黙だまっているわけにもいかない。

「瀬せ名な先生！　誤解をまねくような発言しないでください、僕は別に婚こん姻いん届とどけなんて必要ありませんから！」

「うん？　そうか、君は駆かけ落おち派なのか？　確たしかにそういう手段もあるが、私としてはちゃんと手続きを踏んで相手のご両親に挨あい拶さつをすべきだと思うが……」

「駄だ目めだこの人！」

　考え方の次元が明らかに異なっている。話し合いにすらなっていない。

「だ、大体、担任でもない教室に勝手に入ってこないでくださいよ！　みんな引いちゃってるじゃないですか！」

「うん？」

　言われて瀬名先生は教室を見回した。

　いつもの放ほう課か後ごなら、楽しげな女子の会話が聞こえるはずの教室が、今は妙な雰囲気に包まれ、誰だれもが岸嶺や瀬名先生の方を遠巻きにちらちらとうかがっている。

　そんな状況をじっくり確かく認にんしてから、しれっと瀬名は言った。

「ふうむ、放ほう課か後ごだというのにむやみに騒さわがないよいクラスだな！」

「いや、みんな先生を怖がってるんですよ！　もういいです、早く出ましょう！」

「そうか、君もそんなにやる気だというのなら話が早い！」

　この人は凄すごいアクティブ思考なのか、あるいはよほどの傍ぼう若じやく無ぶ人じんなのかのどちらかだろう。とにかく、これ以上何も発言をさせないのが一番だった。

　岸嶺は、瀬名を半ば引っ張り出すようにして教室を飛び出た。




　　　　◆




「はっはっは！　岸嶺君、そんなに急がずとも部室は逃げたりしないぞ！」

　完全に勘かん違ちがいした台詞せりふを瀬名先生は口にした。

　いえ、瀬名先生と一いつ緒しよにいるところを見られたくないんです──という言葉をどうにか飲み込み、早足に部室へと向かう。

「あれ？」

　半ば飛び込むようにして入った部室には、先客がいた。

　面識のない女子生徒だった。部室を掃除でもしていたのか、その右手にはハタキが握られている。

「あ……」

　期せずして目が合う。例によって可愛かわいい。この学校はどんな基準で生徒を集めてるのかと突っ込みたくなるほどに。

　やや小こ柄がらな体。くっきりとした瞳ひとみに長いまつげ。胸元のリボンは、二年であることを示すピンク。ついでに、そのリボンを見ると必然的に分かってしまう胸の膨ふくらみもわりと普通にある。

　手に持ったハタキのせいだろうか、どことなく家庭的で、この学校では珍しく、お嬢じようさまっぽい雰囲気があまりない。だが、

「……ひっ」

「…………」

　彼女の反応は、この学園ではよく見かけるものだった。

「おや、仁に井い谷たにくんではないか！」

「ど、どうも……先生」

　瀬せ名な先生のことは知っているらしく、ペコリと一礼する。仕し草ぐさは丁てい寧ねいだが、顔には明らかな怯おびえが浮かんでいた。この学校では珍しくもない、男が苦にが手てなタイプらしい。

「あの、彼女は……？」

　直接声をかけられる雰囲気ではなかったため、まず瀬名先生に訊たずねる。

「ああ、君にはまだ紹介してなかったな！　彼女はうちの仮部員だよ！」

「は……初めまして。二年Ｃ組の、仁井谷佐さ奈な恵えです……」

　少女は明らかに恐怖を押し隠していた。

　怖がられているのは自分ではなく瀬名先生に対してであって欲しかったが、どうやらそんなこともないらしい。

「ど、どうも、三年Ｂ組の岸きし嶺みね健けん吾ごです」

　できるだけ怖がらせないように言ったつもりだったが、あまり効果があるようには見えなかった。

「あれ？　でもこの部って部員は一人ひとりしかいないって話じゃ……？」

「ああ、正式な部員は天てん道どうくん一人だ。彼女は仮だと言っただろう？　本ほん職しよくは料理研究部と……あと生徒会で書記もやってたか？」

「あ、一応は……でも生徒会の方はほとんど。会長が全部やってくれますから」

　会長というのはもちろん天道のことだろう。

「じゃあ、生徒会繫つながりってことでこの部に？」

「そうだ！　私がこの部の話を生徒会に持っていった際、部員が一人もいないとあっては理事長の承認を得られないだろうということで、彼女と天道くんが一いつ緒しよに入部してくれたのだよ！」

　仁に井い谷たにさんは少し恥ずかしそうに頰ほおを染めた。

「い……いつも会長にはお世話になってますから、何かお手伝いできたらって思ったんです。でもわたし、ゲームって全然ダメで……。だから仮入部ってことにして頂いて、ときどきお掃除とかさせてもらってるんです……」

「へえ」

　ようするに天てん道どう会長のファンのようだった。

「あ、あの……お話は少し聞いてるんですが……。岸きし嶺みね先せん輩ぱいも、この部に入って頂けるんでしょうか……？」

「…………」

　何気ない一言に、岸嶺はわりと衝しよう撃げきを受けていた。

　入部うんぬんのことはこの際どうでもよかった。十八年の人生の中で、初めて先輩と呼ばれたためだ。しかもその相手が、伊い豆ず野の宮みや学園の類たぐい稀まれなるお嬢じようさまとなればいよいよ平静ではいられない。

「ど、どうかなさいましたか？」

　仁井谷が小首を傾かしげる。その仕し草ぐさがいちいち可愛かわいらしい。

「え。あ、ああ、いや、まだ入部することになるかは分からないけど」

「あの、もし入部されるんでしたら、会長のことよろしくお願ねがいいたします。ゲームをする相手が一人ひとりでも増えたら喜ぶと思いますし……」

（いい子なんだな）

　それが岸嶺の抱いた印象だった。自分のことではなく天道会長のことを第一に考え、その上正式な部員でもないのに部室の掃除までしてくれているとは。

　あとはもう少し男に対して普通に接してくれれば──と思うのだが、この学園では彼女のような女子の方が普通なのだ。諦あきらめる他ほかなかった。

「すまない、遅れてしまったな」

　と、そのとき部室に入ってきたのは、天道生徒会長だった。

「あ……。こんにちは、会長」

　誰だれよりも真っ先に出迎えたのは、仁に井い谷たにだった。その顔からは、さっきまでの恐怖が消え、代わりに花が咲くような笑え顔がおが浮かんでいる。同性の相手に対しては、そんな可愛かわいい表情もできるらしい。

「お、仁井谷じゃないか。どうした、たまにはゲームもやってみたくなったか？」

「いえ、ちょっと掃除しにきたのと、新入部員さんを見に来ただけです。じゃあわたしは料理研究部の方に行きますから」

「そうか、それは残念だ。たまにはキミにも遊んでいってもらいたいところだが……まあ無理も言えないか」

　と、天てん道どうは意味ありげに瀬せ名な先生に視し線せんを向けた。ついでに、岸嶺にもチラリと視線を向ける。

　その理由がなんとなく分かった。ようするに、彼女に男と一いつ緒しよにいることを強要するのが心苦しいんだろう。

「い、いえ、どうせゲームは苦にが手てですし、わたしが好きでやってることですから。それじゃあ今度また何か差し入れしますね」

　あくまで天道には普通に接し、仁に井い谷たには足早に部室を出て行った。下へ手たに声をかければまた怯おびえさせてしまう以上、岸きし嶺みねとしては黙だまって見送るしかない。

「彼女にはいつも雑務ばかりで申もうし訳わけないな。彼女向きのゲームだってあるんだが……」

　天道は実に残念そうだった。

「しかし、今は心を鬼にせねばなるまい！　何度マリオをやらせても最初のクリボーでやられるようでは我われらの同志にはなれんよ！」

　瀬名先生の物言いに、天道は少しむっとしたようだった。しかし、ため息を一つ吐いてから残念そうに首を振る。

「仕方ないか……。まあ、今はそのことよりも──」

　天道は、にこりと嬉うれしそうな笑顔を岸嶺に向けた。会うのは三度目だが、その顔を向けられると相変わらず鼓こ動どうが速くなる。

「よく来てくれたな、岸嶺君。ひょっとしたら心変わりするのではとちょっと心配だったぞ」

「はっはっは！」岸嶺が答えるより先に、瀬名先生が笑い出した。「そんなわけないだろう、彼は私が見出した同志だぞ！　今日きようここに来ることは宿命づけられていたのだ！」

「……そんな大たい層そうな理由はありませんけど、天道さんを待ちぼうけさせたくもありませんでしたから」

　それは岸嶺なりに、精一杯気を遣つかったつもりの言葉だった。

「そうか。そう言ってくれるだけでも今は嬉うれしいぞ」

　やはり自分は彼女に惹ひかれてるんだな、というのがなんとなく自覚できる。たとえ彼女が瀬名先生のことを好きだったとしても、今日ここに来る価値は充分にあったのではないかと、そんな気がしてくる。

「では早さつ速そくだが時間が惜しい！　アンチャーテッドの続きといこうか！」

　瀬名先生はそう言ってＰＳ３の準備をしようとした。

「いえ、ちょっと待ってください」

　だが、天道がそれを遮さえぎる。

「うむ？　どうかしたかね!?」

「昨日きのう、ちょっと考えたことがあるんです。岸嶺君はゲームを始めてまだ一日目ですし、アンチャーテッドばかりプレイするのもどうかと思うんです」

「そんなことはあるまい！　最新の技術に触れるのはいいことだ。ゲームの素す晴ばらしさを体感できるし、何よりアンチャーテッドはゲーム初心者でも楽しめるよう設計されたよいゲームだぞ！」

「ですが、何を面おも白しろいかと思うかは人それぞれでしょう。たとえば古いゲームは単純でチープかもしれませんが、だからこそゲームとしての面白さが分かりやすいというよさもあります。岸きし嶺みね君にはまずゲームの純粋な楽しさを知ってもらうべきです」

「ほう、すると何かね!?　きみは岸嶺君にレトロゲーでもプレイさせようと!?」

「そうです。彼には……これをプレイしてもらおうかと」

　天てん道どうはまるで水み戸と黄こう門もんが印いん籠ろうを差し出すように、何か四角形の物体を取り出して見せた。

　大きさはカセットテープより一回り大きいぐらいか。アメコミっぽいイラストが描かれ、よく分からないが何か小さな赤いランプのようなものが付いている。

「お、おい天道くん。その赤い発光ダイオード、まさか──」

　いつも傲ごう岸がん不ふ遜そんな瀬せ名な先生が、珍しく驚おどろきを隠せないでいた。

「なんですか、それ？　多た分ぶんゲーム……なんでしょうけど」

「これはＲＯＭカセットといってな、ＤＶＤやＣＤが流は行やる前に主流だったゲームソフト媒ばい体たいだ」

「はあ」

　あらためて天道が差し出したカセットを観かん察さつする。

　何か幽ゆう霊れいみたいな怪物と向かい合う人間の絵が描かれていた。それに、ゲームのタイトルらしい名前が書かれている。

「……スペ、ランカー？　あれ、どこかで聞いたような……あ」

　部活紹介のとき、天てん道どうが言った言葉を思い出す。




『ただの新入生に興きよう味みはない。この中にファミコン版スペランカーをクリアできる者がいたら、放ほう課か後ご視し聴ちよう覚かく準備室まで来るがいい──』




「そうだ、よく覚えていたな。これはわたしが入部試し験けん用ようにと考えていたゲームだ。まあ、実際には試験をするほど希望者は来なかったわけだが」

　いささか口くち惜おしそうに、天道は言った。

「へえ。天道さんが試験用にわざわざ選んだゲームってことは、よほど何か特徴があるんですね？」

「まあ、有名な作品であることは間違いないな！」と、瀬名先生。「ゲーマーでそのゲームを知らぬ者などまずいないだろう。昨日きのう、君はアンチャーテッドをプレイしただろう？　言ってみれば、あのゲームの元祖だ。主人公はやはりトレジャーハンターとなり、広大な地下世界に眠る財宝を探して大冒険を繰くり広げることになる！」

「正せい確かくに言うと、スペランカーというのは〝洞どう窟くつ探険家〟を意味する英語で、トレジャーハンターとは少し違うらしいがな。いや、正確には〝無む謀ぼうな洞窟探険家〟だったかな？」

「はあ……」

　よく分からないが、アンチャーテッドの元祖というなら多少はプレイしやすいかもしれない。

「ただ、なんといってもスペランカー最大の特徴はその難むずかしさにある！　ゲーマーにこのゲームを知らぬ者はいないと言ったが、それも難しさゆえなのだ。正直、私でもクリアは簡かん単たんではない！」

「そ、そんなに難しいんですか!?　僕、昨日きのうがゲーム初体験なんですよ!?」

「うーむ。私としてもゲームの楽しさを知ってもらうなら、なおさらスペランカーは避さけるべきだと思うのだが」

　岸きし嶺みねと瀬せ名なの視し線せんが、天道へと向けられる。

「その懸け念ねんは分かる。ただ、やはりスペランカーがクリアできるぐらいの即戦力が必要だというのは事実だし、わたしには確信があるんだ。多た分ぶんキミならきっとなんとかするんじゃないかとな。とにかく、まずはやってみてくれ」

「……はあ」

　そこまで言われれば、やってみないわけにもいかない。

　テレビの前に座る。昨日とは違うゲーム機きが用意されていた。ＰＳ３とは大きさも色も形も全然違うゲーム機だった。赤と白のツートンカラーで、コントローラに至っては有ゆう線せんである。

「なんですか、これ。妙に古ふる臭くさそうなゲーム機ですけど」

　率直な感想を口にする。しかしそれは失言だったのか、天てん道どうが唇を尖とがらせた。

「むぅ、ひどいな。伝説の世界的名機を古臭いとは」

「まあそう言うな、天道くん！　彼は昨日初めてゲームに触ったぐらいなのだ、二十年以上も昔に生まれたゲーム機など知らなくても無理はなかろう！」

「に、二十年!?　僕たちの生まれる前じゃないですか！」

　驚おどろきを隠せない岸嶺を見て、天道は少し得意げな顔になった。

「そうだ。これこそ日本に最初のゲームブームを引き起こし、世界中を席せつ巻けんした伝説の名機、ファミコンだ。それもニューモデルなどではないぞ、旧型だ。ボタンは四角形のゴムではなく、丸型プラスチックになってるがな」

「はあ……？」

　岸嶺にはなんのことやらさっぱり分からなかったが、とにかく凄すごいゲーム機なのだということは分かった。それに、テレビか何かでファミコンという単語を聞いた覚えもある。

「とにかく、やってもらうとしよう。さあ、これを」

　コントローラが手渡される。

「うわ、ボタンが少ない！」

　まずそのことに驚おどろきを隠せない。ＰＳ３のコントローラにはボタンが十個以上あったが、このファミコンのそれにはたった四つしかない。二本のスティックもなく、あとは十字型のキーが一つあるだけだった。

「シンプルで分かりやすいだろう？　ボタンは多い方が遊びの幅が広がるというのは否定しないが、二つあれば充分ゲームはプレイできる。まあやってみるといい」

　天てん道どうがゲーム機きのスイッチらしきものを入れた。すぐさまテレビからチープな音楽が流れ出し、何も映っていなかったテレビにゲーム画面が映る。

「……むぅ」

　古臭い。それが岸きし嶺みねが抱いた最初の印象だった。

　二十年以上前のゲームと聞いていたからにはチープであろうとは予想していたが、それにしてもまさかここまで古臭いとは思わなかった。

　画面には、妙に味気ないオレンジ一色の文字で、ＳＰＥＬＵＮＫＥＲと表示されている。１９８５と書かれているのはひょっとして発売された西せい暦れきだろうか？　だとすると岸嶺が生まれるよりさらに十年ほど前のゲームということになる。

「で、どうすればいいんですか？」

「とりあえず、スタートボタンを押してみたまえ！」

「スタートボタン？　あ、これか」

　瀬せ名なの指示に従い、コントローラ中央のボタンを押す。

　その瞬しゆん間かんだった。一秒のラグもなく、ぱっと画面が切り替わって何かゲームっぽい画面になる。

「チ、チープだ……」

　やはりそれが岸嶺の変わらぬ感想だった。

　なるほど事前に聞いていた通り、どうやら冒険の舞ぶ台たいは地下洞どう窟くつらしく、それらしいグラフィックが表示されている。底の見えない縦たて穴あなに、何かエレベーターみたいなのがあって、そこにヘッドライト付きヘルメットとリュックサックを背負った主人公らしいキャラが乗っている。

　それにしても、頭身の小さなキャラだった。アンチャーテッドの主人公ネイトなどは顔つきも体つきもリアルの人間そのものだったが、こっちの主人公は二頭身ほどしかなく、子供向け漫まん画がに出てくるデフォルメキャラのようだった。

「で、ええと、地下にある財宝を探せばいいんですよね？」

　問いかけに、天道は頷うなずいた。

「そうだ。この地下のどこかに、財宝の封じられたピラミッドがある。キミはそのピラミッドを探し出さなけばならない」

「はあ」

　目的を聞くのは簡かん単たんだったが、達成するのは難むずかしそうだった。何しろ、何をすればいいのか分からない。

　画面にはドル袋や金色の便器のフタ──いや、多た分ぶん金貨──や、青い鍵かぎっぽいのが落ちているのが見える。恐らく、そういったアイテムを集めながら進めばいいのだろう。

　画面の上部には、爆ばく弾だんやカプセルっぽいアイコンや数字が並んでおり、他ほかにも時間と共に左へ移動していく謎なぞの矢印があった。

「とにかく、やってみろ。習うより慣なれろだ」

「はあ」

　まず試しに岸嶺は十字キーを右に押してみた。キャラが前進を始める。

　そして──いともあっさり、無む造ぞう作さに。

　キャラがエレベーターから落ちた。




　りんろりんろりんろりんろでんでんでん。




「……え？」

　不気味な効果音が鳴なり響ひびいた。キャラが点滅し、消滅する。

　そして画面が切り替わり、再びスタート地点からやり直しとなっていた。

「な、なんですか、今の」

「うーむ、予想通り過ぎる結果だな！」

「やるとは思ったが、やはりやったか。お約束というやつだな」

　戸と惑まどう岸きし嶺みねとは対照的に、瀬せ名なと天てん道どうは、まるでこの結果が分かっていたかのような反応を示す。

「お約束って……どういうことですか？」

「すまんな、まずは体感してもらうのが一番だと思ってあえて教えなかったんだ。簡かん単たんにいうとだな、このゲームの主人公は、アンチャーテッドのネイトほどたくましくはない。高いところから落ちればすぐ死ぬし、落ちそうになったからといって崖がけに手をかけてふんばるといったこともできない」

「はあ。じゃあやっぱり今のあれ、死んだんですか」

「ああ、そういうことだ。もう少しやってみれば分かるだろう。本当によく死ぬぞ、そのキャラは」

「はあ」

「天道くん、アンチャーテッドとは違うんだ、操そう作さ方法ぐらい説明すべきではないかね!?　さすがに爆ばく弾だんとフラッシュの使い方ぐらい分からなければどうにもなるまい！」

「む。それもそうか、説明書もないしな。よし、教えてやろう」

「え……」

　思わずドキリとする。

　天てん道どうがすぐ間近に近づいてきたためだ。

「いいか、まずこのＡボタンでキャラがジャンプする。時折出てくる幽ゆう霊れいはこっちのＢボタンのポータブルファンで撃げき退たいできるぞ」

「…………」

　せっかくの説明も、ほとんど頭に入ってこなかった。何しろ、息が届くような距きよ離りに天道の綺き麗れいな顔があるのだ。

「洞どう窟くつ内に落ちているダイナマイトは岩を破は壊かいすることができ、フラッシュカプセルはコウモリの撃退に使うんだ。それから、画面に表示されてる矢印はエネルギー・ゲージの残量を示していて──」

「…………」

　女の子からは、いい匂においがする。そんな記述を多くの青春小説で見たことはあったが、それが本当だったということを知る。

　本当にどこからか甘い香り漂ってくるのだ。その上、天道の呼吸が岸嶺の鼻先をくすぐり、天道の綺き麗れいな指先が岸きし嶺みねの手をくすぐる。

「……おい、ちゃんと聞いてるか？」

「え！　あ、はい！」

　これではただの変態じゃないかと、どうにか意い識しきを切り替える。

「分かりました、時間経過やポータブルファンの使用でエネルギー・ゲージが減っていって、それを回復するのにエネルギー・バーってアイテムを取らないといけないわけですね？」

「そうだ。なんだ、ちゃんと聞いてるじゃないか」

　自分でもなぜ頭に入っているかが不ふ思し議ぎだった。

「しかし天道くん！　ポーターブルファンとは何かね？　Ｂボタンで使えるのはマシンガンではないのか？　それにダイナマイト？　アイコンの形からしても爆ばく弾だんと言うべきだと思うが！」

「いえ、違います。Ｂボタンで使えるのはポータブルファン、爆弾ではなくダイナマイトです。公式サイトにもそう書いてますから」

「むう、ポータブルファンなあ……。あれは銃ではなくファンで、幽ゆう霊れいを吹き飛ばしてたというのか？　別にマシンガンでいいと思うが……」

「誤った解釈はよくありません。ゲーマーは開発者の設定した意図をできる限り正しく理解すべきです」

「そこまでこだわる必要もないと思うが……。いやまあ、岸嶺君の前で無ぶ粋すいな話はすまい。とにかく岸嶺君！　天道くんも言ったが、このキャラはとにかく弱い！」

　瀬せ名な先生は無意味に力強く言った。

「高いところから飛び降りても死ぬし、ダイナマイトの爆ばく発はつに巻き込まれても死ぬ！　コウモリの糞ふんに当たっても死ぬし、壁かべから噴ふん出しゆつす毒ガスに当たっても死ぬ！　それゆえ慎重な操そう作さが求められるが、かといって時間をかけ過ぎるとエネルギーがなくなり──」

　と、そのとき。

　画面からピコーンピコーンと警けい戒かいを促うながすような音が聞こえた。見れば、画面上部にあった謎なぞの矢印──これがエネルギー・ゲージらしい──が、左端に到達しようとしていた。

　何が起ころうとしているのかと見ていると──また死んだ。

「説明は不要だな！　見ての通り死ぬ！」

「……ほんとすぐ死ぬんですね。アンチャーテッドの主ネ人イ公トなんて、腹に大おお怪け我がしても生きてたのに」

「まあネイトも死ぬときはあっさり死ぬがな！　とにかく、これで一通りのことは学んだはずだ。後は君次第だ、やってみたまえ。まずどこかに落ちてる赤い鍵かぎと青い鍵を見つけるのだ。その二つが揃そろって初めて、ステージ１がクリアできるようになる！」

「はあ。じゃ、じゃあ……」

　まだ戸と惑まどいはあったものの、とりあえず岸きし嶺みねはプレイを再開した。

　まずはエレベーターを下降させ、手近な横穴の前で停止させる。そしてキャラを前進させ、タイミングよくＡボタン。

　ぴょい。

　軽快な効果音と共に、エレベーターから主人公が飛び出し、ようやく大地に立つことに成功する。

　とりあえず練習のため、Ｂボタンを押してみる。すると主人公は何かを構えてババババと撃うち始めた。なるほど瀬せ名な先生の言っていたことがよく分かる。天てん道どうの話によればこれはポータブルファンという道具らしいが、確たしかにマシンガンという方がしっくりくる。

　次に、目の前に落ちているアイテムっぽいドル袋を取ってみる。が、スコアが増えただけで特に変化はない。

　引き続き前進する。まず最初に現れたのは、大きな段差だった。段差の先には自動で上下する謎なぞのリフトがあった。上に上昇を続ける足場と、その隣となりに下降を続ける足場が連なっている。

（一体どんな動力で動いてるんだ、これ？）

　思わずそんなことを考えてしまうが、そこは深く考えるところじゃないんだろうと気分を切り替える。

　いずれにせよ、複雑な上下運動をするリフトに乗って無用な危険に身をさらす必要もない。岸嶺はそのまま段差を降りようとして──




　りんろりんろりんろりんろでんでんでん。




「……あれ？」

　無む慈じ悲ひなＢＧＭが鳴なり響ひびいた。

　そして、画面にはゲームオーバーという文字が表示され、ようやく岸きし嶺みねはまた自分が死んだのだということを察した。どうやらあの程度の段差であっても、この主人公は越えられないらしい。

「……このゲーム、本当に最後まで進めるんですか？」

「君の懸け念ねんはもっともだな！」と、瀬せ名な先生は眼鏡めがねをかけ直した。「天てん道どうくん、やはり彼のような初心者にこのゲームは厳きびしいのではないかね!?　確たしかにシンプルという点ではアンチャーテッドに勝まさるかもしれないが、こうも理り不ふ尽じんな死に方ばかりでは岸嶺君も面おも白しろさを実感するどころではないと思うのだが！」

「まあ待ってください、先生」

　ただ一人ひとり、まるでこうなることが分かっていたかのように、天道は平然と言った。

「岸嶺君。キミに一つアドバイスをやろう。それを聞けば、きっと上う手まく進めるようになると思う」

「はあ？　アドバイス……ですか？」

「何を言うつもりかは知らないが──」と、瀬名先生。「スペランカーは人から攻略法を聞いてすぐに上う手まくなれるゲームでもないと思うが」

「まあ聞いてください。確か瀬名先生は、図と書しよ館かんで岸嶺を見つけたと言ってましたよね？」

「ああ、そうだが。それがどうしたのかね!?」

「そのとき、岸嶺はどんな様よう子すでしたか？　話しかけても気付かないほどに本に集中してたと思うんですが」

「うむ、確かにその通りだったが」

「わたしのときもそうでした。覚えてるな、岸嶺君。数日前に、わたしたちは図書館で会っただろう？」

「ええ、はい、覚えてますけど」

「あれは大した集中力だった。本を読みながら寝てしまったというならまだ分かるが、キミは血走ったような目で本に集中して一心不乱にページをめくっていた。そう、確かにあれは……本に魅み入いられてるようだった。傍そばから見てるとちょっと面おも白しろかったぐらいだ」

　岸嶺は思わず赤面した。だから本を読んでいるときの姿はあまり見られたくないのだ。

「……否定はしません。昨日きのうも言いましたけど、僕、本を読んでる間は周りのことが一切目に入らなくなっちゃうんで」

「本の中の主人公と一体化する……そう言ってたな？」

「はあ、そんなところです」

　天てん道どうが何を意図しているのかが相変わらず分からない。岸きし嶺みねとしては生返事をするしかなかった。

「それを聞いて少し試してみたいことがあるんだ。岸嶺。キミはアンチャーテッドと、そしてこのスペランカーをプレイした。だが、明らかにキミには足りていない情報があった。それこそが多た分ぶんキミにとって一番必要な情報だったにもかかわらずだ」

「ほう？　一体なんのことかね？　操そう作さ方法以外に説明が必要なものがあるとも思えんが」

　天道は、腕組みして自信に満みちあふれた表情で言った。

「簡かん単たんなことです。ストーリーです」

「……あ」

　何か大事な忘れ物を指摘されたような思いだった。

　確かに、今でも思うことがある。たとえば、アンチャーテッドの主人公ネイト。彼は一体いかなる理由であんな列車の中にいたのか。なぜあれほどの大おお怪け我がを負っていたのか。

　そして、あの列車を無事に脱出した後、一体彼にはどんな物語が待っているのか。本読みとして、それだけは今でも心残りだった。

「なるほど、ストーリーか！　確かに本にしろゲームにしろ、感情移入には必ひつ須すの要素だ。ファミコンの時代など、説明書に書かれたわずか一ページのプロローグに思いを馳はせたものだしな。しかし天道くん。そもそも、スペランカーにストーリーらしいものなんて──」

　何かを言いかけた瀬せ名な先生を、天道が手で制した。

「いいからわたしに任せてください。とにかくそういうわけだ、キミにスペランカーのストーリーを教えようと思う」

「はあ、それはちょっと嬉うれしいですけど」

　物語の主人公の多くは、必ず目的とそれを果たすべき理由というものを持っている。たとえば、今読んでいる『モンテ・クリスト伯はく』においても、主人公エドモンは無実の罪で投とう獄ごくされ、その復ふく讐しゆうを果たすために行動している。

　ゲームだって同じだろう。ネイトも、スペランカーの主人公も、きっと何か目的と理由をもって行動しているはずなのだ。

「さて、まずは……そうだな、アンチャーテッドの主人公にネイトという名前があったように、このスペランカーの主人公にももちろん名前がある。その名を……ええと、そうだ、マイク、マイクというんだ」

「……なんかどこかで聞いた名前ですね。英語の教科書に出てきそうな……」

「う」

　そう指摘すると、どういうわけか天道は居い心地ごこちが悪そうだった。誤ご魔ま化かすように小さく咳せき払ばらいする。

「と、とにかくマイクには目的があるんだ。もちろん地下に眠る財宝を探し出すことだが、それがなぜか分かるか？」

「はあ。何かお金が必要になったんですか？」

「その通りだ。マイクは探険家なのだが、実は恋人の……いや、友だちの……違う、友だち以上恋人未満の、うん、そうだな、ガールフレンドがいるんだ。彼女の名は……そう、マ……マリアというのだが、彼女は孤こ児じ院いんで働くシスターで、その孤児院は財政難なんにより取とり壊こわし寸前なんだ」

「ふーむ、スペランカーにそんなストーリーがあったかね？　いや、確たしかにファミコン時代にはよくありそうな話だが」

　天てん道どうはどこか居心地悪そうに瀬せ名な先生を睨にらみつけた。

「と、とにかく今はわたしに任せて先生は黙だまっていてください」

「ふむ、きみがそう言うなら任せるが……」

　そして気分を切り替えるように一度咳せき払ばらいすると、何事もなかったように続ける。

「とにかくだ！　もし洞窟探険家スペランカーとして財宝を持ち帰ることができれば、ハッピーエンドが待っている。しかし失敗すれば、孤児たちは路頭に迷い、そしてシスターマリアも借しやつ金きんのカタにマフィアに連れて行かれるという運命が待っているんだ」

「……そんな重い物語があったんですか、これ」

「そ、そうなんだ。物事には必然というものがある。スペランカーの主人公マイクはただの人だ。アンチャーテッドのネイトに比べれば力は非力だし、あらゆる能力で劣っている。それでも守らねばならない人がいるからこそ危険を冒おかそうとしているんだ。ただ、ゲームと本は一つだけ違うことがある。結末はキミ次第ということだ。分かるか、シスターマリアと子供たちの未来は、キミの手にかかってるんだ」

「……そうだったんですか」

　もともとフィクションには普ふ段だんから慣なれ親したしんでいる岸きし嶺みねである。それゆえに天道の説明を岸嶺は素直に聞き入れ、そして信じ込むことができてしまった。

　このスペランカーの主人公は、本当にすぐ死ぬ。何をしても死ぬ。それほどに弱い彼が、危険な地下洞どう窟くつを探険するなんて、無む謀ぼうというか自殺行為に等しい。

　だが、彼にはそうするだけの理由が──目的があったのだとしたら？　すべて納得がいくのだ。

　このとき岸嶺の頭の中では、目に涙を浮かべながらマイクの無事を祈るシスターマリアの姿が浮かんでいた。顔はもちろん想像だが、自然と修道女の格好をした天道が思い浮かぶ。

　このままでは彼女はマフィアに連れて行かれてしまう。しかし、お金さえあれば事態は解決するのだ。そしてそのお金は、この洞窟にいくらでも落ちているのだ。

　同じ本を繰くり返し読んでいるときなど、いつも思うことがある。もし主人公が、ここで別の行動を取っていれば、もっと素す晴ばらしい未来が待っているのに──と。だが、本の結末は何度読んでも変わることはない。

　しかし、ゲームは違うのだ。この物語がハッピーエンドで終わるかどうかは、すべてプレイヤー次第。それこそが本とゲームの根本的な違いなのだ。

　見てみたいと思った。財宝を見つけてシスターマリアと再会する主人公の未来を。

　一度そう考えると、岸きし嶺みねは自身の欲求が抑おさえられなくなっていた。

「あの。もう一度プレイしてもいいですかね？」

　天てん道どうは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「もちろんだ。やれるだけやってみるがいい」

　かくして、岸嶺は再びコントローラーを握った。

（マイクはただの人なんだ）

　スペランカーの主人公は、アンチャーテッドのネイトのようなタフガイではない。しかし、理由があったがゆえに、危険な洞どう窟くつへ潜もぐっていかなければならない。すべてはシスターマリアのために。妻でもなく、恋人というわけでもない。ただ友人というよりちょっと親しいだけのガールフレンドのために、命を懸かけようとしているのだ。

「…………」

　そう思うと、何かこみ上げてくるものがあった。普通はできない。自分以外の誰だれかのために、たった一人ひとりで、こんな軽装備で、ザイルの類たぐい一つ持たず、幽ゆう霊れいなんて得体の知れぬ化け物まで出てくる洞窟の奥深くへ潜もぐっていくなど。

「岸嶺くん。涙を拭ぬぐった方がいいぞ」

「え？　涙？」

　瀬名先生に指摘され、初めて気付く。水が自分の頰ほおを濡ぬらしていたことに。

「あ、いえ、その、テレビをじっと見てたから目が乾いちゃったんですね。ほら、僕普ふ段だんあまりテレビとか見ないんで」

　言いい訳わけがましいことを口にしながら涙を拭うと、コントローラを持ち直す。

　気分を一新させるために大きく深呼吸する。

　さっきこのゲームをプレイしたときに思ったのは、死に方が理り不ふ尽じん過ぎるということだった。何せほんのちょっとの段差から飛び降りただけでも死ぬ。

　しかし、多た分ぶん、その認にん識しきは誤っている。今ならそれが分かる。

（このゲーム、圧倒的にリアルなだけなんだ）

　たとえば、このゲームではじっとしているだけで、エネルギーがなくなって死んでしまう。してみるとあのエネルギーというのは、きっと酸素ボンベの残余メーターを表しているのではないか。

　たとえば鉱山などでは、坑道に危険な毒ガスが噴ふん出しゆつすることも珍しくないし、酸素そのものが致命的なまでに薄うすくなることもあるだろう。酸素ボンベの有う無むは命にかかわる。

　さらに深く潜れば、地ち熱ねつで熱せられた地下水脈が水すい蒸じよう気きとなって立ち込めることもあるという。その蒸むし暑さは容よう赦しやなく体力を奪うばい、酸素の消しよう耗もうを激はげしくするのだ。

　それに、ここは１１９番通報しても救急車など来てくれない地底世界なのだ。たとえば足の骨の一本も折るようなことがあれば、生せい還かんはもう不可能となる。

　ただでさえ、岩だらけの地面は歩くことも困こん難なんだ。少しでも高いところから飛び降りれば、足の骨ぐらい簡かん単たんに折れるだろう。いや、骨折までいかずとも、足を捻ひねっただけで生還はできない。ましてこの主人公は、マシンガンみたいな武器に、爆ばく弾だんや酸素ボンベを入れる大きなリュックまで背負っている。ちょっと高いところから飛び降りれば、歩けなくなるぐらいの怪け我がをしたっておかしくない。

「……そうか。そうなんだ」

　考えれば考えるほど分かる。アンチャーテッドも確たしかにリアルなゲームだったが、このスペランカーもまた、圧倒的にリアルなゲームなのだ。

　岸嶺の心中に、あらためてある欲求が浮かんでくる。

　好奇心だ。この物語の先には、一体何が待っているのか。本を読んでいるときも、そのような欲求を覚え始めると、もう耐えられなかった。

　一度だけ、ゆっくりと目を閉じる。そして、再び目を開いたとき。

　岸きし嶺みねは、洞窟探険家スペランカー岸嶺マイクに成りきっていた。




　　　　◆





　僕は、エレベーターを操そう作さして地下洞どう窟くつへと潜もぐっていった。

　間もなく、迷路のように複雑に入り組んだ洞窟が僕の眼前に現れる。

「このどこかに、財宝が眠ってるんだ[image: ][image: ]」

　僕はどうしてもその財宝を必要としていた。シスターマリアと子供たちのために。

　誰だれも入ったことのない、前人未み到とうの洞窟。身み震ぶるいするほどの恐怖をかなぐり捨て、僕はさらにエレベーターを操そう作さし、下降していった。

　間もなく僕の目の前に、横穴が一つ見えてくる。

　縦たて穴あなはまだまだ深く、ここ以外にも下の方にいくつか横穴が見える。とはいえ、下へ行けば正解というわけでもない。地図もない以上、片かたっ端ぱしから調ちよう査さするしかないのだ。

　手始めに、一番最初の横穴にエレベーターを横付けする。このエレベーターから飛び降りた瞬しゆん間かん、地上からの援助は一切受けられなくなり、冒険が始まるのだ。

　冒険。大たい抵ていの人ならば、その言葉に何かワクワクするような期待を抱くこともあるだろう。だが、今の僕を待っているのは、まさに〝険けわしきを冒おかす〟だった。怪け我がを一つ負うだけで、二度と地上へ戻ることはできなくなり、人知れず骸むくろとなるのだ。そして友だち以上恋人未満の彼女と、彼女が支える孤こ児じ院いんの子供たちにもまた、悲ひ惨さんな運命が待ち受けていることだろう。

「おっと、いけない」

　僕は嫌いやな考えを振り払った。こんな誰だれもいない洞どう窟くつで独りぼっち。そのせいだろう、どうも悲ひ観かん的てきになってしまう。

「よし、行くぞ」

　僕はエレベーターから飛び出そうとした。しかし、エレベーターと横穴の間には、人がすっぽり落ちるほどの隙すき間まがある。

　背筋を冷たい汗が流れ落ちた。もしここに落ちれば、僕はあっさりと死ぬことになるのだ。

　それでも、こんなことで躊ちゆう躇ちよしても仕方がない。僕は覚悟を決めて、エレベーターを飛び出した。

「[image: ][image: ]ふう」

　幸い、足を滑すべらせることもなれけば足場が崩れることもなく、どうにか僕は第一歩目を記すことに成功した。それにしても、たったこれだけのことが命いのち懸がけでは、先が思いやられる。

　気を取り直して、僕は洞窟の奥を見やった。

　地ち熱ねつの影えい響きようだろうか、むあっとした空気が僕の全身を覆おおう。酸素も薄うすくなっているのか、酸素ボンベなしでは呼吸が苦しい。

　じっとしている時間はない。洞窟の奥へと歩を進める。

　すぐに僕は、あるものを見つけた。

　ドル袋である。やはりここは財宝の埋まっている洞窟なのだということがよく分かる。大した金にはならないかもしれないが、ありがたく頂いておく。

　次に見えてきたのは、上昇するリフトと下降するリフトが隣となり合った奇妙な人工物だった。まったく、この洞窟を作ったのは一体何者なのだろうか。地ち熱ねつか水力でも利用しているのだろうが、こんな洞窟の奥に、半永久的に動き続けるリフトを作るなんて。

　とにかく、先に進めるのはありがたい。僕は慎重に下降リフトに飛び乗ろうとした。つくづく、命懸けである。ちょっとばかりタイミングが狂ってリフトから落ちれば、大おお怪け我がを負って朽くち果てるのを待つだけなのだ。

　幸い、試みは上う手まくいった。僕の乗ったリフトはそのまま下降し、無事段差の下に辿たどり着くことができたのだ。また落ちていた金貨を拾いながら、さらに先へ急ぐ。

　次に僕の前に現れたのは、切り立った崖がけと、そして天てん井じようから垂れ下がったロープだった。どうやらこのロープを登っていかないと先へは進めないらしい。

　もはや躊躇しても仕方ない。僕は、えいやっ、と気合いと共にロープに飛びつくと、するすると登っていった。重いリュックを背負ってロープを登るのは骨が折れたが、一応は僕も洞窟探険家の端くれである。これぐらいの芸当はお手の物だった。

　問題はロープから崖の上に飛び移ることだった。相変わらず地面はでこぼこだ。少しでも着地を誤れば、足は砕くだけ、二度と地上に帰ることはできないだろう。

「ええい、まだ冒険は始まったばかりなんだ」

　こんな障害で躊ちゆう躇ちよするわけにはいかない。覚悟を決めてロープから飛び出す。

「ふう」

　どうにか無事、崖がけの上に飛び移ることに成功する。適度な高さを見み極きわめてジャンプすれば、どうということはない。

　ただ、残念なことに、崖の先は行き止まりだった。

　それでもここまで来たことは無む駄だではなかったようで、いろんな物が落ちているのが見える。ドル袋に、フラッシュ・カプセルに、どういうわけかダイナマイトまで。

　なぜこんな人工物が──とも思ったが、恐らくこの洞どう窟くつを作る際に使われた物の名残なごりだろう。何かの役には立つに違いない。遠えん慮りよなく僕はそれらの道具を持っていくことにした。




　次の横穴の調ちよう査さへ向かおうと、ひとまずエレベーターまで戻る。

　だが、そこでふと考え直す。洞窟探険の困こん難なんさは予想以上だった。常に付きまとう死の危険。緊きん張ちようしきった神経は休まる暇いとまもない。このままではとても体力が持たないだろう。僕の命を繫つなぐ酸素ボンベだって有限なのだ。

　そこで僕は、試しにエレベーターを一番下まで移動させてみることにした。どれぐらいの深さがあり、どれぐらいの数の横穴があるのか。その全容が少しでも分かれば、探検に多少なりとも計画性を持たせられると思ったのだ。

　ガラガラと音を立て、エレベーターが降下していく。縦たて穴あなは思っていた以上に深く、横穴の数も目に見えるだけで五個を超えた。しかも、毒ガスが吹き出しているのが見えたり、何か獣けものの鳴き声のような音が聞こえてくる横穴もあった。危険は予想していたが、どうやら思っていた以上に命いのち懸がけの冒険となりそうだった。

　間もなくエレベーターは一番下層部まで到達したものの、その先の横穴は行き止まりになっていた。つまり、ここまでにあった五つの横穴のどれかが正解ということだろう。僕はたった一人ひとりで、そのすべてを探索しないといけないのだ。

　その苦労を思うと、胃が痛くなる。あるいはもっと多くの資金があれば、こんな危険を冒おかすことなく、大型の掘くつ削さく機きでも買って直接財宝を探せたのかもしれない。しかし、お金がないという理由でここへやってきた僕には無理な話だった。

「おや？　あれは[image: ][image: ]？」

　と、行き止まりのところに何かが落ちていることに気付く。

「酸素[image: ][image: ]ボンベ？」

　なぜこんなところに酸素ボンベがあるのか。やはり洞窟工事の名残だろうか──などと疑問を抱いた、そのときだった。

　不気味な呻うめき声ごえが聞こえた。

　聞いたこともないようなそれは、獣けものの類たぐいでは有り得ない。まさに地の底から響ひびくような声だ。

「まさか」

　一応、聞いたことはあった。信じられない話だが、この洞どう窟くつには幽ゆう霊れいが出るという。

　僕は非科学的な存在は信じていない。しかし、それを言うならこんな洞窟の奥に財宝が隠されている話自体、眉まゆ唾つばものなのだ。この洞窟になら、幽霊ぐらい出たっておかしくない。

　緊きん張ちようのせいか、心しん臓ぞうがドクンドクンと脈打つ中、僕は何かあったときのために用意しておいた唯一の武器、マシンガンを構えた。

　その直後──それは現れた。

　薄うす紫むらさき色いろに光るそれは、まさにお化けと表現する他ほかなかった。何しろ、壁かべの中を通り抜けて現れたのだ。

　両手を振り上げ、真まっ赤かな口を開け、こちらに向かって真まっ直すぐに襲おそい掛かってくる。

「うわああ！」

　迷うことなく僕はマシンガンのトリガーを引いた。バリバリバリと、物もの凄すごい勢いで吐き出される銃弾。

　常じよう識しき的てきに考えて、幽霊に鉛なまりの弾丸が効くとは思えない。しかしその轟ごう音おんと、あるいは僕の気迫にでも押されたのだろうか、銃弾に貫つらぬかれる度たび幽霊はその姿をかき消していき、ついには消滅した。

「ふう[image: ][image: ]」

　額ひたいを流れる汗を拭ぬぐう。慣なれないことをしてしまったせいか、あるいはマシンガンの猛烈な反動を押さえつけたせいか、相当な体力を使ってしまった。

　そして、同時に一つ謎なぞが解けてしまった。こんなところに酸素ボンベが落ちていた理由についてだ。

　あまり考えたくはないが、これは恐らく、自分のような洞窟探険家スペランカーがここで命を落としたときの名残なごりなのだろう。してみるとあのお化けは、同業者の怨おん念ねんといったところか。

「すまない、僕にはやるべきことがあるんだ」

　祟たたりが怖くて先人の隠した財宝を盗みになどいけない。その酸素ボンベを、僕は遠えん慮りよなく持っていくことにした。




　それからも危険に満ちあふれた冒険は続いた。

　大きな穴を飛び越し、ロープを登り、ハシゴを下り、邪じや魔まな岩をダイナマイトで破は壊かいし、落とし穴をかわす──。

　絶対に集中力を切らしてはいけなかった。僕はちっぽけな人間であり、ほんの小さな油断が死を招くのだ。

　だが、再び僕の前に新たな障害が現れた。

「なんだ、あの巨大なコウモリは[image: ][image: ]！」

　かなり前から、洞どう窟くつの中に響ひびき渡るキイキイという奇妙な鳴き声は耳にしていた。その声の主は、洞窟を住すみ処かとする巨大コウモリだったのだ。

　ただコウモリがいるというだけならよかった。コウモリが人を襲おそうことなどまずないからだ。しかし問題は、縄なわ張ばりに入ってきた僕を威い嚇かくするように、そのコウモリが糞ふんを撒まき散ちらしていることだった。

　僕は思わずぞっとした。

　コウモリの糞は、その多くは無害らしいが、狂犬病などの危険なウイルスが含まれることもあり、またその強烈な匂においで呼吸さえままならなくなることもあるらしい。

　こんな危険な洞窟に生息しているコウモリのそれが無害だとは思えなかった。容易に糞に触れれば、どんな病気に感染するか分かったものではない。

　もっとも、僕も洞窟探険家スペランカーの端くれである。コウモリへの対処法は知っていた。簡かん単たんなことだ、コウモリは光に弱い。

　僕は洞窟の中で拾ったフラッシュを手に取った。かつてこの洞窟に財宝を隠した何者かも、コウモリ対策のためにこのフラッシュを置いていったのだろう。

　フラッシュを放つ。白い閃せん光こう弾だんが空に飛び上がり、次の瞬しゆん間かん洞窟は白い光に満たされた。再び光が収まったときには、すでにコウモリの姿はどこにも見えなくなっていた。

　しかし別にコウモリを殺したわけではなく、光で追い払っただけで、いつまた出てきてもおかしくはない。僕は急いで通路を駆かけ抜けた。






　　　　◆




「面おも白しろい現象だな、これは！」

　食い入るようにゲームをプレイしている岸きし嶺みねを、瀬せ名なは興きよう味み深く観かん察さつしていた。

　その様は、まさにゲームに魅み入いられている、あるいはゲームの中の主人公と一心同体になっているという他ほかない。ちょっかいをかけるように彼の顔の前で手をぶらぶら動かしてみたり、肩を揺すってみたりするが、なんら変化がない。岸嶺はとりつかれてしまったようにスペランカーに没ぼつ頭とうしている。

「ここまで集中力を発揮できるとは……。やはり彼には、ゲーマーとしての才能があるのかもしれませんね」

　天てん道どうが言った。普通の人が聞けば「そんな馬ば鹿かな」と一いつ笑しように付すような話だ。しかし、選ばれたゲーマー同士の決戦を見たことのある者なら、とても笑うことはできない。

「ゲームの中に入り込む……か」

　それは決して稀け有うな現象ではない。ＲＰＧで魔ま王おうの非道に憤いきどおることも、アクションゲームでで自分の強さに酔いしれることも、ゲームの中のキャラクターと一体化するからこそ起こる現象と言えなくもない。岸きし嶺みねの身に起こっている現象も、その延長なのだろう。

「そうか。だから天てん道どうくん、きみは聞いたこともないようなスペランカーのストーリーなどをでっち上げたのだな？　まったく、何が孤こ児じ院いんを救うためだ、きみこそ開発者に怒られるぞ。まあファミコン時代のゲームなら普通にありそうな話ではあるが」

　天道は少し動揺した。

「い、いいじゃないですか。それでスペランカーの面白さに気付くのであれば、開発者も許してくれますよ」

「ま、面おも白しろさに気付くきっかけは人それぞれか」

　ファミコン時代のゲームは制約が多いが、その最たるものはグラフィックだろう。何しろ、ドットという点の集合だけで──しかもその点の総数にすら大きな制限があった──あらゆるグラフィックが表示されていた時代だ。背景も、キャラの絵もチープそのものだ。

　しかし、だからこそプレイヤーはそこに想像する余地ができた。プレイヤーは自分の想像力で、好きに面白さを補うことができたのだ。そしてその行為は、わりと面白かったりする。言ってみれば、個人個人で好きなように面白さを見出せるということでもあるのだから。

　たとえば、ファミコン初期のゲームでは、ヒロインを助けにいくというストーリーのゲームが多く、ユーザーたる少年たちはそのヒロインと現実で自分が密ひそかに気になっている女の子とを重ね合わせ、感情移入したという。

（今の岸嶺君が、まさにそうなのかもしれんな！）

　ふとゲーム画面を見ると、当の岸嶺はとうとう一面をクリアしようというところだった。

「信じられん……！　今日きよう初めてスペランカーをプレイしたというのに、一面をクリアか！　しかもさっきからノーミスだろう！」

「おかしな話ではありません。スペランカーの一番のコツは、集中力を切らさないことですから」

「なるほど！　確たしかに！」

　このゲームの死因は、八割方落下死である。残りも爆ばく弾だんの爆発に巻き込まれるとか、噴ふき出すガスに当たるといった程度のものしかない。

　そういった死因は、しっかりとタイミングを見計らって然しかるべき操そう作さをすれば、簡かん単たんに回かい避ひできるものばかりなのだ。

　だが、操作に慣なれてきて気が緩ゆるんだり、あるいは長時間ゲームをやっていて集中力が途切れたりすると、どうしてもミスが生じる。そしてこのゲームは、たった一つのミスすら見み逃のがしてくれない。

　逆に言えば、そういった油断さえなければ、クリアは難むずかしくないのだ。

「ゲームの中に入り込んでしまうほどの集中力、それが彼の一番の武器だとすれば……確たしかに、スペランカーはうってつけのゲームかもしれんな！」

　昨日きのうアンチャーテッドをプレイさせたときにも、もっと物語を説明しておくべきだったと悔くいる。

　あのとき、岸きし嶺みねは滑すべり落ちる列車の中で怖くて動けなくなったと言っていた。プレイさせる前に、主人公のネイトがどれほど勇ゆう敢かんかつ屈強で、これまでにもどれほど多くの危き機きを切り抜けてきたかをあらかじめ説明していれば、そんなこともなかったかもしれないのだ。




　　　　◆





「グアアアオオオオ！」

　臓ぞう腑ふをえぐるような亡ぼう霊れいのうめき声が、静かな洞どう窟くつの中に木こ霊だまする。

　財宝に取とり憑つかれた命知らずの洞窟探険家スペランカーが、今日も勇気と恐怖に彩いろどられた表情で、暗い地の底へと潜もぐっていく。

　血と汗と泥で汚れた心身を包むのは、深い色の探険着。

　ロープから飛び降りるときは焦あせらぬように、爆ばく弾だんを置いたときは充分距きよ離りを取るように、ゆっくりと進むのが、ここでのたしなみ。もちろん、フラッシュが足りなくなってコウモリの前で立たち往おう生じようするような洞窟探険家スペランカーなど、いようはずもない。

　地下洞窟。そこは、死人の園。




　[image: ][image: ]どこかで読んだ小説の影えい響きようか、僕の脳のう裏りにそんな一節が浮かんでいた。

　冒険は、かなり順じゆん調ちようだった。新しいルートをどう進めばいいのかで多少迷いはしたが、運よく一つ目の青い鍵かぎは簡かん単たんに見つかり、さらに先へ進む。

　だが──やがて僕に、最大の難なん関かんが襲おそい掛かろうとしていた。

　青い扉とびらを抜けた向こうに広がるのは、天てん井じようから無数に垂れ下がったロープの数々だった。

　ここまで幾つもの難関を乗り越えてきた僕には、なんとなく分かった。間違いなく、あのロープの先に何かがあるのだと。僕はターザンよろしくあのロープを次々と飛んでいかねばならないのだろうと。

　見るからに突とつ破ぱは容易ではない。しかし、もはや足を止めることはできない。僕は果か敢かんに一本目のロープに飛びついた。

　問題ない。

　すかさず二本目のロープへ飛び移る。

「大丈夫だ。集中力さえ維持できれば[image: ][image: ]！」

　テンポよく、次々ロープへ飛び移っていく。

　一本、また一本。時折細かく自分の位置を調ちよう整せいしながら、そして、ゴーストどもが出てこないことを祈りながら。

「よし、どうにかいけそうだ」

　しかし。

　終わりは唐とう突とつに訪れた。

　僕自身は微み塵じんも油断してはいなかった。集中力も切れてはいない。慎重に慎重を重ね、ここまでやってきたのだ。

　それでも、どうにもならないことがあったのだ。

　次のロープへ飛び移ろうと、飛び出したそのとき。

　僕は、天井に頭をぶつけてしまったのだ。

「あうっ！」

　悲鳴を上げる時間すら一いつ瞬しゆんしかなかった。何もできず、そのまま僕の体は地面へと落下していた。

　直後、全身に強い衝しよう撃げきが走って視界が真っ暗になる。

（あ、僕はこれで死ぬんだ）

　なんとなくそのことが理解できてしまう。

　今の衝撃で、恐らく体中の骨がバラバラになったのだろう。手足が自由に動かない。

　冒険はここで終わりなのだ。誰だれも知らないまま、僕の洞窟探険家スペランカーとしての人生はひっそりと終わるのだ。

「は[image: ][image: ]はは[image: ][image: ]」

　薄うすれ逝ゆく意い識しきの中で、僕は自じ嘲ちようするように笑った。

　ここへ来るまでに、随ずい分ぶんな数の亡ぼう霊れいに襲おそわれたことを思い出す。自分もまたあの中の一つとなるのだろう。

　せめて、ここまで持ってきた酸素ボンベやダイナマイトが、ここへやってきた他ほかの洞窟探険家たちの役に立つことを祈りたかった。

　唯一心残りがあるとすれば、地上に残してきたシスターマリアのことだった。

　彼女や、彼女が支えてきた孤こ児じ院いんは一体どうなってしまうのか。結局なんの力にもなれなかった自分が情けなくて仕方ない。

「ごめん。みんな[image: ][image: ]」

　ゆっくりと目を閉じる。

　脳のう裏りに、悲しみに暮れるシスターマリアが思い浮かんでくる。




　やはりそのシスターは、天てん道どうの顔をしていた。






　　　　◆




「おい岸きし嶺みね。目を覚ませ、岸嶺！」

「……はっ!?」

　気付いたとき、岸嶺の目の前にあったのは、シスターマリア……などではなく、制服姿の天道の顔だった。

　さすがに連日のように同じ体たい験けんをしていれば、すぐに状況は理解できた。またあの現象だ。ゲームの世界に没ぼつ頭とうしていたのだ。

「大丈夫か……と訊きくのもなんだな。ノーミスで二面までいけたのは見事だったが、さすがのキミもあの難なん所しよだけはどうにもならなかったようだな」

「まあ、あればかりはやむを得まい！」と、瀬せ名なも同意する。「初プレイであのロープの難所をクリアできるような者は、人間以外の何かだろう。正直、一面の落とし穴を初見でかわしただけでも奇跡だと思うぞ！」

　二人ふたりの言葉で、岸嶺も自分のしていたことを思い出した。

　自分は、初めてスペランカーというゲームをプレイしていて、そして──

「……そうか。死んじゃったんですね、僕」

　残念、という感情は少し遅れてやってきた。

　あの洞どう窟くつの先に、一体どんな財宝が眠っているのか。どんなエンディングが待っていたのか。そのいずれも、知る機き会かいを失ったのだ。

　何より、自分のゲーマーとしての才能を開花させることもできなかった。

　悔くやしさを紛まぎらわすように歯を嚙かみしめる。




「合格だ」




「……へ？」

　何気なく天てん道どうが言った言葉を、岸嶺は危あやうく聞きき逃のがすところだった。

「ご、ごうかく……？　なんのことですか？」

「合格と言ったんだ。キミにはゲーマーとしての才能がある。こういうのも今いま更さらだが、あらためて言おう。どうかこの部に入ってはくれないか？」

「え？　ええええ!?　でも僕、クリアどころか二面で終わったのに……」

　天道はふっと笑った。

「そんなこと、大した問題じゃない。言っておくがこのゲーム、わたしにだってクリアは難むずかしい。せいぜい三面まで進めばいいところだ。ただしキミと違って、ノーミスでは無理だ。やり込み派の瀬せ名な先生なら、どうにかなるかもしれんが」

「まあ私の場合、一晩はかかるがな！」

　瀬名先生はあっけからんと言った。

「そういうわけだ、クリアできるできないなんて気にしないでいい。わたしは入部希望者にスペランカーをプレイさせることで、二つのことを見み極きわめようとしていただけなんだからな」

「二つ、ですか？　一つは分かります。ゲーマーとしての技量ですよね？　じゃあもう一つは……？」

「ゲームへの情じよう熱ねつだ。もちろん、スペランカーをクリアできるほどの技量があるのなら歓かん迎げいだ。だが、より重要なことは、ゲームをクリアすることではなく、ゲームというものにどれだけの情熱を持てるかということだ。確たしかにこのスペランカーは非常に高い難なん易い度どを誇り、ユーザーを選ぶ。しかし、このゲームにもこのゲームなりの面おも白しろさというものがある」

「……分かります。なんだかんだで、やってる間は僕も楽しかったですから」

「そう、そうなのだ！」

　と、瀬名先生が叫んだ。

「君はすでにゲームの楽しみ方を知ってる！　確たしかにゲーマーとしての技量はまだまだかもしれないが、情熱に勝まさる技量などそうはない！　それで充分なのだよ！」

「…………」

　自分が誰だれかに認められたということが、単純に嬉うれしかった。本を読むことで多くの時間を過ごし、誰かと一いつ緒しよに何かをなした経けい験けんのない岸きし嶺みねにとって、それは初めてのことだったのだ。

「どうだろう？　もちろん無む理り強じいはできないが、キミさえよければ、是非入部して欲しいと思っているんだが……」

　他ほかならぬ天てん道どうが自分を必要としてくれる。それだけでも嬉しい。それに、ゲームの面おも白しろさを理解し始めてもいた。

（……あ、あれ？）

　だがそれでも、岸嶺の口から「はい」という言葉はすぐに出てこなかった。

（な、なんで……）

　それどころか、このときに至って急きゆう激げきに熱ねつ意いが冷めてくことに気付く。

　これまで岸嶺は、誰かと長い時間を一緒に過ごしたことも、誰かと何かを成し遂げるといった経験もなかった。今回は確かに天道たちの期待に応こたえられた。だが、次回はどうなるか分からない。どんなに褒ほめられようと、所しよ詮せん自分は昨日きのう今日きようゲームを始めたばかりなのだ。

　瀬名先生も天道も、ゲームが大好きなのだ。そんな二人ふたりの足を引っ張らずにやっていけるのだろうか。もし二人に失望されるようなことがあれば、自分は立ち直れるのか。そんな漠ばく然ぜんとした不安が次々脳のう裏りをよぎる。

　大体、今まで人付き合いを避さけてきた自分が、いきなり他の人と長い時間を過ごせるようになるのだろうか。クラスメイトと話をするときでさえ、未いまだに何を話せばいいのかと迷っているような自分が。

　何よりも、天てん道どうと瀬せ名な先生の関係が気にかかる。天道は確たしかに綺き麗れいな人で、一いつ緒しよにいたいという気持ちはある。しかし、もし天道と瀬名先生が付き合ってるようなことがあれば、自分は完全にお邪じや魔ま虫むしとなるだろう。そもそも、天道が誰だれかと付き合っているところなど見たくもない。

「……どうした？　やはり……その気になってはくれないのか？」

　そう言った天道は、少し悲しそうだった。

　初めて見る彼女の曇くもり顔がおである。

　彼女にそんな顔は似合わない。できれば、笑っていて欲しいと思う。

　そして少なくとも今の自分にはそれができる。はい、入部します──と言えばそれでいいのだ。

　だが、その場しのぎの勢いで入部した結果、皆が後こう悔かいするようなことになったら、と思うとどうしても二の足を踏んでしまう。

「……いえ、その……。ゲームは確かに面おも白しろかったです。でも、僕は読書も好きなんです。もし入部したら、今後は確かく実じつに本を読む時間も減ると考えると……」

　それは完全に言いい訳わけだった。とにかく理由をつけて場をしのごうと考えた結果である。

「……そうか。そうだな、キミにも思い描いていた高校生活というものがあるんだろう。いきなりそれを改めろとは言えないか……」

「まあ待ちたまえ、岸きし嶺みね君！」

　瀬名先生が口を挟んだのは、重たい空気が場を支配し始めたときだった。正直、今ばかりは彼の無む闇やみに明るい性格に救われる思いがする。

「なるほど君には君の事情があるのかもしれん！　だが、ぶっちゃけ、君には入部してもらわないと我わが部はマジでやばいのだ！　この際君の考えはどうでもいいからやっぱり入部してくれないかね!?」

「そ、そんな無む茶ちやな！　そりゃ、事情があるのは分かりましたけど……」

「よかろう、ではこうしよう！　君とてゲームの面白さは多少なりとも知ったはずだろう？　それゆえ仁に井い谷たにくんのように、仮入部ということにしてみないかね!?　そうすればこの部室への出入りは自由だ！　これまで通り図と書しよ館かんに籠こもったっていいし、気が向けばアンチャーテッドやスペランカーの続きをやりに来てもいい！」

　それは岸嶺にとって魅み力りよく的てきな申し出だった。優ゆう柔じゆう不ふ断だん、その場しのぎというべきかもしれないが、形はどうあれ考える時間があるのはいい。

「分かりました、そういうことなら……仮入部させてください」

「うむ、よく言ってくれた！　ようこそ、伊い豆ず野の宮みや学園現代遊ゆう戯ぎ部ぶへ！　仮であろうとなんだろうと、君の入部を歓かん迎げいしようではないか！」

　瀬せ名な先生は豪ごう快かいに言った。

　しかし対照的に、天てん道どうの顔は優すぐれなかった。

「ちょっと待て、二人ふたりとも。仮入部？　そんな中途半端な結けつ論ろんでいいのか？」

　その言葉はグサリと岸きし嶺みねの胸に刺さった。確たしかに、問題を棚上げしようとした結果の判断だったからだ。

「事を急せいても仕方ないと言ったのはきみだろう天道くん！　まずは時間を置いてみようではないか！」

「……確かにそうですが……。仁に井い谷たにのときとは状況が違います。うやむやな形で部活動など続けても、お互いのためにならないと思いますが」

「もちろん岸嶺君には是非その気になってもらいたい！　だからこそ少し時間を置いて、彼に考える時間を与えるべきだろう！　それに、これが皆にとって一番いい方法ではないか！　我が部は仮とはいえ男子の新入部員が入って一応の面めん目もくが立つ！　岸嶺君にとってもゲームに触れる場所ができるのだからな！」

「む……。それもそうか……」

「あの、すいません。僕も優ゆう柔じゆう不ふ断だんで……」

　申もうし訳わけなくなって思わずそう口にする。すると、天道は慌あわてたように、

「ああいや、キミが気にすることじゃない。そうだな、元はといえば、わたしたちがキミを強引に連れてきたんだしな。今はキミがゲームに多少なりとも興きよう味みを持ってくれたことを喜ぶべきだろう」

「は、はあ……」

　確かに、こんな成り行きでいいんだろうか。相変わらずそんな不安は胸中を占めていたが、とにかく岸嶺も今は時間を必要としており、それ以上何も言えなかった。

　かくして、紆う余よ曲きよく折せつあったものの、岸嶺は人生十八年目にして初めて部活に所属することとなる。
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　その日の朝は、通学途中で日くさ下か部べと出会わなかった。

　まあどこかルーズそうに見える日下部のことである。今まで連日のように会えていたのがむしろ偶ぐう然ぜんの賜たま物ものだったのかもしれない。

　やはり登校するときぐらいは一人ひとりの方が気楽ではあったが、その反面、一人でいると色んなことをクヨクヨ考えてしまうのが難なん点てんだった。

「そういえば、今日きようから図と書しよ館かんじゃなくて部室に通うことになるのかな？」

　今日の悩みはそれだった。

　仮入部の身だし、部に出席する義務があるわけではない。それでも、初日ぐらいは顔を出すべきなのだろう。天てん道どうを失望させないためにも。

　とはいえ、どうも違和感があった。放ほう課か後ごに通う場所といえば小学生のときからいつも決まって図書館だったのだ。それは二年間の高校生活でも変わらず、残り一年も常に一人、本を友人としてマイペースに過ごすと思っていた。

　その日常が、今日から変わるかもしれないのだ。

（こんなことになるなんて、想像もできなかったなあ）

　別にその変化が嫌いやというわけでもない。ゲームというものに興きよう味みは持ち始めている。これまでにプレイしたスペランカーやアンチャーテッドをもっとやってみたい、あるいはもっと色んなゲームをやってみたいという欲求もあった。それに、部にはあの天道がいる。彼女が瀬せ名な先生のことをどう思っているのかということはこの際置いておくとしても、彼女のような人と長い時間接することができるというのはなんとなく嬉うれしい。

　ただ、いつまでも仮入部という形でいても、彼女の失望を買うだけだろう。一方で、自分が本当に部の力になれるのかという疑問も尽きず、正式に入部するかの決心は未いまだつかなかった。

　つくづく、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな自分が嫌になる。

「あ、あ、あ、あの……岸きし嶺みね先せん輩ぱい……ですよね？」

　不意に自分の名を呼ばれる。どこか朗ほがらかな、しかし怯おびえきったその声には聞き覚えがあった。

　振り返ると、予想通り現代遊ゆう戯ぎ部ぶの仮入部員、仁に井い谷たにの姿がある。

　意外だった。まさか通学途中で、しかも男が苦にが手てな彼女から声をかけられるとは思いもしなかった。

「あ、お、おはよう、仁井谷さん」

　そもそも、通学途中で女子に声をかけられた経けい験けんすらない。思わず上ずった声で挨あい拶さつする。

「あの……すいません、突然。車の中から先輩を見かけたので、ご一いつ緒しよしたいと思いまして……」

　まさしく子犬のようにおどおどと、仁に井い谷たには言った。

　彼女の向こう側に、一台の車が止まっているのが見える。ベンツでこそなかったが、運転席に座っていた大男は、明らかにこちらを睨にらみつけていた。妙なことしやがったらタダじゃすまさねえぞ、とその目が言っている。

　いささか気は引けるが、明らかに仁井谷は無理して話しかけてくれたのが分かる。その気持ちを無む下げにはできなかったし、大体女の子の頼みを断るような度胸もない。

「ぼ、僕は別にいいけど……」

　できるだけ運転手の方を見ないようにして答える。

「ど、どうもありがとうございます。そ、それでは……」

　二人ふたり一いつ緒しよに学校へ向かう。もっとも、仁井谷は三歩ばかり離はなれていたので、遠目に見ても一緒にいるようには見えなかったかもしれない。

　岸きし嶺みねとしては不ふ思し議ぎな心境だった。

　仁井谷の方からこんな提案をしてくる理由が分からなかったし、成り行きとはいえ、まさか女の子と一緒に学校に行く日が来るとも思わなかったのだ。付け加えれば、後ろから音も立てずに付いてくる車の存在も恐ろしい。

「あ、あの、仁井谷さん？」
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　いつまでも黙だまってもいられず、ついに岸きし嶺みねは勇気を振り絞って訊たずねた。

「は、はい!?　な、なんでしょうか？」

「ど、どうして僕なんかと、その、一いつ緒しよに登校しようなんて思ったの？　あ、いや、別に迷めい惑わくとかそういうわけじゃないんだけど、ほら、仁に井い谷たにさん……いや、伊い豆ず野の宮みや学園の女子って、みんな男が苦にが手てそうっていうか……」

　必死に言葉を選ぶ。

「あ、その……。仰おつしやる通りです、わたしも未いまだにクラスの男子と会話したことがなくって……。でも、それじゃいけないって思ってるんです。もう伊豆野宮学園は共学になったんですし。それにわたしは生徒会の一員なんですから、天てん道どう会長みたいに率先して男性とも普通に接することができるようなりたいって思って……。あ、す、すみません！　わたし、失礼なこと言ってるかも……」

「いや、大丈夫だよ。そういうことならいくらでも利用してくれて構わないから」

　ようするに自分は、異性への抵抗をなくすための実じつ験けん台だいにされたということなのかもしれない。だが、腹は立たなかった。彼女も彼女なりに頑がん張ばっているのは瞭りよう然ぜんだったし、その努力を笑うことなどできない。

　それに、異性に免めん疫えきがないというのは岸嶺も似たようなものなのだ。

「そ、そういえば、天道さんって僕や瀬せ名な先生にも普通に接してるよね？」

「あ、はい。そうですね」

「あの人もずっと女子校育ち……なんだよね？　なんで大丈夫なんだろう？」

「あ……わ、わたしも同じことを思って、会長に訊きいたことがあります。ご存じですか？　会長の誕たん生じよう日びって、四月二日だそうなんです」

「へえ。いや、それは知らなかったけど……」

「四月一日だと早生まれになってしまうので、四月二日生まれの人はいつも学年で一番早くお姉ねえさんになるんだそうです。だからわたしはいつもみんなのお姉さんとして頑がん張ばらないといけないんだ……って、そう仰ってました」

　思わず岸嶺は笑ってしまった。

　そんな子供っぽい理由で、教師にドロップキックまでするようになったのかと思うと、ついおかしくなってしまったのだ。

「なんか会長らしいね」

「ええ、本当に」

　仁井谷も笑った。

　そして、お互いはっとする。なんとなくいい雰囲気のようになってしまったことが、お互いに少し恥ずかしかったのだ。

「そ、そういえば──」

　と、今度は照れを隠すように仁に井い谷たにが話を振ってくる。

「岸きし嶺みね先せん輩ぱいは現代遊ゆう戯ぎ部ぶに入部することになったのでしょうか？」

「え？　あ、いや、まだ迷ってるんだ。もう少しぐらいゲームをやってみたいとも思ってるんだけど……」

「そうなんですか？　最近の男性って、ゲームがやれるって言われたらみんな喜ぶって思ってましたけど……」

「多た分ぶん、それが普通で僕が少数派なんだと思うけど。あ、でもその割には現代遊戯部に男子の部員っていないよね？　一応、高等部全体で二十人ぐらい男子もいるって聞いたけど……。やっぱり入部条件が厳きびしいからかな？」

「あ、それは多分……」

　言いかけて、仁井谷は口ごもった。

　それはつまり、何かよくない理由があるということだった。

「な、何かあるの？　ひょっとして……瀬せ名な先生？」

「……ええ。だと思います。やっぱりみんな、あの先生とはあんまり関かかわりたくないって思ってるみたいで……」

「あー」

　それだけでなんとなく頷うなずけてしまうところが恐ろしい。

　何せ「声せい優ゆうと結婚したくないかね？」と真顔で訊きいてしまう人なのだ。岸嶺自身、拉ら致ちされることさえなければ決して近づこうとはしなかっただろう。

「なんであんな人が先生なんてやれてるんだろ？」

「その、物理の世界ではすっごく有名な先生なんだそうです。物理なんて面おも白しろくない授業の筆ひつ頭とうみたいな感じですけど、瀬名先生の授業は分かりやすいって評判ですし。ノーベル物理学賞を取る寸前だって噂うわさもあるぐらいで……」

「……そ、それは凄すごいね」

　天は二物を与えずという言葉が思い浮かぶ。多た分ぶん、物理の才能の代わりに、人格の方は少しベクトルの方向を間違えてしまったのだろう。

「あと、雰囲気の問題もあるんだと思います」

「雰囲気？」

「うちってガチガチのお嬢じようさま学校じゃないですか。ゲームはもちろん、カラオケとかボーリングもやったことのない子も多いんです。だから、そういうのが好きって言いい辛づらい雰囲気があるみたいで……」

「へ、へえ」

　ゲームにいろカラオケにしろ、庶しよ民みん的てきな娯楽というイメージはある。お嬢さまばかりの伊い豆ず野の宮みや学園だと、そういったものには近ちかづき難がたいのかもしれない。

「でも、だとすると天てん道どうさんってなんで現代遊ゆう戯ぎ部ぶに入ってるのかな？　男子の居場所を作るためって話は聞いたんだけど……」

「え？　ご存知ないんですか？」

　なぜか仁に井い谷たには狐きつねに化かされたようにきょとんとした。

「うん？　どうかした？」

「あ、いえ、その……」

　今度は考え込む素振りを見せる。

「……そ、そうですよね、入部したばかりなら知りませんよね……。会長には秘密にするよう言われてるんですけど……でも、部員になるなら岸きし嶺みね先せん輩ぱいも知っておくべきですよね」

「ど、どういうこと？　一体なんの話？」

　問いかけると、仁井谷はしばらく黙だんまり込んだ後、何か決意を秘ひめたような顔をして言った。

「ええと……今日きようの昼休みの……できれば十二時五十分ぐらいがいいです。瀬せ名な先生にお願ねがいして鍵かぎは開けてもらっておきますから、こっそり視し聴ちよう覚かく準備室に行ってみてください。視聴覚準備室と、隣となりの第二視聴覚室が繫つながっているのは知ってますよね？　そちらのドアから、できるだけ音を立てないようにして入ってください。少々の音なら多分気付かれないはずですけど」

「……ようは忍びこめってこと？　なんだってそんなことを……」

　問い返すと、どういうわけか仁井谷は少し楽しそうだった。

「それは行って見てのお楽しみです。きっと会長の秘密が見られますよ」

「へ、へえ……」

　誰だれかの秘密を盗み見るというのは、あまり褒ほめられたことではない。しかし、天道の秘密が見られると言われれば、どうしても興きよう味みが湧わいてくる。

　そうこうしている内に、いよいよ学園が見えていた。と同時に、仁井谷が妙にそわそわとし始める。

　その理由はなんとなく分かった。

「そ、そろそろ別々に行った方がいいかな？　クラスメイトの目もあるだろうし、男と一いつ緒しよに登校してるところとかあんまり見られたくない……よね？」

　仁井谷は、安あん堵どしたような、残念そうな、それでいて申もうし訳わけなさそうという複雑な表情をして見せた。

「あの……そ、そうして頂けると……。す、すいません、わたし凄すごくひどいことしてますよね……」

「あ、い、いいんだよ！　お互い立場もあるし……。僕だって仁井谷さんの立場だったら、色々考えるだろうし。じゃあ僕、先に行くから！」

「あ、でもあの！」

　歩を速めようとする岸きし嶺みねの背に、再び仁に井い谷たにの声がかかる。

「あの、岸嶺先せん輩ぱいってすごく話しやすくて、わたしも楽しかったです。あの、また機き会かいがあったら……ご一いつ緒しよしてもいいですか？」

「え……。あ、ああ、うん」

　思わぬ言葉に、適当な返事しかできない。

「よかった。それでは、また」

　仁に井い谷たには嬉うれしそうに笑って小さく手を振った。

「…………」

　何も言えず、岸嶺は今度こそ足早に学園へと向かった。

　一緒にいて楽しかった。機き会かいがあったらまた一緒にいたい。そんなことを言われたのは、みやびちゃんを抜かせば人生初めてである。

　別に好意を向けられているわけではない。それどころか、ただ話しやすい相手と言われただけだ。だが彼女のような可愛かわいらしい後こう輩はいに、少しでも喜んでもらえたことは純粋に嬉しかった。

　この学園に転入したことを、だいぶ感かん謝しやし始める岸嶺だった。
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　かくして、その日の昼休み。

　日くさ下か部べの話題に必死に付き合いながら弁当の昼食を終え、時計とけいの針が十二時五十分を差したころ、岸嶺は「ちょっとトイレに行ってくるよ」と言い残して教室を出た。

　他人の秘密を覗のぞき見るという行為にはやはり抵抗があったが、仁井谷がわざわざ教えてくれたことでもあるし、何より天道のことをもっとよく知りたいという欲求を抑えるのは困難だった。それに、よほど都つ合ごうの悪い秘密だったら、天道のファンであるらしい仁井谷が教えてくれることもなかっただろうとも思うのだ。

　階段を下り、二階へ。この階に、第一、第二視し聴ちよう覚かく室しつとそして現代遊ゆう戯ぎ部ぶの部室こと視聴覚準備室がある。

　まず、言われた通り第二視聴覚室へと入る。鍵かぎは掛かっていなかった。そのまま並んだ机の間を通り抜け、視聴覚準備室へ繫つながる奥のドアへと向かう。

「忍び込めって言ってたな……」

　つくづくなぜそんなことをする必要があるのかは疑問だったが、今いま更さら逆さからう気にもなれない。ドアをできるだけゆっくりと押し開ける。

　視聴覚室はその部へ屋やの性質上、完全防音だ。そのためだろう、ドアがわずかに開いた途と端たんに中から何かの音が聞こえてくる。

　妙に古ふる臭くさい電子音だ。聞き覚えがあった。つい昨日きのう聞いたばかりだったからである。

　スペランカーのＢＧＭだった。

　どうやら誰だれかがファミコンをやっているらしい。一体誰が──と岸きし嶺みねは静かにドアの向こうへと体を滑すべりこませた。

　機き材ざいの詰まったラックの陰に身を隠しながら、こっそりと中を窺うかがう。

「あ」

　中でファミコンをしていたのは、天てん道どうだった。

　考えてみれば不ふ思し議ぎでもなんでもない。この部室でゲームをやる人など、部員以外に有り得ない。瀬せ名な先生でなければ天道しかいないだろう。

（ひょっとして、天道さんの秘密ってこのこと……？）

　天道は、まさに一心不乱にゲーム画面に見み入いっていた。なるほど、忍び込むに当たって、少しぐらい音を立てても大丈夫と言われた理由がよく分かる。あれだけ集中していれば、たとえ話しかけても気付かないかもしれない。

「……それにしても、楽しそうだなぁ」

　岸嶺の知っている天道は、いつも凜り々りしくてキリっとしていた。それが今は、ものすごく豊かな表情をしていた。時には楽しそうに、時にはうっとりしたように、時には怒ったように。

　まるで子供が無む邪じや気きに遊んでいるようだった。見ているだけでこっちまで楽しくなってくる。

（そうか）

　仁に井い谷たにが何を伝えたがっていたのかを、ようやく理解する。

（天道さんって、純粋にゲームが好きなんだな）

　学園のため、男子の居場所を作るため。表向きはそういうことにしているのかもしれないが、ただ単に彼女自身がゲーム好きなのだ。

　ここは日本有数のお嬢じようさま学校であり、そして天道はその学校の生徒会長でもあるのだ。いくら世界でゲームが流は行やっているとはいえ、彼女のような立場にあれば、ゲームなどあまりおおっぴらにできないのかもしれない。だからこそ、彼女は現代遊ゆう戯ぎ部ぶの設立に協力し、自ら籍せきを置き、こうやってこっそり遊んでいるのではないか。

　もっとも、そうだとしても非ひ難なんする気にはまったくなれなかった。それほどに彼女はゲームを楽しそうにプレイしていたからだ。

　自分が正式に入部する理由が、一つだけあるような気がした。彼女の大好きな部を存続させるため。それだけでも、入部する価値はあるかもしれない。

　それに、もう一つ岸嶺にとっては嬉うれしい事実があった。彼女がゲーム好きという理由でこの部に在籍しているということは、少なくとも瀬せ名な先生とはなんの関係もないことになるではないか。

　と、岸嶺が考え込んでいたときである。

　天道が興こう奮ふんしたように声を上げたのだ。

「くっ、ファッ○ン・ゴーストめ！　このタイミングで出てくるとは！」

（…………へ？）

　ふと今、とんでもない言葉を聞いたような気がした。

　だが、この場にいるのは自分と天てん道どうだけである。

（き、聞き間違い……だよな。そうだよね）

　いつも冷静そうで、凜りんとして綺き麗れいで後こう輩はいにも慕したわれていてるあの天道が、まさかファッ○ンなどという単語を口にするわけがない。

（そ、そうだよ。間違いない、僕の聞き間違いだったんだ）

　よりにもよってそんな品のない単語を聞き違えるなど、彼女に対して申もうし訳わけない。心の中で土ど下げ座ざする。

　キンコンカンコンという鐘かねの音が鳴なり響ひびいた。

　予よ鈴れいだ。あと五分で五時間目が始まる。

　岸きし嶺みねは別の不安を抱き始めていた。天道はあれだけゲームに熱ねつ中ちゆうしている。ちゃんと予鈴に気付いているのだろうか。ゲームに熱中していて遅ち刻こくした、なんてことになれば彼女の立場もないだろう。覗のぞき見みしてたのがバレることを覚悟で、声をかけるべきなのかもしれない。

　だがその心配は杞き憂ゆうだった。

「ふう、ここまでか……」

　すごく残念そうな呟つぶやき声ごえが聞こえてくる。

　さすがは天道生徒会長というべきか、あれだけ集中していてもチャイムの音は聞きき逃のがさなったらしい。物もの凄すごく残念そうな顔をしてコントローラを置き、ファミコンの電源を落とす。

　よかったと安あん堵どしつつも、ここを出て行くタイミングを逸いつしたことに岸嶺は気付いた。天道がゲームに集中していたときならともかく、今ドアを開け閉めすれば、間違いなく気付かれるだろう。

（ま、いっか。天道さんも片付けが終わればすぐに出て行くだろうし）

　しかし、岸嶺のその推測は誤りだった。

　どういうわけか、天道は片付けを終えても、すぐに部室を出て行く様よう子すがなかった。

　一体どうしたんだろうかと、岸嶺はラックの隙すき間まから様子を窺うかがった。




　天道が、ブレザーの制服を脱いでいた。




（え──）

　心しん臓ぞうを直接殴られたようなショックを受ける。

　ただ上着を脱いでいるだけなら、ゲームをやっていて暑くなったと解釈することもできただろう。だが、続いて天道はリボンをするりと解ほどき、真っ白なブラウスのボタンを一個一個外していったのである。

「…………」

　目の前で起こっていることは、岸きし嶺みねにとってあまりに非現実的だった。まるで脳が考えることをやめてしまったように、彼女が何をしているのか、まったく認にん識しきできない。

　その間にもボタンをすべて外した天てん道どうは、とうとうブラウスを脱ぎ去っていた。

　白いブラジャーと、その白さに負けないような純白の柔肌が露あらわになる。

[image: ]

（うわあああああああああああああ！）

　あの天道が、スカートとブラジャーだけになっている。

　読む本といえば活字だけ、未いまだにアダルトチックな本の類たぐいすら見たことのない岸嶺に、その光景はあまりに衝しよう撃げき的てきだった。

　自分は見てはいけないものを見ている──と、反射的に目を逸そらす。しかし、今しがた目にした白い素肌は、すでに岸嶺の網もう膜まくに焼きついて離はなれなかった。

　絹のようなすべすべで白い肌。ほっそりとした二の腕。華きや奢しやな肩。折れそうなほどに締しまったウエスト。一いつ瞬しゆん見ただけだというのに、その綺き麗れいな体が細部にわたって再現できてしまう。そして、何よりも目を引かれたのは──

（あ、あれが着き瘦やせっていうのかな）

　もともと天道はスレンダーな方で、そのせいかあまり胸の起伏は目立っていなかった。しかし、さきほど目にした純白のブラジャーに包まれた胸は、制服の上からは想像ができないほど豊かな曲きよく線せんを描いており、くっきりと谷間ができていた。しかも柔らかさを強きよう調ちようするように、天てん道どうが少し体を動かすだけでふるふると揺れていたのだ。

（い、いけないいけない！）

　岸きし嶺みねは今見たことを忘れようと、強く目をつぶって首を左右に振った。

　盗み見など絶対によくないことだ。バレてるわけじゃないんだからいいじゃないか、と心の中の悪あく魔まが囁ささやきもしたが、このような状況では必ず理性の方が勝つのが岸嶺だった。

　しかし、目を閉じても、いや、目を閉じて余計なものを見ずにいたからこそ、天道の真っ白な肢し体たいが脳のう裏りに浮かんで離はなれない。

　しかも目を閉じても、耳から入ってくる音は止めようがなかった。しゅるしゅるという衣きぬ擦ずれの音。今度はスカートを脱いでいるのかもしれない。そう想像するだけで、いよいよ頭がおかしくなりそうだった。

　だが幸いというべきか、どんな悪夢の時間も決して無限ではなかった。

「よし、いくか」

　天道がそう呟つぶやいたのが聞こえたのだ。

　どうやら着替えは済んだらしい。やれやれと、岸嶺は目を開けた。

　なんとも申もうし訳わけない気持ちで、そしてもう大丈夫だろう、などと本人もよく分からない理由をつけて──さらには若じやつ干かんの期待をも込めて──天道の様よう子すを窺うかがう。

（うわっ……）

　また声を上げそうになる。顔が熱あつくなるのを感じる。

　確たしかに着替えは終わっていた。しかし、やはり見てはいけないものを見てしまった気になる。

　天道が、ブルマ姿になっていた。

　細くて長くて白くて、遠目に見ても滑なめらかそうな天道の脚が、太ももまで露あらわになっていた。

（で、伝説は本当だったんだ……！）

　ようするに、天道の次の授業は体育で、ここで着替えをしていたのだ。

　それはただの一昔前の体たい操そう着ぎである。だが、スタイルのいい天道が身に着けると、見ているだけで何か自分が罪を犯しているような気になってくる。

　紺こん色いろのブルマに包まれた形のよいヒップ。そしてそこから伸びる細い脚は、紺色のブルマが引き立て役となって純白さが際きわ立だち、しかも絹のようにすべすべで柔らかそうだった。

（あ、あれが……日くさ下か部べがあんなに恋しがっていた……）

　なるほど、実際にこの光景を目にすると、あれだけ女子と体育をしたがっていた男子たちの気持ちも少し分かる。

　と、岸嶺が悶もん々もんとしている間に、天道は部へ屋やを出ていった。その後ろ姿がまた綺き麗れいで目が離せない。

「ふう……」

　彼女の出て行ったドアが閉まったところで、ようやく岸きし嶺みねは安あん堵どした。

　体育の授業で男子と女子が完全に分けられている理由がよく分かった。あれは、男に見せるべきものではない。いや、叶かなうことなら何度でも見てみたいが、やっぱり見てはいけない気がする。

　いずれにせよ、もうすぐ五時間目が始まってしまう。未いまだ胸の高鳴りと心の動揺を抑おさえきれないまま、岸嶺は自分の教室に戻った。
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　そして、放ほう課か後ご。

「なんか、妙な気分だ……」

　岸嶺は一人ひとり呟つぶやいた。

　もちろん昼休みの出来事が原因だった。あのとき目にした天てん道どうの白い柔肌のことについてはどうにか忘れようとしていたが、この後彼女に会ったとして、平静を保っていられる自信はなかった。

　とはいえ、仮入部員としての第一日目をサボりたくはない。やむなく岸嶺は視し聴ちよう覚かく準備室へと足を踏み入れた。

「おう、岸嶺君ではないか！　よく来たな！」

　即座にそう出迎えたのは、椅い子すに悠ゆう然ぜんと腰かけた瀬せ名な先生だった。ただ、部室を見回しても天道の姿はない。

「あれ？　天道さんは？」

「さあな。ま、彼女は生徒会長だからな、遅れてくることは珍しくない。そのうち来るだろう。どうした、そんなところで突っ立ってないで入りたまえ！」

「は、はあ」

　おずおずと部室へ足を踏み入れる。

「そういえば、昼休みはここに来てみたのかね!?」

「へ？」

　一いつ瞬しゆん、瀬名先生がなんのことを言ってるのか分からず、返事に詰まる。

「へ、ではあるまい。なんだ、見ていないのか？　天道くんの秘密を」

「あ、ああ、ええ、はい。でも、どうして瀬名先生がそのことを……？」

「仁に井い谷たにくんに頼まれたからだよ！　第二視聴覚室の鍵かぎを開けておいてくれと！」

「ああ、そういえばそういうことになってましたね……」

「とにかく、これで君も分かっただろう!?　天道くんは表向き隠してはいるが、実は極度のゲーム好きなのだよ！」

「あ、やっぱりそうなんですか」

「やっぱりも何も、君も見たのだろう？　寸すん暇かを惜しんでゲームをしてる彼女の姿を」

「え、ええ。そうです、ゲームに熱ねつ中ちゆうしている天てん道どうさんの姿、確たしかに見ましたよ」

　正せい確かくに言えば、それ以外の姿も。

「そ、それにしても天道さんって、いつも昼休みにああやってゲームしてるんですか？」

「毎日というわけではないが、割とやっているな！　特に、昨日きのう一昨日おとといと君がゲームするところばかり見せられていたからな！　そろそろゲーム欲求が高まっていたのだろう！」

「そ、そうだったんですか」

　知らなかったこととはいえ、自分は彼女のゲームをプレイする機き会かいを奪うばっていたということになる。少し申もうし訳わけない気になる。

「だとしても、学校で、しかもあんな風に人目を憚はばかるようにゲームしなくてもいいと思うんですけど」

「その辺あたりの事情は私もよく分からん。だが、想像はつくのではないかね？　たとえば彼女はこのお嬢じようさま学校の生徒会長だ。それに、彼女の実家もどこの時代の貴族かと言わんばかりの豪ごう家かであるらしくてな。ゲームがどれだけ流は行やっていようと所しよ詮せんは大衆文化だ、それをおおっぴらに遊んでいる姿は見られたくないのだろう」

　仁に井い谷たにから聞いた話とも大体合がつ致ちしていた。

「だから天道さんはこの部の設立に積せつ極きよく的てきに協力して、今も部員として在ざい籍せきしてるんですね？　堂々とゲームできる場所を作りたくて……」

「恐らくな！　ちなみに、彼女は現代日本文化の大ファンでな！　ゲームだけではなく、アニメのＤＶＤを見ていたこともあったほどだ！」

「へえ。そういうのも好きなんですか、あの人」

「そうだとも！　でなければ『この中に何々できる新入生がいたら放ほう課か後ごわたしところに来なさい』なんて挨あい拶さつができるわけがない。ハルヒのパクリだろう、あれは！」

「……はあ」

　よく分からないが、ようするに何か有名なアニメの台詞せりふらしい。

「そうそう！　言い忘れていたが、五時間目に体育があるときなど、彼女はこの部室で着替えをするそうだ。彼女は生徒たちの信望厚い生徒会長だ、昼休みが終わる直前になって更衣室に駆かけ込み、手早く着替えるような品のないことはできないらしくてな。だから君も昼休みにここへ入るときは気をつけるように！」

「…………」

　手遅れです、そういうことはもっと早く教えてください──とはもちろん言えるわけもない。

「あの、天道さんのクラスの時間割なんて知りようがないんですけど……」

「おお、それもそうだな！　ま、おいおい教えよう。と、待てよ？　確たしか今日きようこそ天てん道どうくんのクラスは五時間目が体育だったような……？」

　思わずドキリとする。

　そんな岸きし嶺みねの心情を慮おもんぱかったのかどうかは分からなかったが、瀬せ名な先生は眼鏡めがねをかけ直すと自分から話を変えた。

「まあいい、そんなことより本題に入ろう！　どうだね、一晩経たったが、正式に部員になる決心はついたかね!?　私は急がせるつもりはないが、天道くんなどはあの性格だからな、結けつ論ろんは早い方がいいだろう！」

　話が変わってくれたことに安あん堵どするものの、その質問もやや答こたえ辛づらかった。

「はあ。正直、迷ってます。もう少しぐらいゲームをやってみたいとも思ってるんですけど……」

「はっはっは、やはりまだ迷ってるのか！　君もよくよく考え込む性格だな！」

　まったくその通りで反論の一つもできない。

「よし、ならば一つタメになる話をしてやろう！　私はな、他人の生き方を否定するつもりはない。だが、高校生活は人生で三年しかない貴重な時間なのだ！　それを読書だけで過ごすのは、いささかもったいないとは思わないかね!?」

　さすがに自分の趣しゆ味みをもったいないなどと言われては、少しばかり憤いきどおりを覚える。

「い、いいじゃないですか、人それぞれでしょう？　誰だれに迷めい惑わくかけるわけでもないですし」

「いや、言っておくが君のしようとしてることは間違いなく迷惑をかけるぞ！」

「だ、誰にですか!?」

「誰あろう、将来の君にだ！」

　予想だにしない返答に、思わず呆あつ気けに取られる。

「ど、どういうことですか？　僕が将来どうなるかなんて、先生にも分からないと思いますけど……」

「いや、分かるな。いいかね、たとえば文系の男女共同の部活というものは、男女が一いつ緒しよに長い時を過ごせる人生最初で、下へ手たすると最後の機き会かいなのだぞ！」

「じ、人生最初で最後!?　ちょっと大げさじゃないですか？　大体、この学校じゃどこにだって女子は大勢いますし」

「いや甘い！　確かに君のクラスにだって女子は大勢いるだろう。だが、男女比率一対十五という現在の状況では、とても男子から女子に声をかけることなどできん。それは君も薄うす々うす気付いているはずだ！」

「はあ、それはまあ。っていうか、僕の入部の話から、なんで女子がどうこうって話になってるんでしょう？」

「いいから黙だまって聞きたまえ！　君とて異性の話題に興きよう味みがないわけではあるまい!?」

「……べ、別にそんなことは」

　否定しきれなかった。

　男として、興きよう味みはもちろんあった。だがそれを素直に認めてしまうのは、なんとなく品がないというか、みっともないという感じがしてしまうのだ。

「大体、クラスの女子ともなれば毎日強制的に顔を合わせることとなる！　仮に何かきっかけがあって彼氏彼女の関係になれたとして、万が一破局でもしてみたまえ！　翌日から君は元カノのいる教室で極きわめて気まずい思いを味わうこととなる。しかし、部活動ならば問題ない。いざとなったらやめてしまえばいいのだからな！」

「はあ……」

　瀬せ名な先生が最終的に何を言いたいのかは今ひとつ分からなかったが、なんとなく言っていることは説得力があるような気がした。事実、クラスメイトの日くさ下か部べがこの学園に転校を決めた理由は、その辺あたりにあるらしいのだ。

「でも、別に高校じゃなくて大学に行ったって会社に入ったって、女性はいるでしょう」

「もちろん、異性と接する機き会かいならば今後いくらでもあるだろう！　しかし高校時代に異性とロクに口をきいたこともないような人間では、大学に行こうが社会に出ようがまともに話をすることなどできん！」

「き、決め付けなくてもいいじゃないですか。偏へん見けんですよ、そんなの」

　しかし、否定はできなかった。

　岸きし嶺みねも朴ぼく念ねん仁じんではなく、女の子と付き合ってみたいかと問われれば、とてもノーとは言えない。天てん道どうに憧あこがれてるのは事実だったし、本の中のような情じよう熱ねつ的てきな出会いが自分にもあるのではと、密ひそかに期待することもある。この伊い豆ず野の宮みや学園に入学した理由は、この環かん境きようならば一人ひとりでいても浮くことがないだろうと考えたからだが、大勢女子がいれば、一人ぐらい読書好きなガールフレンドもできるのではないか──そう考えたことがないと言えばウソになる。

　ただ、自分から異性に話しかけられる勇気があるかと言われれば、もちろんノーだ。そしてそんな生き方が、今後大学生や社会人になったら変えられるかと問われれば、それもまたノーという気がする。

「つまりはそういうことなのだよ！　もし今君が我わが部に入らなければ、君は将来彼女もおらず結婚もできず、一人寂さびしい余生を送った挙句に無む縁えん仏ぼとけとなって公共墓地に埋まい葬そうされるというわけなのだよ！」

「た、たかだか高校の部活からそこまで話が飛ぶんですか……？」

「ああ飛ぶとも！　高校で経けい験けんすることというのは、その後の人生にそれだけ大きな影えい響きようを与えるものだよ！　ぶっちゃけ岸嶺君、君は天道くんのことをどう思っているかね？　あれなどは性格や趣しゆ向こうはともかく、充分美少女の類たぐいに入るだろう。この学校では珍しく男を苦にが手てにしないタイプだし、あれと毎日一いつ緒しよに過ごせて話の一つもできれば、それだけでも君にとってプラスになるだろう！　付け加えるならば、天てん道どうくんには彼氏もいないし、そもそも異性と付き合ったこともないらしいぞ！」

「…………」

　思わず言葉に詰まる。自分が、天道のことをどう思っているのか。それはなぜか聞かれるだけでも恥ずかしかった。

「そ、そういう瀬せ名な先生こそどうなんですか！　天道さんのことを美少女だって言うぐらいなら、先生も何か思うところがあるんじゃないんですか？　この部室じゃ今まで二人ふたりっきりだったわけですし！」

　論ろん点てんがずれていることを承知で強引にまくしたてる。天道がこの部にいるのは、単純にゲームがしたいから──というのはなんとなく分かったが、一〇〇％そうだと言いきれるわけではないし、瀬名先生の方が彼女をどう思っているかもまた別だった。考えてみれば教師と生徒が恋愛関係になるなど、この学園では有り得ないとも思うが、瀬名先生も有名な人ではあるらしいし、外見だけを見れば背も高くてわりとハンサムなのだ。確たしかめられるものなら確かめておきたかった。

「私が!?　天道君と!?」

　瀬名先生は、一いつ瞬しゆんキョトンとしてから笑い出した。

「はっはっは、安心したまえ岸きし嶺みねくん。教師と生徒という関係を抜きにしても、私と彼女が付き合うなんてことは、天と地がひっくり返っても有り得ないのだよ！」

「な、なんでそう言い切れるんですか？」

　問い返す岸嶺に瀬名先生はふっと小さく笑ってから大声で告げた。




「だって、彼女は声せい優ゆうではないではないか！」




「……いや、そんなこと自信満々に言われても」

　心の奥で少しだけ安あん堵どする一方、相変わらずこの人は分からない、と歎たん息そくする。

　声優。この人と会話をしていると、時々その単語が出てくる。

　ひょっとして答えをはぐらかされているのではないかとも思うが、瀬名先生の無意味に真剣な顔を見る限り、冗じよう談だんには聞こえない。何しろ、婚こん姻いん届とどけを持ち歩いている人なのだ。

「あの、部活紹介のときも言ってましたけど、なんでそんなに声優にこだわるんですか？」

「私こそ分からんな、なぜそこに疑問を差し挟む必要があるのだ!?　いいかね、人間の本質というものは、必ず人の表面に滲にじみ出てくるものだ！　たとえば雰囲気、たとえば顔つき、そしてもちろん声にもだ！　その説からすれば、素す晴ばらしい声の持ち主である声優こそ伴はん侶りよとするに相応ふさわしいということになるではないか！」

「……はあ。まあ、個人の趣向は人それぞれでしょうけど……」

　多少、分からないでもなかった。たとえば、天てん道どうの声などは聞いていて実に心地ここちよい。そういう綺き麗れいな声の異性が傍そばにいて励ましてくれるようなことがあれば、何があっても耐えられそうな気はする。

「大体だな、私がこの学校で教師を務める気になったのもそのためなのだぞ？」

「え……。つまり、この学校は女子ばかりだから、将来声せい優ゆうが生まれるかもしれないってことですか？」

「いや、違う。芸能科があるからだ！　将来どころか、今日きよう明日あしたにでも教え子に声優が生まれる可能性があるではないか！」

「そ、そんな動どう機きで……」

　さすがに付いていけなくなる。

「って、あれ？　でも待ってくださいよ」

　と、そのとき。根本的なある疑問に、岸きし嶺みねは気付いた。

「先生の動機は分かりましたよ。でも、声優と現代遊ゆう戯ぎ部ぶにどういう関係があるんですか？」

「いいところに気付いたな！　実はそこにこそ遠大な計画があるのだよ！　今、日に本ほんでは毎週のようにＪＧＢＣというゲーム大会が開かれているという話したな？　そのＪＧＢＣだが……規き模ぼの大きな戦いでは、大たい抵てい声優が司会を務めるのだよ！」

「…………へ？」

　最初、何を言われたのか分からなかった。

　だが、時間が経過するにつれて理解できてしまう。

　瀬せ名な先生は声優が好き。そして、ゲーム大会ではその声優が司会を務める。

　単純な構図だった。

「つ、つまり、こういうことですか？　ゲーム大会で勝ち残って、声優とお近づきになりたい、みたいな？」

「その通りだ！　それはまさにプロ野球選手とテレビレポーターがくっつくがごとく！　ＪＧＢＣ上位の常連にでもなれば、それだけ声優と接する機会は増え、私の魅み力りよくに気付いてもらう可能性もグンと上がるというわけだ！　さらに、ＪＧＢＣを勝ち進めば──」

「いやもういいです、もう大体分かりましたから！」

　色々と台無しな気分だった。自然とため息がこぼれる。

「まったく……男子の居場所を作るためっていう話はどこへ行ったんです？　僕、その話聞いて結構感動してたぐらいなのに……」

「はっはっは！　もちろんそれもあるが、個人的に別の目的があったとしてもなんら問題はないだろう!?」

「…………」

　順序が逆なのではないかと思った。男子の居場所を作るために現代遊戯部を作ったのではなく、声せい優ゆうとお近づきになりたいがために現代遊ゆう戯ぎ部ぶを作り、そこにもっともらしい理由を後から付け加えたのではないかと。

　と、そのときだった。

「すまない、遅くなってしまったな」

　息せき切って部室に入ってきたのは、天てん道どうだった。

「お。よかった、今日きようもちゃんと来てくれたんだな」

　目が合う。その綺き麗れいな顔を向けられると、瀬せ名な先生と話をしていたことなどどうでもよくなる。

「は、はい。まあ一日目ぐらいは……」

　答える一方で、昼休みに目にしたことをどうにか思い出さないようにする。が、無理だった。

　制服の上から天道のすらりとした体つきを見るだけで、あの華きや奢しやな肩が、細いウエストが、着き瘦やせする豊かな胸の谷間が鮮せん明めいに浮かび上がってくる。

　特に、目の毒なのはその脚だった。お嬢じようさま学校の生徒会長だけあって、スカートは無む闇やみに短い方ではないのだが、それでも膝ひざ上うえ丈たけのスカートから覗のぞく白い脚を見る度たび、ブルマ姿の天道を思い出してしまう。

　瀬名先生や日くさ下か部べの言いたいことも分からないではない。高校生活最後の一年なのだ。もしこんな綺麗な人と付き合えたら──と思うと、心が高鳴る。まして彼女は、瀬名先生ともなんの関係もない、完全にフリーらしい。

　もちろん、平へい凡ぼんの見本のような自分が彼女に相応ふさわしいとは思えない。しかし、付き合うとまではいかずとも、この部室にさえ来れば今後かなりの時間を彼女と共に過ごすことができるのだ。

「ん？　どうした？　少し顔が赤いぞ」

　少し心配げな顔をして、天道が顔を近づけてくる。それだけでもドキリとしてしまう。

「い、いえ、大丈夫です。は、初めての部活なんでちょっと緊きん張ちようしてて……」

「そうか？　キミは仮とはいえこの部の部員なんだ、堂々としてればいい」

「は、はい」

「さて、では記念すべき部活初日だ。瀬名先生、今日は何をするのか考えているんですか？」

「もちろんだとも！　まずはお互いのことをよく知るべきだろうと思ってな、岸きし嶺みね君にきみのことを教えようとしていたところだ！」

「え」

　天道は目に見えて動揺していた。

「わたしの？　わ、わたしの何を教えようと……？」

「きみがこの部を作ろうとした理由についてだよ。同じ同志になるなら、彼にも知っておいてもらった方がいいと思ってな！」

「そっ、それならすでに説明したではないですか！　わたしはただ生徒会長として、男子生徒の居場所を作りたいという先生の主張に同意しただけと！」

「いや、そっちではなくもう一つの方だよ。別に岸きし嶺みね君になら教えておいてもいいだろう。実はきみがゲームやアニメが大──」

　その瞬しゆん間かんだった。まるでボッという音が聞こえてきそうな勢いで、天てん道どうの顔が赤く染まったのだ。

「わー！　わー！」

　岸嶺は思わず呆あつ気けに取られてしまった。

　あの凜りんとして大人おとなっぽく、いつも冷静な天道が、顔を真まっ赤かにしてムキになって腕をぶんぶん振り回しながら瀬せ名な先生の口を塞ふさごうとしていたのだ。

　見覚えのある光景だった。天道になんでこの部にいるんですか、と訊きいたときのことだ。

　あのときも天道は恥ずかしそうに顔を真っ赤にしていた。それゆえ、岸嶺は思わず瀬名先生との関係を疑ったのだが、どうやらそれは完全に勘かん違ちがいだったらしい。

　ようするに、彼女はゲームやアニメが好きで、そしてそのことを秘密にしておきたいのだろう。

「ああ分かった分かった天道くん！　そんなに嫌いやがるのならこの話はやめよう！」

「そ、そうです！　絶対言わないでください、わたしのことは！」

　と、そこで天道は岸嶺の呆気に取られた視し線せんに気付いたようだった。

　わざとらしく咳せき払ばらいして平静を装よそおおうとする。しかし相変わらず頰ほおは少し赤いままだった。可愛かわいいところもあるんだなあ、と思う。

「じ、時間は貴重だ、こんなことしてる場合じゃない。そ、そうだ、まずこの部の今後の課か題だいについて話しておこう！」

　天道の話の切り替え方は、少々強引だった。岸嶺としてももう少し彼女の困った顔を見てみたいという気はあったが、彼女に嫌われたくもないので乗ることにする。

「課題……ですか？　何か問題があるんですか？」

「ああ。なにせこの学園はガチガチのお嬢じようさま女子校だろう？　ゲームは所しよ詮せん子供の遊びと考える頭の古い教師陣の数も多くてな。部員数のこともあるし、いつ潰つぶされてもおかしくない状況にある。だから最大の課題として、我わが部は早いうちに大きな実じつ績せきを上げなければならないんだ」

「はあ。でも、ゲームで実績なんてどうやって作るんですか？」

「ああ。そこで話はジャパン・ゲーム・バトル・チャンピオンシップ──通称ＪＧＢＣというゲーム大会に移る」

「これはようするに、我われ々われにとっての甲子園となるのだよ！」と瀬名先生が割って入る。「このＪＧＢＣに部として参加し、優勝できればゲーマーとしての名声は思いのまま、さらに武名ならぬ部名が全国に広まれば理事長と言えど文句は言えんというわけだ！」

「はあ、なるほど」

「ただ、一つだけ問題があるんだ」と、天てん道どう。「ＪＧＢＣには、個人戦とチーム戦の二部門がある。我われ々われは部活動として参加する以上、チーム戦に参加しなければならないのだが、それには最低四人のメンバーが必要なんだ」

「なんでまたチーム戦に？　別に個人戦でもいいと思いますけど。よく知らないんですけど、剣道部とかって団体戦と個人戦両方に出たりするんでしょう？」

「ようは先生方を納得させる理由が必要なんだ。個人でゲームをするなら、別に部活動でやる必要はないということになってしまうだろう？　わたしたちは部活としてゲームをやっていたからこそ、互いを高め合い、その結果として実じつ績せきを残せたとアピールする必要がある」

「そういうことだ。将来的に我わが部がもっと大きくなれば、個人戦への参入もありえるだろうがな！」

「はあ、色々しがらみがあるんですね……」

　ガチガチのお嬢じようさま学校でゲーム部なんてものを作ったのだ。想像している以上に学校側から無む理り難なん題だいを突きつけられているのかもしれない。

「理由はそれだけじゃない」と、天道が続ける。「ＪＧＢＣの個人戦というのはまさに魑ち魅み魍もう魎りようの蠢うごめく魔ま窟くつでな。部活レベルではなく、ゲームに人生を賭かけているような者でなければ、とても勝てる場所ではない。しかし、チーム戦ならばわたしたちのような学生にこそ活かつ躍やくできるチャンスがある」

「へえ。そうなんですか？　僕たち学生も、授業やらテスト勉強やらで結構忙しいと思いますけど……」

「チーム戦には色々な形式があるからな！　個人戦ならあらゆるゲームに精通していなければならないが、チーム戦なら傑けつ出しゆつした特技を一つ持つメンバーが四人いれば充分勝ち目があるようになっているのだ！　それに、忙しいとはいえ同じ学校に通う学生なら、一いつ緒しよに集まって練習する機き会かいも作りやすいだろう!?　社会人だとそうはいかんし、かといってニートではチームを作るのも難むずかしいからな！」

「な、なるほど」

　仕事のある社会人が毎日のように集まってゲームの練習をするというのは、確たしかに無理がありそうだった。それに、メンバーを集めるのも。

「分かりました。ようするに、もっと部員が必要ってことですね？　僕と天道さんと……それから仁に井い谷たにさんを入れてもまだ三人ですし」

「いや、それは違うぞ岸きし嶺みね君！　残念だが仁井谷くんは戦力外だからな！　メンバーは君と天道くんと、そして私だよ！」

「え！　先生が入るんですか!?」

「もちろんだとも！　これは別に学校の行事ではないからな！　何も問題はない！」

「ま、どのみち先生を入れてもあと一人ひとり部員が必要になる」と、天てん道どうが続ける。「ただ……普通の学校ならゲーム好きな生徒など事欠かないだろうが、何せこの学校は特殊だからな」

「はあ、確たしかに。しかも、ただゲーム好きってだけじゃダメなんですよね？」

「そうだな。キミのようになんらかの才能を持っている必要がある」

「まあ僕の才能なんてたかがしれてると思いますけど……」

　口ではそう答えつつも、天道に褒ほめられると少しだけ嬉うれしい。

「ま、こればかりは急いでどうなるものでもない！　とにかく今後ゲームの上う手まい生徒でも見つけたら私に教えてくれたまえ！　いずれにせよ今は今できることをしようではないか！　実は私も少し考えていたことがあってな、今日きようは岸きし嶺みねくんに今のゲーム業界のことを教示しておこうと思うのだ！」

「あ、それはありがたいです。僕、そっちの方は本当にさっぱりですし」

「だろう!?　解説のしがいがありそうではないか！」

　瀬せ名な先生が目を──いや、眼鏡めがねを輝かがやかせた。

　対照的に、少しうんざりしたのは天道である。

「確かにそれは必要だと思いますが……。頼むから手短にお願ねがいしますよ、先生」

「はっはっは、私の解説はいつもシンプルで手短だとも！　そうだな、まずＪＧＢＣについてもう少し説明してやろう！」

「はあ。お願いします」

　そういえば瀬名先生は解説好きらしいという話を今いま更さらながらに思い出す。

　また何か長々と説明されるのだろうかと思うと、少しだけ天道の気持ちが分かる。しかし本当にこの部の部員としてやっていくなら、聞いておくべき話でもある。我が慢まんして耳を傾ける。

「ＪＧＢＣ──ジャパン・ゲーム・バトル・チャンピオンシップとは、毎週のように日本全国あちこちで開かれているゲーム大会だ！　小さなものはゲームショップが主しゆ催さいし、大きなものとなると企業がスポンサーとなり、どこかのイベント会場を借り切って行われることもある！　その開催数は非常に多く、週末ともなれば日本──いや、県内のどこかで必ず大小のＪＧＢＣが開かれているほどなのだ！」

「それはまた……凄すごいですね」

　毎週のように日本全国で開かれる大会。思っていた以上に規き模ぼの大きい話だった。

「しかし、そういったＪＧＢＣはすべて前座、予選に過ぎん！　ＪＧＢＣでは上位に入賞するとＧポイントと呼ばれる得点をもらえる。このポイントを多く集めた個人、あるいはチームが、一月に東京で行われるＪＧＢＣ決勝大会に参加を許されるのだ！」

「はあ。いよいよ甲子園っぽくなってきましたね」

「まさしくその通りだ！　しかし、大たい抵ていのスポーツ大会は一回負けたら即終わりだが、その点、ＪＧＢＣでは何度でも参加することができる！　敗者復活戦もあるしな！　ただ、参加は月二回まで、それに、たとえば関かん東とうエリアで得たポイントを関かん西さいエリアに持ち込むといったこともできない！」

「へえ。面おも白しろいルールですね」

　何度でもチャンスがある。それはプレッシャーに弱いという自覚のある岸きし嶺みねにはありがたい話だった。

「ＪＧＢＣとは基本的にゲームの販売促そく進しんイベントだからな！　その一番の目的は、参加者にゲームを買わせることにある！　一度負けただけで終了では販売促進にならないだろう!?　できるだけＪＧＢＣに参加させて競きよう技ぎ種目となるゲームを買わせようというわけだ！」

「そ、そう聞くとなんか生臭いですけど」

「そうだな」と、天てん道どうもややうんざりした顔で頷うなずく。「ＪＧＢＣは国ではなく企業が運営している大会だ。少々生臭いところがあるのは仕方ない。わたしとしても、もう少し商売っ気を抜くべきだと思うんだがな」

「ええい二人ふたりとも、中二のようなことを言うのはやめておきたまえ！　ＪＧＢＣが企業主しゆ催さいのイベントである以上、生臭い話などいくらでも出てくるのだぞ！　あるゲームの在庫を大量に抱えた地方のゲームショップが、そのゲームを競技種目にしてＪＧＢＣを開くこともあるほどだ！」

「いよいよ現金な話ですね……」

「今は文化振しん興こう券けんがあるからな。あのおかげで、子供でも月に一本はゲームが買える。すかさずそこへハゲタカが群がったというわけだ」

「何がハゲタカかね、いいことずくめではないか！　その結果としてゲーム業界には多た額がくの金が流入し、新たなゲームを開発するための力となるのだからな！　結果的に国内の経済は循じゆん環かんし、良質なゲームも生まれる！　さらに海外へ輸ゆ出しゆつされたゲームは、一切貿易摩ま擦さつを起こすことなく多額の外貨を稼かせぐ手段にもなるのだ！　経済活動万ばん々ばん歳ざいだよ諸しよ君くん！」

「はあ……」

　そう言われると確たしかにいいことずくめのような気もして、反はん論ろんはできなかった。

　もっとも、天道はまだ不満そうで、何か言いたそうな顔をしていたが。

「話は分かりました。ようするに、僕たちも早くメンバーを四人そろえてチーム戦に挑ちよう戦せんして、ポイントを稼がなきゃいけないんですね？　その決勝大会に進むために」

「そういうことだ。もっとも、わたしたちの最終目的は決勝大会ではなく、さらにその先にあるんだがな」

　天道が何気なく言った。

「先……ですか？　決勝戦の先に何が……？」

「もう一つあるんだ。毎年年度末に行われ、各国の決勝大会優ゆう勝しようチームのみが参加を許される最後のゲーム大会がな」

　それで、岸きし嶺みねも何が行われるのかを大体悟さとった。

　ＪＧＢＣとは日に本ほんのゲーム大会。つまり、舞ぶ台たいが日本ではないゲーム大会もあるということなのだろう。

「そうか。あるんですね？　世界大会……つまりワールド・ゲーム・バトル・チャンピオンシップが」

「ああ、そうだ。わたしたちの最終目的は、ＷＧＢＣというゲームの聖戦で優ゆう勝しようすることにある」

　天てん道どうの語気は、その決意の強さを示すように強かった。

「もちろん、たやすいことではないぞ！」と、瀬せ名な先生も語気を強める。「今や日本だけでもゲーマーは一千万人、その競きよう技ぎ人口はいかなるスポーツより多いと言われている！　さらに世界には億を超えるゲーマーがいるのだからな！」

「…………」

　身み震ぶるいしたくなる衝しよう動どうに駆かられる。日本一というだけでもかなり大それた話に聞こえるのに、さらにその上、世界一を目指すなど想像すらできない。

「……僕なんかが、本当にそのお手伝いができるんでしょうか」

　兼ねてから抱いていた疑問が、自然と口を突いて出る。

　瀬名先生と天道の二人ふたりは互いに顔を見合わせた。

「おまえの不安は分からなくもない。だがまあ、挑ちよう戦せんする前から気にしてもしょうがないだろう」

「君のスペランカーの腕前とて、かなり尋じん常じようではないのだぞ！　君を見込んだ我われ々われの目を信じたまえ！」

「はあ……」

　二人が口々に励まそうとしてくれているのが分かる。しかし、この不安だけは消えようがなかった。

「まあ君が不安になるのは仕方ない！　そこで一つ提案がある！　岸嶺君にはゲームに関する知ち識しきや経けい験けんが不足している、不安になるのもそこに一因があるのだろう！　経験の方はともかく、本好きの君なら知識を得る方は難むずかしくない！　試しに今後ゲーム雑ざつ誌しでも講こう読どくしてみてはどうかね!?」

「げ、ゲームの雑誌……ですか？」

　思ってもみない提案だった。そもそも、ゲーム雑誌というものが存在することすら知らない。

「よく分からないんですけど、ゲーム雑誌ってどういうものなんですか？」

「もちろん基本的にはゲームの情報だ」と、天道。「最新ゲームの紹介や、ゲームの攻略記事がメインだな。他ほかにもゲームイベントの取材記事やレビュー、コラムなんかも載ってる。うん、確たしかにキミにはどれも必要な情報だな」

「はあ、なるほど」

　俄が然ぜん興きよう味みが湧わいてくる。

　ただ、一つ問題があった。自分の部へ屋やはすでに本で埋め尽くされている。そのために本を買うのを我が慢まんして図と書しよ館かん通いをしているほどで、できればこれ以上本を増やしたくなかった。

　しかし、雑ざつ誌しの一冊や二冊置けないわけではない。財さい布ふの中には未使用の文化振しん興こう券けんも溜たまっている。試しに一冊ぐらいは買ってみてもよかった。

「えーっと、それでどんなのがあるんでしょう？　今度本屋行ったとき探してみますよ」

「そうだな、やはりオススメは『電でん撃げきプレイステーション』だ！　ＰＳ限定になってしまうが、記事の読みやすさや専門性は業界一だし、初心者の君にも入りやすいだろう！　マルカツスーパーファミコン派だった私が次に購読し始めた雑誌でもある！　おっと、今のはおまえ何歳だよとツッコミを入れるところだぞ！」

「……はあ。よく分かりませんが、電撃プレイステーション……ですか」

　とりあえず、その雑誌の名前だけは覚えておく。

「なんだったら、雑誌媒ばい体たいにこだわる必要もないぞ」

　天てん道どうがそんな提案をしてくれる。

「キミ、ネットに繫つながるパソコンは持っているか？」

「はあ。家族共有のでしたらありますけど」

「それで充分だ。ネットなら金もかからないし、今どきゲームに詳しいサイトならいくらでもあるしな。さしあたって、『電撃オンライン』を毎日巡回するようにしてはどうだ？　これはさっき瀬せ名なが言ったゲーム雑誌を出している会社が運営してるサイトでな、ゲーム情報サイトとしては間違いないだろう」

「一理あるな！　まずはサイトから入って、そこから興きよう味みを持てば雑誌の方も買ってみればいい。そうだ、どうせゲームサイトを見るなら『４Ｇａｍｅｒフオーゲーマー』も外すべきではないな！　あそこの情報量は半はん端ぱではない、今の君になら役立つだろう！」

「……ふぉ、ふぉーげーまー？」

　相変わらずまったく聞いたこともないような単語である。岸きし嶺みねは思わず問い返したが、ゲーマーにとってはおなじみのサイトなのだろう、二人ふたりの先せん輩ぱいの間では活発な議ぎ論ろんが始まってしまっていた。

「ちょっと待ってください。彼は昨日きのう今日きようゲームを始めたばかりの初心者です。あまり情報が多過ぎるサイトを見に行っても混乱するだけだと思いますが」

「そんなことはあるまい！　岸嶺君に必要なのは、まずゲームに興味を持ってもらうことだ！　とにかくまずはたくさんの情報に触れて、そこから興味を持ってもらうのが一番だろう。ＰＣゲームの記事でもなんでもまずは見てもらうことが必要だ！」

「それならむしろ『ＧＡＭＥ　Ｗａｔｃｈ』ぐらいの方がいいのでは？　あそこは老舗しにせでサイトの作りもシンプルな分見やすいし、記事も基本的なところが抑おさえられてますし」

「ふむ、一理あるかもしれんが……。いや、そうだ、彼の場合、むしろ企業サイトより個人サイトの方がいいかもしれんぞ！　同じユーザーの立場から作られたサイトの方が興きよう味みも持ちやすいはずだ！　『オレ的ゲーム速報＠刃』とか、『はちま起き稿こう』とか、そちらから入った方がいい！」

　珍しく天てん道どうが顔をしかめた。

「そ、そこから入るのはどうかと思います！　企業サイトと違って、個人サイトでは情報が不ふ確たしかなものが少なくありません。それに、管理人の意図次第でいくらでも記事の印象なんて変えられてしまいます。もし彼が変な方向に染まっては大変です！」

「しかしフットワークの軽い個人サイトだからこそできることだってある！　ましてブログにツイッターにＷｉｋｉウイキと、今や個人ユーザーの活動はゲームと切きり離はなせない時代ではないか！　面おも白しろいと思えば見ればいいし、そうでなければ見なければいい、それがネットというものだ！　人を殺せるという理由で包ほう丁ちようを捨てるのは愚ぐの骨こつ頂ちようだよ！」

「ですが、そもそも企業サイトとアフィリエイトブログを同列に語るのは──」

「経済活動の否定は文明の否定だよ！　企業サイトとてスポンサーのしがらみが──」

　二人ふたりの間に、どことなく不ふ穏おんな空気が漂い出していた。

　止めに入った方がいいのではとも思うのだが、そもそも二人がなんの話をしているのかもよく分からない。

「わ、分かりました、分かりました！　えーと、そのゲームウォッチとフォーゲーマーと……とにかく全部チェックしてみますから！　結局、見るかどうかは僕次第になるわけですし」

　そう言うと、ようやく二人は落ち着きを取り戻してくれた──というよりは、不毛な言い争いをしているのに気付いてくれたようだった。

「そ、そうだな。確かにこれ以上外野がとやかく言っても仕方がない」

「うむ。後の判断は岸きし嶺みね君に任せるとしようか」

　天道の秘密が分かった今だからこそ思う。この二人の仲を勘かん繰ぐる必要など、まったくなかったのではないかと。天道は何事にも潔けつ癖ぺきだが、一方で瀬せ名な先生の方はいささかアバウト過ぎる。この二人が付き合うことなどとても考えられない。

「しかしそうなると、今日きようはどうするかね!?　部員集めも今すぐどうこうできるわけでもないし、ひとまず岸嶺君にアンチャーテッドの続きでもやってもらうかね!?」

「そのことですが。実はわたしにも今日は提案があるんですが」

「ほう、何かね!?」

「明後日あさつての日にち曜よう日び、三人でＪＧＢＣの個人戦に参加してみるというのはどうでしょう？」

　思ってもみなかった提案だった。それは岸嶺だけではなく瀬名先生にとってもそうだったようで、珍しく渋しぶい顔を見せる。

「それはどうかと思うぞ。いや、意図は分かる！　岸きし嶺みね君をＪＧＢＣの雰囲気に慣なれさせたいというのだろう!?」

「い、いくらなんでも早すぎませんか？　僕、ゲームに触り始めてから一日二日しか経たってないんですよ？」

「キミが不安なのは分かる。しかし、どのみち四人揃そろうまではチーム戦にも参加できないんだ。それなら、今のうちにやれることをやっておくべきだろう。それに、一つ考えがあってな。きっとキミのためにもなると思うんだ」

「……はあ。天てん道どうさんがそう仰おつしやるんでしたら僕は別に構いませんけど」

「君たちがそう言うのなら、私としても反対はしないが……。しかし、競きよう技ぎ種目は何かね!?　さすがに岸嶺君がまったくやったことのないジャンルでは厳きびしいだろう！」

「それなら調しらべておきました。今回は事前告知されてましたから」

「え？　今回は……ってことは、告知されないこともあるんですか？」

「ああ。アクションとかシューティングとか、ジャンルぐらいは告知されるが、参加してみるまでなんのゲームをやるか分からないことも珍しくないんだ。参加者の投票や対戦者同士の話し合いで決めることもあるしな」

「そうした仕組みの方が、ユーザーは練習用に色んなゲームを買うことになるだろう!?」

　また瀬せ名な先生が経済主義的なことを言い、天道が顔をしかめる。

「余計なことを言わないでください先生。初心者でも気軽に参加できるためのシステムと言うべきです」

「だが事実ではないか！　大体、あらかじめゲームが決まっているＪＧＢＣなど、大たい抵ていが販売促進キャンペーンの一いつ環かんだぞ！」

「分かりましたから話を戻しましょう！　それで、一体どんなゲームで戦うんですか？」

　例によって不ふ穏おんな空気を察したため、慌あわてて割って入る。

　幸い、二人ふたりの言い争いはあっさりと終わった。案外、二人とも無益な言い争いをしているという自覚はあるのかもしれない。

「ゲームの名は『ギアーズ　オブ　ウォー』だ」

「ギアウォ？　２かね!?」

「いえ、１の方です」

「そういえばそろそろシリーズ最新作が出ると言っていたな！　なるほど、新規ユーザーを獲かく得とくしようというわけか！」

「はあ。例によって有名なゲームなんですね？」

　ギアーズ　オブ　ウォー。直訳すると〝戦争の歯車たち〟と言ったところだろうか。つまり、戦争を構成する歯車となって戦い抜くようなゲームなのだろうか。

　俄が然ぜん、興きよう味みが湧わいてくる。

　解説を求めたせいか、瀬せ名な先生が眼鏡めがねを輝かがやかせた。

「ギアーズ　オブ　ウォーとは、エピックゲームズという海外の会社が製作し、全世界で日本マイクロソフトが販売しているＸｂｏｘ　３６０専用ゲームだ。カバーアクションなど、これまでのシューティングゲームとは一いつ線せんを画すシステム、そして重厚なシナリオが評価され、発売から一年ほどで売り上げ五百万本を記き録ろくしているほどだ！」

「へえ……」

　相変わらずゲームには詳しくないせいか、瀬名先生の解説はピンと来なかった。それでもとてつもないゲームだというのは分かる。

「しかし、問題があるぞ天てん道どうくん！　あれはＣＥＲＯレーティングＺのゲームだぞ！」

「あ」

　呆ほうけたような声が天道の口から零こぼれた。

「しまった……！　そうだ、わたしは今月から当然のようにプレイしてたが、キミにはまだ早いか」

「……なんの話なんですか？　セロって？」

「年ねん齢れい制限のことだ。ＣＥＲＯレーティングがＺのゲームは、十八歳未満への販売や譲じよう渡とが禁止されているんだ」

「じゅ、十八禁ってことですか」

　十八禁。それは高校生の男子にとっては、いささか甘かん美びな響ひびきを持っていた。

「そうだ。ギアウォは戦争を題材にしたゲームだからな。血ち飛沫しぶきの舞う戦闘シーンとか、過激な描写も含まれているんだ」

「あ。そ、そういうことですか」

　少し残念だったが、とりあえず誤解が早期に解けたことは幸運だった。

「でも、どっちにしろ問題ないですよ。僕の誕たん生じよう日びは四月四日ですから。ほら、これです」

　生徒手帳を見せると、天道の顔がぱあっと輝かがやいた。

「そうか、それはよかった！　偶ぐう然ぜんとはいえ、ありがたい」

「それなら何も問題はないな。よし、ならば早さつ速そくプレイさせてやろう！　ほら、そこに座るといい」

「え？　今すぐプレイできるんですか？」

「世界的に有名なゲームだぞ、用意してないわけがなかろう！　それよりどうするかね天道くん！　ＪＧＢＣに出るならマルチプレイをやった方がいいと思うが、岸きし嶺みね君の特徴からするとまずキャンペーンをやらせるべきかもしれん！」

「そうですね。シナリオを教えただけでスペランカー一面クリアをやってのけたぐらいです、まずキャンペーンからやらせてみるべきでしょう」

　二人ふたりはそんな会話をしつつ、てきぱきと準備を整えた。

　天てん道どうからコントローラを手渡される。

「へえ。これも見たことないコントローラですね。ＰＳ３ともファミコンとも違いますし……」

「ああ。これはＸｂｏｘ　３６０のコントローラだ」

「へえ。それにしても、大きなコントローラですね」

　重いというわけではないが、その白いコントローラは、ファミコンのそれなどと比べると、一回りどころか三回りは大きい。

「まあアメリカ人が作ったゲーム機きだからな。逆に言うとアメリカ人にはＰＳ３のコントローラは小さいらしい。慣なれれば大した差はないんだがな」

「はあ、なるほど」

　なんとなくイメージ通りで納得してしまう。

　やがて岸きし嶺みねの正面のテレビモニターに、ゲームの画面が映し出された。

　Ｇｅａｒｓ　ｏｆ　Ｗａｒ。その言葉に象徴されるような、歯車に囲まれたドクロの不気味な絵が現れる。

「そうだ、天道くん！　せっかくキャンペーンＣＯ─ＯＰができるんだ、きみも手伝ってあげたまえ！」

　不意に瀬せ名な先生がそんな提案をした。

「え？　わ、わたしがですか？」

「こーぷ？　なんですか、それ？」

「ようするに協力プレイのことだよ！　このゲームは二人でシナリオを進めるモードがあってな！」

「へえ。それは面おも白しろそうですね」

　天道がゲーム好きだということは分かった。だというのに、今日きようも自分一人ひとりでゲームをするのは気が引ける。彼女も一いつ緒しよに楽しんでもらえるのなら、岸嶺としても喜ばしいことだった。

　ふと見ると、当の天道は分かりやすいぐらいにうずうずしていた。チラチラと横目でゲーム画面を盗み見ているその様は、まるで食事を前に「待て」と命じられた子犬のようである。

（これは是非やってもらないと）

　それに、天道と一緒にゲームができるなんて、想像するだけでも楽しそうだった。

「天道さん、やりましょうよ。僕一人でやるのもつまらないですし」

「し、仕方ないな。分かった、そこまで頼まれては断れん。よし、ドムの操そう作さは任せろ」

　言葉とは裏うら腹はらに、顔には嬉うれしさがにじみ出ていた。

　一つ隣となりのテレビに移動して楽しそうにゲームの準備を始める。もし犬のように尻尾しつぽが生えていたら、ぱたぱたと揺れていたに違いない。彼女にゲームを勧すすめてよかったと、あらためて思う。

「ところで、ドムってなんですか？　なんかロボットみたいに強そうな名前ですけど」

「ああ、ゲームの中に出てくるキャラのことだ！　いつも主人公のマーカスとペアを組んでいる相あい棒ぼうでな。どんな危険な場所にも文句一つ言わず付いてくるその健けな気げっぷりから、〝ドム子〟と呼ばれることもあるほどだ！　ときどき無む闇やみに敵の中に突っ込んでやられてしまうドジっ子要素も持ってるしな！」

「ド、ドム子……」

　いよいよどんなキャラなのか想像がつかなくなってくる。

「とりあえず、ざっとストーｆリーを教えておこう！　君にはそれが必要なのだろうしな！」

　瀬せ名な先生はそう言って身振り手振りを交えて語り出した。

　それは次のような話だった。

　舞ぶ台たいは宇宙のとある惑わく星せい。そこにある日突然、ローカストと呼ばれる地底人が攻めてくる。人類は奮ふん戦せんしたが、その猛攻に耐えきれず敗退を重ねていた。

　そんな折。主人公マーカスは前ぜん線せんでローカストと戦っていたが、自分の父親に危き機きが迫っていることを知り、戦場から逃亡、そして命令違反で刑務所に投とう獄ごくされてしまう。

「ところが、ある日その刑務所にまでローカストが攻めてくる！　あわやの大ピンチだったが、そこへ助けに来てくれるヒロイン、ドム子！　といったところからゲームは始まる！」

「……話だけ聞いてると、本当に映画みたいですね。ドム子ってとこだけ妙に浮いてましたけど」

「実際は映画なんて目じゃないぞ！　さあ、やってみたまえ！」

「はあ」

　瀬名先生に言われるがまま、ゲームをスタートさせる。

　始め、画面には真っ暗な画面が映っていただけだった。

　だが、何も映っていないわけではなかった。ただもの凄すごく暗い部へ屋やだったのだ。何かぼんやりと映ってはいるのだが、よく見えない。

　やがて、何か文字が表示された。





　　　　　廃はい墟きよの街

　　　ローカスト出現から14年後






　少し視界がはっきりしてきた。じめじめした真っ暗な部屋だ。天てん井じようには鉄てつ格ごう子しがあり、そのすぐ上で、見たこともないような化け物がうごめいていた。

（あれがローカストか）

　昆こん虫ちゆうと四し足そく獣じゆうとを掛け合わせたようなその怪物は、舌なめずりするように涎よだれのような液体を垂らしながらこちらの方を見ていたが、鉄てつ格ごう子しを破る術すべはなかったのかやがて去っていった。

　と、人の声がした。かなり距きよ離りがあるようで、何を言ったかは聞き取れなかったが、確たしかに人の声。

　しばらくして、部へ屋やの入り口に光が差した。牢ろう屋やにあった小窓が開けられ、誰だれかの顔が覗のぞく。

『ジャック、ドアを焼き切れ！』

　直後、バーナーのような光が鍵かぎを焼き切った。

　重い鉄の扉とびらが開き、入ってきたのは──もの凄すごくいかつい男だった。

「彼がドム子、天てん道どうくんが操そう作さすることになる君のパートナーだ」

　瀬せ名な先生の説明が入る。

「……はあ、これが」

　ドム子。それは全身筋肉の塊かたまりのようなガチムチの大男だった。なるほど、ドム子という名前はなんとなく合ってるような気もしてくる。

『何しに来た？』

　もう一人ひとり別の渋しぶい声が聞こえた。恐らく、その声の主こそが主人公マーカスなのだろう。

『助けに来た。ほら、装備だ』

　ドムが重たそうな荷物を放り投げる。

『こんなことをしでかして、タダじゃ済まんぞ』

　マーカスは戦場からの逃亡という罪を犯して牢ろう獄ごくに入っていたのだ。逃亡幇ほう助じよ罪ざいというのは、この世界にもあるのだろう。

　しかしドムの方は気にした様よう子すもない。

『心配するな、状況が変わったんだ。さあ、行こう』

　やがて装備を整えたのか、もの凄い固そうなアーマーを着込んだ男が画面に映った。ドムに勝まさるとも劣らないような大男である。なるほど、アメリカ人が憧あこがれそうな体系だ。

「彼がマーカス、ですね？」

「そうだ。今日きようの君が操あやつるキャラだ」

「はあ」

　岸きし嶺みねの期待はいやがうえにも高まり出していた。

　一昨日おとといはトレジャーハンター、昨日きのうは洞窟探険家スペランカー、今日はタフで屈強な兵士になれるというのだ。本読みが本を好むのは、色んな登場人物になりきれるからである。その点においては、ゲームもまったく本に劣らない。

　と、ゲームが始まったらしく、アンチャーテッドに似た三人称視点の画面になった。

「少しいいかね？」

　ここで瀬名先生の手が伸びて、岸嶺からコントローラを取り上げた。ゲームメニューを呼び出して何かの操作をする。

「何してるんですか？」

「このゲームに、ＸｂｏｘＬＩＶＥエツクスボツクスライブ……ようするにインターネット経由で天てん道どうくんを呼んでいるのだ。本当はＬＡＮでつないでシステムリンクを使ってもいいのだが、できるだけＪＧＢＣに近い環かん境きようがいいからな」

「はあ」

　何を言っているのかよく分からないが、どうやら協力プレイの前準備らしい。

「よし、入れたぞ」

　ややあって、隣となりの天道が言った。

「では、ここからが君の出番だ！」

　瀬せ名な先生にコントローラを返される。

　と、ゲームの中でドムが何かしゃべり出した。

『脱出ルートは２つある。遠回りだが安全なのは看かん守しゆ棟とうを抜けるルートだ。独房エリアを突っ切るほうがずっと近道だが、戦せん闘とうは避さけられん。どうする？』

　そして、画面には〝進路の選せん択たく〟という表示が出た。

　右は〝訓練〟、左は〝戦闘〟と表示されている。

「へえ。ルートが選べるんですね、これ」

「そうだ。このゲームの一つの特徴だな！」

　物語の中で様々な選択ができるなど、いよいよ本にはない特徴である。画面は相変わらず映画のように美しいし、つくづく世間では本ではなくゲームが大流行している理由がよく分かる。

「えーと、じゃあ僕初心者ですし、訓練でいいですかね？」

「いや、駄だ目めだ、戦闘を選べ」

　天道が即座に言った。

「え、いきなり戦闘ですか!?　僕、まだ操そう作さ方法も分からないのに」

「ＪＧＢＣでは初めてのゲームでいきなり対戦させられることも少なくないんだ。今のうちに慣なれておいた方がいい」

「はあ……」

　いささか不安だが、今日きようは天道さんも一緒だから大丈夫だろう、と〝戦闘〟の方を選択する。

『独房エリアを突っ切ろう。ひと暴あばれしてやるさ』

『よっしゃ！　ぶちかまそうぜ！』

　そんなマーカスとドムの会話が終わると、再び操作できるようになった。

「まあ簡かん単たんに操作方法ぐらいは説明しておこう──」

　ここで天道がそう提案してくれる。

　キャラの移動の仕方、カバー──遮しや蔽へい物ぶつの陰に隠れることらしい──と、それから銃の構え方、撃うち方かたにリロードの仕方など、一通りの操作を教わる。

「基本はこれだけだ。ようは敵を見つけて銃弾をぶちこめばいい。簡かん単たんだろう？」

「はあ。そう聞くと確たしかに簡単そうですけど」

「天てん道どうくん、アクティブリロードの説明を忘れているぞ！」

　と、瀬せ名な先生が強引に割り込んでくる。

「へ？　アクティブ……リロード？」

「ああ！　このゲームにはそういう珍しいシステムがあってな！　リロードボタンを押した際、タイミングよくもう一度リロードボタンを押すと、リロードに必要な時間が短たん縮しゆくされたり、一定時間武器の攻こう撃げき力りよくが高まったりするのだ！　逆に失敗すると、ジャムってリロード時間が長くなったりするがな！」

「え？　え？　リロードボタンを押してもう一度リロードボタン？　それにジャムって……？　ああ、薬やつ莢きよう詰まりのことですか？」

　瀬名先生の解説は聞き知れぬ用語があまりに多く、今ひとつ付いていけない。

「その辺はまだあまりに気にしなくてもいいぞ」と、天道。「やっていればおいおい覚えていくだろう。ちゃんとゲーム中にも説明は出るしな」

「はあ……」

　と、ゲームの中でまたイベントが起こっていた。

　主人公マーカスたちは、地底人ローカストとの戦せん闘とうの影えい響きようか、すっかり廃はい墟きよと化した刑務所内の通路にいる。と、ドムがどこかと通信を始めた。

『６シツクス-４フオー。こちらデルタ２。そちらへ向かってる。オーバー』

『了解、脱出を開始する』

『６-４スタンバイ、フォックスワン、フォックスワン』

　どうやらこの刑務所には他ほかにも大勢の味方がいるらしく、すぐにいくつもの返答があった。

　それにしても、フォックスワン。聞き覚えのある単語だった。確か軍事小説か何かで。

（ああ、ミサイルを発射するときの合図だったっけ……？）

　その直後だった。

　ガラス張りの天てん井じようの上に、大きなヘリのような飛行物体が現れ──何かを発射した。

『うっ』

　どうやら爆ばく発はつしたらしい。ゲームの中でマーカスが呻うめくと同時に、画面に赤いドクロマークが現れた。

「な、なんですかこのドクロマーク」

「一言で言えば、君の生命力だ！　ダメージを受けるにつれ、そのドクロがより赤さを増していく。そして真しん紅くになったとき、君はダウンすることになる！　まあ天道くんが生きていれば助け起こしてくれるが！」

「はあ」

　つまり、今のは味方の爆ばく撃げきに巻き込まれたということだろうか。

　と、再びドムの叫び声がした。

『６-４、デルタ２だ、攻撃をやめろ！　こっちはまだ中にいるんだぞ、オーバー』

『了解。攻撃中止だ、至急移動しろ』

　どうやらよほど状況は混乱しているらしい。まあ当然かもしれない。何せ刑務所に地底人が押しかけてきているのだ。

「よし、行くぞ岸きし嶺みね。付いて来い」

「は、はい」

　ドム子こと天てん道どうが先頭を切って進み、慌あわてて岸嶺はその後を追った。

　それにしても、不気味な刑務所だった。

　戦せん闘とうの影えい響きようなのか、あるいはここの刑務所の風物詩なのか、時折人間の死体が転がっていたり、吊つり下げられたりしている。

　アンチャーテッドもそうだったが、最近のゲームの綺き麗れいさは凄すさまじく、いきなり空中から吊り下げられたリアルな死体を目にしたときは、思わず息を吞のんだほどだった。

　二人ふたりはそのうち渡り廊下に出た。上空をヘリが通過していく。

　直後。ヘリが空爆したのか、すぐ近くにあった監かん視し塔とうらしき塔が、いきなり爆発した。爆煙があっという間にドムとマーカスを覆おおい隠かくし、視界を塞ふさぐ。

「身を隠せ！　敵が来るぞ！」

　天道が警けい戒かいを促うながす。

「え、え!?」

『ぐらんどうぉーかーダ！』

　人のものとは思えない、くぐもった声が聞こえた。そして埃ほこりの向こうから何かが現れる。

　銃を持って突っ込んでくる人ひと影かげだ。それも数人。ただし、人間ではない。その顔はファンタジー映画に出てくるオーガやトロールのようで、一目で怪物の類たぐいと分かる。

「あ、あれがローカスト!?」

　突とつ如じよとして地底から現れ、十四年間に亘わたって人類を苦しめ続ける敵。

　岸嶺がそのことを認にん識しきするよりも早く、銃撃戦は始まっていた。

「隠れろ、蜂はちの巣すにされるぞ！」

「は、はい！」

　天道の声に、岸嶺は反射的にＡボタンを押した。するとマーカスが遮しや蔽へい物ぶつの陰に身を隠し、カバーポジションを取る。

　と同時に、さっきまで突っ立っていた場所を、無数の銃弾が貫つらぬいた。

「こ、こんな！　いきなり実戦なんて無む茶ちやですよ！」

「キミならやれる！　そら、撃うちまくれ！」

「ええい、もう！」

　言われるがまま、岸きし嶺みねはＲＴボタンを押した。するとマーカスが物陰から銃を乱射する。

　しかし、焦あせっているせいか狙ねらいは定まらず、さらに敵も物陰に隠れてしまったため、まったく当たらない。

「な、なんてリアルなんだ……！」

　それはまさに銃じゆう撃げき戦せんだった。敵も味方も物陰に隠れ、無数の弾丸が飛び交うというハリウッド映画でもなかなか目にしたことのないようなリアルな銃撃戦だ。

　しかも、映画と違って筋書きはない。岸嶺はその弾丸の嵐あらしを、自らの判断と行動で生き延びねばならなかった。

　遮しや蔽へい物ぶつに隠れた敵を倒すには、こちらも頭や体をさらし、じっくりと狙いをつけて一いつ瞬しゆんの隙すきを狙わなければならない。しかし映画と違い、こちらが体をさらせば容よう赦しやなく敵は銃弾を撃ち込んでくるのだ。

　かくして、長い通路を挟んでの攻防戦がしばし続いた。時折敵にも銃弾が当たって血ち飛沫しぶきが上がるのだが、よほどタフなのかまったく倒れる様よう子すはない。

「岸嶺！　わたしが突っ込む、援えん護ごしろ！」

　痺しびれを切らしたのか、天てん道どうがそんなことを言い出した。

「えっ、えっ！　援護ってどうすれば!?」

「銃弾をばら撒まいて敵を釘くぎ付けにしてくれればいい！」

「な、なるほど！」

　岸嶺マーカスは遮蔽物に身を隠したまま、銃を持った手だけを伸ばしてマガジンが空からになるまで銃弾を撃ちまくった。

　数体のローカストどもが、銃撃から逃のがれるように遮蔽物に隠れる。

　その隙を突き、天道の操あやつるドムが身を低くしながら突進した。そして物陰に隠れていたローカストの真横を突き、至し近きん距きよ離りから銃弾の雨を浴びせる。

　血飛沫が上がった。

「す、すごい！」

　天道も凄すごいが、こんな映画のアクションシーンのようなことが、自分たちの手で再現できることも凄かった。このゲームが世界で何百万本も売れたという理由がよく分かる。そのリアルさは、岸嶺の意い識しきをゲームの中へと引き込むに充分だった。

「キミも来るんだ！　突破するぞ！」

「は、はい！」

　かくして、いつものように、本人も気がつかぬまま。

　岸嶺は、岸嶺健けん吾ごではなく、ローカストと戦う歴戦の兵士マーカスに成り切っていた。
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　僕は天ド道ムが開けてくれた突破口に突っ込んだ。敵との距きよ離りを一気に詰め、天道と共に銃じゆう撃げきを加える。

　歴戦の兵士である僕だったが、さすがに長く刑務所に居過ぎたためか、なかなか攻撃が当たらない。それでも、時間と共に僕の体は兵士としての勘かんを取り戻しつつあった。段だん々だんとスムーズに照準が動かせるようになっていたのだ。

　敵も遮しや蔽へい物ぶつに隠れているとはいえ、その巨体をすべて隠すのは不可能だ。僕はわずかに飛び出た頭や腕、足に向かって次々銃弾を打ち込んでいった。

　敵が痛みに飛び出すと、すかさずそこに天道が止とどめを喰くらわせる。

「やるじゃないか。もう慣なれてきたようだな」

　天道が僕に微ほほ笑えみかける。いくつもの戦いを共に生き抜いてきた、僕の相あい棒ぼう。大おお柄がらなアーマーに身を包んでいても、その美しさ、凜り々りしさは少しも損そこなわれていない。

「余裕があるなら敵の落とした弾やグレネードを拾っておけ。弾がなくては戦えないからな」

「分かりました！」

　僕たちは渡り廊下を抜け、隣となりの建物に入った。大きなホールの中に出る。

「ここは玄関ホールだ。この先に出口がある」

　だが、すでにそこは敵の巣そう窟くつだった。

『ニンゲンダァ！』

　さっきの銃撃戦の音を聞いていたのだろう、数体のローカストどもが遮蔽物に隠れて僕たちを待ち構えていた。

「臆おくすな、続け！」

「はい！」

　天道のかけ声に強く応じると、僕は遮蔽物に隠れながら銃を撃うちまくった。

　敵は弱くない。遮蔽物をたくみに使い、こちらの攻撃を交わしつつ、ほんの少しでも油断を見せれば間かん髪ぱつ入れず反撃してくる。

　だが、一つだけ僕たちの方が上回っている点があった。連れん携けいである。

　僕と天道は、打ち合わせも何もなかったにもかかわらず、広いホールを左右に分かれて敵を半包囲していた。

　いくら物陰に隠れようと、左右からの挟きよう撃げきには耐えられない。ローカストは一匹、また一匹とその数を減らしていく。

「援えん護ごしろ！」

　敵の猛攻がやや収まったところで、再び天ド道ムが物陰から飛び出した。

「了解！」

　すかさず僕は敵の反はん撃げきを封じるため、銃弾を撃うちまくった。何発かは命中したようだが、ローカストに倒れる気け配はいはない。

　だがその間に天道は距きよ離りを詰めていた。そして銃の台だい尻じりで、思い切りローカストをぶん殴る。

　一発、二発。それで終わりだった。

　激げき戦せんが続いていたホールはあっという間に静かになり、痛いほどの沈ちん黙もくが場を支配する。

「どうにか一区切りついたみたいですね」

「油断は禁物だぞ。いつ敵の新あら手てが出てきてもおかしくはないのだからな。弾の補充だけはこまめにな」

「はい！」
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　一方、そのとき。

　二人ふたりのゲームプレイを見ていた瀬せ名なは、完全に蚊か帳やの外に置かれていた。

「おーい、岸きし嶺みね君？　天道くん？　おーい、おーい！」

　さっきから何度となく二人に声をかけているのだが、岸嶺は例によってゲームに完全に集中してしまっているのか、まったく気付いてもくれない。おまけに天てん道どうの方はジャマをするなと言いたげに睨にらみつけてくる。
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　それでも、二人ふたりの会話を聞いていると、どうも岸きし嶺みねには天道の声が聞こえているらしかった。

「まあ今は二人で戦場に行っているのだから当然といえば当然というわけか」

　独り言を口にしてみるが、やはり二人はゲームに熱ねつ中ちゆうしていて構ってくれない。

　二人がここまでゲームに熱中しているのは、現代遊ゆう戯ぎ部ぶの顧こ問もんとしては喜ばしいことだった。しかしこうも蚊帳の外におかれると、いささか物もの寂さびしい。

　これなら無理を言ってでも三人でマルチプレイをしておくべきだったか──と一人ひとり後こう悔かいする瀬名だった。
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　僕と天ド道ムは、次の戦いに備えて敵の死体から銃弾を漁あさるといういささか陰いん鬱うつな作業をしていた。

　しかし、ローカストどもは僕たちに休息の一つも許してくれなかった。すぐにまた奴やつらのうめき声が聞こえてきたのだ。

「敵!?　ど、どこから!?」

「正面だ！　ドアを突破して入ってくるぞ！」

　ホールの正面にあった玄関とおぼしき重厚なドア。その隅すみに、バーナーの炎が見えた。

　ドアを焼き切ろうとしているのだ。

「身を隠せ！　待ち伏せするぞ！」

「は、はい！」

　僕は慌あわててドアの近くの障害物に身を隠した。そうしている間にも、バーナーの炎は縦たて、横と動いてドアが切断されていく。

　そしてついに、

「いいか、来るぞ！」

　ドアが爆ばく発はつした。まるで特殊部隊の突入作戦である。

　舞まい上がる砂さ塵じんの中から、銃を構えたローカストが続々と出てくる。

　すかさず僕は射しや撃げきを浴びせた。しかし、出てくるローカストの数はあまりにも多い。

　どのローカストに射撃を集中させるべきか、一いつ瞬しゆんの迷いが生じてしまい、それがさらに弾だん幕まくを薄うすくしてしまう。

　このままではホールに雪な崩だれ込まれる──思わず僕が戦せん慄りつしたそのとき、天ド道ムが何かを投げつけた。

「グレネードを投げたぞ！　前に出るなよ！」

「!?」

　言われた通り、咄とつ嗟さに身を隠す。

　わずかな時を置いて、大きな爆ばく発はつが起こった。密集して突っ込んできていたローカストが数体まとめて爆散する。

「さ、さすがです！」

「油断するな、まだ残ってるぞ！」

　しかし、天道のグレネードで敵の大部分は死んでいた。後は散発的な戦いがあったものの、僕たちは難なんなくすべてのローカストを排除することができたのである。

「よし、外へ出るぞ！」

「はい！」

　僕たちはローカストどもが壊こわしてくれたドアを飛び出した。中庭のような場所に出る。

　まず目に飛び込んできたのは、青い空だ。なんだか久しぶりに見る空である。そして、すでに廃はい墟きよと化しつつある刑務所の建物も見える。

『敵だぞ！　すぐそこだ！　オーバー』

　上空を舞っていたヘリからだろう、通信が入った。

　その言葉通り、僕たちの前方には数匹のローカストどもがうごめいていた。

『見えた！　侵入するぞ！』

　別の通信が入った。

「い、今の通信は[image: ][image: ]？」

「ああ、わたしたちを救出しにきたヘリからだろう」

『右２キロからさらに接近中！　制圧してくれ！　オーバー！』

「聞いたな？　ヘリの着陸場所を確かく保ほするぞ！　続け！」

「りょ、了解！」

　こうしてまた激はげしい銃じゆう撃げき戦せんが始まった。

　何せ今までとは違い、屋外の戦せん闘とうである。敵の数は今までにないほど多く、しかも四方八方から攻撃してくる。

　僕と天ド道ムの戦いは、いつ果てるともなく続いた。僕たちだけじゃない、上空では何機きものヘリが飛び交い、必死に僕たちを援えん護ごしてくれようとしている。

「よし、わたしが援護する！　今度はキミがファッ○ンローカストを薙なぎ払え！」

「ぼ、僕が!?」

　自分に天ド道ムと同じことができるのか。一いつ瞬しゆん僕は戸と惑まどったが、ここは戦場であり、相手は歴戦の戦士、天道なのだ。彼女の判断が間違っているとは思えない。

「分かりました！　死ぬまでファッ○してやります！」

　今、天道と僕は何かもの凄すごく不ふ穏おんな単語を口にした気がする。しかし、僕たちの敵がファッ○ン地底人どもなのは明白な事実なのだ。そう考えれば、何も不ふ思し議ぎなことはない。

　天ド道ムは大きく左に動きながら、制圧射撃を始めた。

　僕の前方にいたローカストが、そちらに気を取られ始める。

　すかさず僕は物陰から飛び出し、突進した。銃は撃うたなかった。僕の接近をできるだけ悟さとられたくなかったのだ。

　その作戦が当たったのか、僕は一体のローカストの目と鼻の先まで接近することに成功した。

「うわああ！」

　僕は必死になって銃でローカストをぶん殴った。強きよう靭じんなローカストは、それでも倒れない。それどころか、至し近きん距きよ離りから僕に向かって銃をぶっ放してくる。

　僕にかわす余裕などない。いくつもの銃弾が僕に命中する。重厚なアーマーがなければ、即死していただろう。

「くっ」

　やむをえず僕も狙ねらいもつけずに銃を撃ちまくった。

　至近距離での撃ち合い。それはチキンレースだった。避さける余地などない。お互い正面から銃弾を喰くらいなながら、相手の体力が尽きるの待つのだ。

　先に倒れたのは、ローカストの方だった。先に二発ほどぶん殴っていたのが幸いしたのだろう。

　だが僕もしこたま銃弾を喰くらったせいか、視界が真まっ赤かになっていた。

　もし今他ほかのローカストから攻こう撃げきを受けていれば、本当に僕はどうなっていたか分からない。だけど幸いなことに、そうはならなかった。

　相あい棒ぼうの天ド道ムが、残るローカストを排除していてくれたからだ。

「よくやった。牢ろう屋やから出てきたばかりにしては上出来だ」

「ど、どうも。さっきからなんか視界が真っ赤になってるんですけど」

「大丈夫だ、少し休めばよくなる」

　と、そのとき。一いつ機きのヘリが上空を旋せん回かいした。

『デルタ部隊を回収する！』

「よし、回収用のヘリが来るぞ！」

　僕たちの少し前方の空あき地ちに、ヘリが着陸する。あれに乗れば、少しは休めるだろう。

　だが、敵はよほど僕たちを逃のがしたくないようだった。

　味方同士の通信が僕たちの耳に飛び込んできたのだ。それも、極きわめて不ふ吉きつな[image: ][image: ]。

『デルタ！　地下で何か動いているぞ』

『こっちからも見えるぞ。なんだ、あれは？』

『見当もつかん』

　動揺した通信が次々入ってくる。

「な、なんですか、何が起こってるんですか!?」

「いいからヘリまで走れ！　行け行け！」

「は、はいぃぃ！」

　何かよくないことが起こっている。僕は急せきたてられるようにヘリへ向かって駆かけ出した。

　そのときである。地面が蠢うごめいた。

　地じ震しんかと思ったが、違う。なぜなら、地震なら地面が揺れるだけで蠢くことはないからだ。

　その蠢きは次第に大きくなり、そして──地面の一角が、割れた。

　地面から何かが出てくる。

「な、なんですかあれ！　蜘く蛛も!?」

　それは、巨木のごとき大きな脚を持った蜘蛛のような化け物だった。

「見れば分かるだろう、でかい敵だ！」

　単たん純じゆん明めい瞭りような答えを返してくれる。

「あ、あんなものまで出てくるなんて[image: ][image: ]ローカストって一体なんなんですか!?」

「今はそんなこと言ってる場合じゃない、逃げるぞ！」

「は、はい！」

　天道の的てき確かくな判断のおかげか、僕たちはどうにかヘリに乗り込むことに成功した。

　このときにはすでに、蜘蛛のような化け物は完全に地上に姿を現し、僕たちを追いかけてきていた。

　しかし、その鋭するどい巨大な脚が僕たちを貫つらぬくよりも先に、ヘリは飛び立っていた。

　するとまるで、僕たちという獲え物ものを逃のがしたことを悔くやしがるように。

　蜘蛛の化け物が凄すさまじい咆ほう吼こうを上げた。




　そして同時に、僕の意い識しきは暗転する。
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「はっ！　あ、あれ!?　く、蜘蛛の化け物は!?　僕たちはどうなったんです!?」

　例によって、目を覚ました岸きし嶺みねは、まず周囲を見回した。

　そしてここがヘリの中ではないことにまず気付き、天てん道どうが銃も構えておらず、アーマーも着込んでいないことを理解する。

「あ、そうか。僕、またゲームをやっていて……」

　手にはコントローラが握られたままだった。

　ゲームの方はどうなったんだろうとふと見ると、テレビには何も映っていない。

「おお、どうやら今回は気絶しなかったようだな！　試しにテレビを消してみたのだが、そうするとスムーズに帰ってこれるのだな」

「は、はあ。そうだったんですか」

　ゲームの中で死ぬと気絶し、テレビを消されると我われに返る。つくづく、自分のことながらよく分からない現象だった。

「そんなことよりも、どうだ、ギアウォは面おも白しろかっただろう？」

　どこか自信満々に、天てん道どうが訊たずねる。

「え、ええ、それはもう。なんなんですかあれ。あんな銃じゆう撃げき戦せんが体たい験けんできるなんて……。最近のゲームって本当に凄すごいですね」

「そうだろうそうだろう？　楽しんでもらえたなら、わたしも付き合ったかいがあるというものだ」

　天道は、自分が褒ほめられたかのように嬉うれしそうだった。

「プレイの方も見事なものだったぞ！　ギアウォは紛まごうことなき名作だが、いささか初心者には難むずかしい部分もある！　それを一面とはいえよくノーミスでクリアできたものだ！」

「それはきっと天道さんがいてくれたおかげですよ。とても心強かったです」

「そ、そうか。ならよかった」

　ほめられたせいなのか、彼女の顔は少し赤くなっていた。やっぱり面めん倒どう見みはいい人なんだな、とあらためて思う。

「そういえば、一つ訊きいてみたいことがあるんだが」

　と、珍しくやや訊き辛づらそうに天道は言った。

「え？　はい、なんでしょう？」

「キミの意い識しきはまたゲームの中に飛んでいたんだろ？　そのとき、わたしはどんな風に見えていたんだ？」

「おお、それは私も興きよう味みがあるな！　どうなんだ？　見た目はドムのままで、声こわ色いろだけ天道くんに変わっていたりしたのかね!?」

「あ、そういえば……」

　さっきまでの出来事を思い出す。常に先陣に立って自分を導みちびいてくれたのは、ドムではなく、ドムの格好をした天道だった。

「ドムがいつの間にか天道さんになってましたね。アーマーとか銃はドムのままでしたけど、体つきも顔も天道っぽくなってましたよ。って、自分でも何を言っているのかよく分かりませんけど」

「そうか。それはわたしも見てみたかったな」

　天道はなぜか少し残念そうだった。案外、彼女も何か別のキャラに成りきることが好きなのかもしれない。

「それにしても、ゲームの中に意い識しきが取り込まれるなんて僕の話、本当に信じてくれてたんですね……」

「うん？」

　天てん道どうは、岸きし嶺みねが何を言っているのか理解できないと言いたげに、小首を傾かしげた。

「信じるも何も、実際そうなっているんだろう？　それとも、その話は噓うそだったのか？」

「い、いえ！　そんなことないですけど」

「だったら信じるに決まってるだろう。何を言ってるんだ、キミは」

　当然のことだと言いたげな口く調ちようだった。こんな与よ太た話ばなしを信じてくれている。天道の信頼を感じるようで、少し嬉うれしくなる。

「覚えておくといい！」と、瀬せ名な先生が声を張り上げる。「君は知らなくて当然だが、ＪＧＢＣの上位ランカーともなると、魑ち魅み魍もう魎りようかと言わんばかりの奇人変人ばかりらしくてな！　君のようにゲームの世界に入り込むという技わざなど、わりと珍しくないらしいぞ！」

「へ、へえ」

　にわかには信しんじ難がたい話だった。だが、まさに自分がその変態的な技の持ち主であるらしいことを考えると、信じないわけにもいかない。

「さて、とにかくこれでギアウォのやり方は分かっただろう？」

「ええ、はい。一通りは。でも、ＪＧＢＣじゃ今日きようみたいなのはやらないんですよね？」

「ああ。敵はコンピューターではなく、人間が操そう作さすることになる。その強さはまったく比較にならないぞ」

「まあこれから練習してみればいいだろう！　今度は私も入れてもらうぞ、三人でチームを組み、マルチ野の良ら対戦としゃれ込もうじゃないか！」

「いや、せっかくですがそれはやめておきましょう」

　天道の素そっ気け無い返答に、瀬せ名な先生はひどくショックを受けたようだった。

「な、なぜかね!?　岸嶺君も一度ぐらい対人戦というものを経けい験けんしておいた方がいいと思うが！」

「わたしに考えがあるんです。せっかくの記念すべき最初の対人戦が、ネット経由では味気ないでしょう。彼はＪＧＢＣで初めての対人戦を経験すべきです。キミもそれでいいな？」

「はあ。天道さんがそれでいいって言うなら僕は別に構いませんけど……」

　内心ではもちろん不安だった。しかし、天道には何か考えがあるという。となれば、従う他ほかない。

「彼もこう言ってくれてます、先生もいいですね？」

「う、うーむ。ならば仕方ないが……せめて一回ぐらい……」

　と、瀬名先生が珍しく小さな声でこぼしていたそのとき。

　下校時間を知らせるチャイムが鳴った。時計とけいを見れば五時に近い。

「ちょうど時間だ。今日きようの活動はここまでだな」

「くっ、今日きようは少し長話をし過ぎたか！　やむを得ん、ではきみの判断に任せるとしよう！　では、今度の日にち曜よう日びは秋あき葉は原ばらに集合だ！」

　かくして。

　岸きし嶺みねはもう何年ぶりか分からないほど久しぶりに、日曜日に誰だれかと出かける約束をしたのだった。
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　日にち曜よう日び。

　岸きし嶺みねは久しぶりに電車に揺られ、珍妙な車内放送を聴きいていた。

『ダァ閉ェます。次はー、シナガァー。シナガァー』

　もともと出で不ぶ精しようであるため、滅めつ多たに電車には乗らない。そのせいかどうかは知らないが、都内へ向かう電車の車内放送はなんとも聞きき慣なれない響ひびきをしていた。

　ひとまず品しな川がわへ向かい、そこで山手やまのて線せんに乗り換える。

　岸嶺にとって、秋あき葉は原ばらは未知の場所だった。それでも、その街の高名さは知っている。日に本ほんのサブカルチャー最先端の地であり、アニメやゲーム、漫まん画がなど、この街で揃そろわない品はないという。そして、文化振しん興こう券けんの配布によってもっとも潤うるおった都市とも言われている。毎週のようにゲーム大会が開かい催さいされているというが、まさに開催地としてはうってつけなのだろう。

　間もなく、電車の中からも秋葉原の街並みが見えてきた。その隆盛ぶりは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。大きな垂たれ幕まくを吊つり下げた綺き麗れいなビルの数々。そして、人、人、人。週末ということもあってかどこもかしこも人で一杯だった。人混みが苦にが手てな岸嶺としては、いささか気が怯ひるむ光景である。

「ああ、あのビルか……」

　幸いなことに、目的地だというビルは電車の中からでも確認できた。大きな建物の立ち並ぶ秋葉原だが、その中でも郡を抜いて高いビル。

　駅を出て、まずそのビルの方向へと向かおうとする。しかし、ある光景を目にしてしまい、その足が止まる。

（メ、メイドだ。本当にメイドがいる……！）

　まずそのことに驚おどろきを隠せなかった。

　ニュースや新聞などで、秋葉原の名物がメイドだということは知っていた。しかし、本当に道端にメイドがいてチラシを配っているという光景は、なんとも現実離ばなれしていた。

　もっとも、あまり興きよう味みは惹ひかれない。メイドという服装も、そのコスプレをしている女の子も確たしかに可愛かわいらしいのだが、何せ最近は学園に行きさえすれば、制服に身を包んだ類たぐい稀まれな美少女を目にする機き会かいがいくらでもある。もし天てん道どうや仁に井い谷たに辺あたりがあんなメイド服を着ていたら、とても平静ではいられなかっただろうが。

「これが、秋葉原か……」

　こんな場所で開かれるゲーム大会が一体どんなものかなど、いよいよ想像がつかなかった。
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「まずいなあ……。遅れそうだ」

　とんでもない数の人ごみの中を進むのに時間がかかってしまったせいか、どうにかビルへと辿たどり着いたときには、すでに待ち合わせ時間ギリギリだった。

　待ち合わせ場所はビルの入り口と聞いていたが、その内外はすでに人だかりでごったがえしている。これで天てん道どうたちを見つけられるのだろうか──と岸きし嶺みねは心配したが、幸いなことに杞き憂ゆうに終わった。

「キミ！　なぜ私服で来ている！」

　いきなり天道から叱しつ責せきを浴びせられたためである。

　声に振り返ると、天道と瀬せ名な先生の二人ふたりがいた。どういうわけか、天道は制服を着ていたし、瀬名先生もいつもの白衣姿だった。ひょっとすると天道の私服姿が見られるのでは──などと密ひそかに抱いていた期待が瞬しゆん時じに霧む散さんする。

「す、すいません、私服じゃダメなんですか？」

　合流できたことを喜びつつも、とりあえず謝あやまる。

「当然だ、わたしたちは部として参加するんだぞ。学校外と言えど、制服で来るべきだ」

「まあいいではないか、天道くん」と、瀬名先生がたしなめる。「あらかじめ言ってなかったのは我われ々われの失態だし、大体きみとてさっきまで買い物に行っていたんだろう？　これも部活動というのなら、寄り道して買い物というのもあまり褒ほめられたことではあるまい」

　途と端たんに天道の顔が紅こう潮ちようした。腕組みすると、ぷいと顔を背そむける。

「ぶ、文化振しん興こう券けんの買い物は国が認めた経済振興だ、何も問題はないだろう！」

　妙な理屈を振りかざす。

　この人が照れる理由など一つしか思い浮かばない。案外、サブカルチャーの中心地であるこの秋あき葉は原ばらで、ゲームでも買っていたのかもしれない。

「ま、まああらかじめ制服で来るよう言わなかったのは確たしかにわたしの不ふ手て際ぎわだった。とにかく、今後は注意するように」

「はあ、気をつけます」

　部活動だから制服。真ま面じ目めな天道っぽくはあった。

　ただ、それはそれで問題が生じているのでは、とも思う。

　秋葉原は男の数が多かった。もちろん女性の姿もそこかしこに見られるが、割合からいえば男の方が圧倒的に多い。

　そして今天道が着ているのは、お嬢じようさま学校のブランド物の制服なのだ。しかも天道自体、まるで後光でも差してるように綺き麗れいな人である。その二つが合わさった結果、

（目立ってる！　めちゃくちゃ目立ってるよ！）

　さっきから通る人通る人、みんなチラチラと天てん道どうを見ている。もし傍そばに白衣をまとって独特なオーラを出す瀬せ名な先生が立っていなかったら、ナンパぐらいされまくっていたのではないか。

　もっとも、天道が私服で来ていたとしても、それはそれで人目を引くことは間違いないだろう。もし彼女が男に絡まれるようなことがあったら、そのときは自分が守らなければいけないんだろうな──などと、妄想に妄想を重ねる岸きし嶺みねだった。
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　驚おどろくべきことに、イベント会場はビルの中、それもエスカレーターで上がった二階にあった。

（広い……！）

　丸々ビルの一フロアを使ったそのホールは、野球ぐらいできそうな広さがあった。会場正面にはステージがあり、巨大なテレビモニターが置かれ、さらに会場内の至るところにゲーム機きとテレビが置かれている。その数は五十台近くにのぼるだろう。

　開かい催さい直前ということもあって、すでに多くの参加者が集まっているようだった。その人数はざっと数百人、あるいは千人に達するかもしれない。ただ、今日きようのゲームは大人おとな向けのためか、その多くが年上の男ばかりだった。女子高の制服を着ている天てん道どうの存在はつくづく際きわ立だっている。

「すごい規き模ぼですね。こんな大会が毎週あちこちで開かれてるんですか？」

「まあ秋あき葉は原ばらは特殊な部類に入るな」と、天道が我がことのように胸を張って言う。「小さなゲームショップで開かれるような大会なら、参加者は数十人、テレビ一台で行われることも珍しくないらしいが」

「へえ。さすがは世界に名立たる秋葉原ってとこですね」

　とにかくまず参加受付をしようではないか──という瀬名先生の提案で、受付がある会場の片かた隅すみへ向かう。

　長い行列を待たされた末に、五百円でＪＧＢＣメンバーズカードとやらを購こう入にゆうする。ＩＤナンバーと自分の名前の入ったカードだ。ＪＧＢＣで勝ち続けることができれば、このカードにポイントが記き録ろくされ、ゆくゆくはＪＧＢＣ決勝戦にも参加できるようになるという。有料だったことは意外だったが、今後一年使えると聞かされればまあいいかという気にもなってくる。

　ただ、カード代金とは別に、今日の大会への参加費にも五百円かかるという話を聞かされると、いささか岸嶺は鼻はな白じらんだ。

「ひょ、ひょっとして大会に参加する度たびにお金取られるんですか？」

「無料のときもあるが、大体取られるな！　まあ仕方なかろう。会場の設営費、機き材ざいのレンタル代に人件費と、いずれも安くはないのだ！　それに丸一日遊べて五百円なら安いものではないか！」

「はあ……」

　確たしかにその通りなのかもしれないが、一高校生としてはいささか懐ふところ具ぐ合あいが心配だった。

「そういえば、参加者ナンバーはいくつだ？」

　天てん道どうの問いかけに、岸きし嶺みねは参加登とう録ろくした際にもらった参加証に目を落とした。

「ええと、五〇一番です」

「む。わたしはぴったり五〇〇だ。瀬せ名な先生は？」

「四九九だ。うーむ、これは岸嶺君とはバラけるかもしれんな！」

「え？　バラけるってどういうことですか？　個人戦ですよね、今日きよう」

「参加人数が多いだろう？　だから一番から一〇〇番までとか、一〇一番から一五〇番までとか、ブロックに分けられて試合することが多いんだ」

「へえ」

　となると、五十人単位だろうと百人単位だろうと、五〇一番の自分は天道たちとは違うブロックで戦うことになる。

「だ、大丈夫でしょうか、僕。たった一人ひとりでなんて……」

「なーに、個人戦なのだからバラバラの方が身内同士で戦わずに済んでいいではないか！」

「あ、そういえばそうですね」

「どのみち、今日は負けてもいいのだし、むしろいい経けい験けんになると思えばいい！」

「わたしとしては、負けて元々とは言いたくないが……ま、空気に慣なれる分にはいい機き会かいだろう。さ、もう時間ギリギリだ。会場へ行くぞ」

　三人揃そろってステージの方へ向かう。人だかりのせいでステージはあまり見えなかったが、それでも熱ねつ気きは伝わってくる。

『ご来場の皆さま、お待たせいたしました』

　スピーカーから、可愛かわいらしい女の子の声が響ひびいた。と同時に、ざわついていた会場の空気がぴんと静まる。

『第八七回ＪＧＢＣ秋あき葉は原ばら大会！　これより開かい催さいいたします！』

　会場はわあああという歓かん声せいに包まれた。

　千人からなる怒ど号ごうのような歓声である。一いつ瞬しゆんではあったが、空気が震ふるえたほどだった。

　そしてその瞬間から、岸嶺は心しん臓ぞうがドクンドクンと高鳴るのを感じていた。

（いよいよ、始まるんだ）

　数百万のゲーマーがしのぎを削るというＪＧＢＣ。ただの腕試しとはいえ、その最初の一歩を、これから踏み出すことになるのだ。

　とてもではないが、平静ではいられなかった。

　周囲では、興こう奮ふんを抑おさえきれないかのように、多くの参加者がステージに向かって歓かん声せいを上げていた。その中にはどういうわけか瀬せ名な先生も含まれており、口に手を当てて大声で何か叫んでいる。

　だが、岸きし嶺みねの耳には何も聞こえてこなかった。耳がおかしくなってしまったかのように、キーンという耳鳴りの音しか聞こえない。

　岸嶺には、誰だれかと何かを競きそい合うような場に出た経けい験けんがなかった。そのため、周囲の参加者たちに完全に気合負けしていたのである。

　それに、もしここで立派な成せい績せきを残すことができなければ、散さん々ざん期待してくれた天てん道どうや瀬名先生をどれだけ失望させることになるのか。

　思考が勝手にネガティブな方向へと流れる。そのせいか、体に生じつつある失しつ調ちようはさらに大きくなっていった。心しん臓ぞうは一いつ層そう速く脈打ち、手には妙な震ふるえが生じてくる。熱あつくも寒くもないはずなのに、妙に冷たい汗が体中から噴ふき出した。

「はぁ……はぁ……」

　呼吸が段だん々だんと苦しくなってくる。視界が黒い霞かすみに包まれ、自分が立っているのかどうかも分からなくなってくる。




「落ち着け、岸嶺君」




　と、そのとき。肩にぽんと小さな手を置かれた。

　振り返ると、いつものように冷静で凜りんとした天道の顔があった。

「付け焼き刃というのかもしれないが、キミはちゃんと練習もした。それなりの腕だとはわたしたちも認めるところだ。後はやれるだけのことをやればいい」

　安心させるためだろうか、天道の顔はいつになく穏おだやかだった。その綺き麗れいな顔を見ると、今までの体の失調が噓うそのように消えていく。

「は、はい。すいません」

　この人には世話になってばかりだな、と苦笑したくなる。




　岸嶺がそんな状態にあったこともあり。

　このとき会場の片かた隅すみでちょっとした騒さわぎが起こっていたことには、気付く余裕もなかった。
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　会場の片隅に、一人ひとりの青年がいた。

　背は高く、一八〇センチ近くあるだろう。体型もモデルのように均整が取れている。

　彼は、周囲の人々の視し線せんを一身に集めていた。

　もう春だというのに、真っ黒なコートにサングラスという、一歩間違えれば失しつ笑しよう寸前のファッションは、確たしかに人目を引く一因だっただろう。

　だが、それだけではない。彼には人目を惹ひきつける独特の雰囲気があった。

　周囲のＪＧＢＣ参加者たちといえば、誰だれも彼もが緊きん張ちようし、あるいは気負い過ぎ、複雑な面おも持もちで競きよう技ぎに望もうとしている。

　そんな中、彼だけは平然としていた。平然とし過ぎていた。まるでこれから行う試合の結果が分かりきっているかのように。

「おい、あいつ……。どっかで見たことないか？」

「そうだ、あの黒いコート！　確か初代チャンピオンの……」

　周囲のざわめきが、いやがうえにも耳に入ってくる。

「久しぶりだな、この空気も……」

　青年はサングラスをかけ直しながら一人ひとり呟つぶやいた。

　自分へ向けられる敬意、あるいは敵意。全国一千万ゲーマーの頂点に立ったことのある者なら、何度でも経けい験けんすることになる空気だ。

「あ、あの！」

　とそのとき。参加者の一人だろう、見知らぬ女の子が声をかけてくる。

「ひょっとして、《宵闇の魔術師ナイト・マジシャン》さんじゃないですか!?」

「ああ。その名で呼ばれるのは、実に久しぶりだね」

　女の子の顔に、ぱあっと笑えみが浮かんだ。

「わ、わたしファンだったんです！　よかったら、握手してください」

「お安い御用だよ」

　差し出された手を握り返すと、彼女は爆はぜるのではないかという勢いで顔を真まっ赤かに染めた。

「こ、こんなところでお会いできるなんて感かん激げきです！　もう引退したってウワサを聞きましたけど」

「さあね。僕としてもどうしようか迷ってるんだけど、とりあえず今年ことしも一度ぐらいはこの空気を味わっておきたくてね」

「が、がんばってください、応援してます！」

「ありがとう。キミもね」

　青年はニコリと笑うと、悠ゆう然ぜんとその場を後にした。

　しかし、一人でも相手にしてしまったせいか、周囲のゲーマーたちはもはや彼を放っておいてはくれなかった。

　次から次へと質問が投げかけられる。引退したのではないのか、どうして今日きようになって参加する気になったのか、失うせろこの野郎、うんぬん。

「すまないが、もう大会は始まってるんだ。他ほかの参加者に迷めい惑わくはかけられない、もう勘かん弁べんしてくれ」

　そう言って足早に彼らの横を通り過ぎ、できるだけ人の少ない会場の隅すみの方へと向かう。

　幸いなことに、追いかけてまで話をしたがる者はいないようだった。当然だ、彼らも試合を間近に控えている。いつまでも他人に構っていられる余裕などあるはずがない。

「ちょっと待ちなさいよ」

　しかし、どういうわけかなおも声をかけてきた人物がいた。

　しかも、それは青年にとって聞き覚えのある声だった。思わず振り返ると、一人ひとりの小さな少女が腕組みをして睨にらみつけている。

「おや、これは驚おどろいたな！」

「何？　あたしがここにいちゃおかしいの？」

　どこか棘とげのある、負けん気の強い声が返ってくる。

　ただし、声そのものは幼く、そして声の主もまた小さかった。

　身長は小学生かと思うほどで、手や足も小動物のように小さい。ただ、全体が小さいために目立ってはいなかったが、胸の辺あたりの膨ふくらみだけは並々ならぬものがあったが。

　顔つきは西洋の人形のように精せい緻ちで可愛かわいらしかったが、一方で大きな瞳ひとみからは生せい来らいの気の強さが感じられる。それに、白人の血を引いているためか、髪は綺き麗れいな金色で、肌も驚おどろくほど白い。そのどこか気の強そうな印象さえなければ、本当に人形のようだっただろう。

　会場には多くの男がおり、また秋あき葉は原ばらという特殊な土と地ち柄がら、彼女のような異性がタイプという男は大勢いただろう。だが、彼女に声をかけようとする者は誰だれもいなかったに違いない。

　なぜなら少女は眼光鋭するどく、しかも見るからに不ふ機き嫌げんそうだったからだ。見た目は小学生のようではあったが、大の男ですら声をかけるのを躊躇ためらわせるような静かな迫力が、彼女にはあった。

　しかし、小学生にしか見えない彼女が、実は今十七歳だということを、《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》は知っていた。

「まさかこんなところで再会できるとは思わなかったよ。《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》」

「ええ、奇き遇ぐうね、権ごん田だ原わら茂しげ男お」

「…………」

「…………」

　二人ふたりの間を、沈ちん黙もくが支配した。

　しばらく経たった後のち、顔をしかめたのは《宵闇の魔術師》こと権田原茂男の方だった。

「……僕をその名で呼ぶのはやめてくれと言っただろう。僕の名前は《宵闇の魔術師》だ、それ以上でもそれ以下でもない」

「あんたこそそのヘンテコな名前であたしを呼ぶなっつってんでしょ！　大体、もうあんた社会人なんでしょ!?　いつまでガキみたいな名前名乗ってんのよ！」

「別にいいじゃないか、《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》って、カッコいいだろ？　《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》も、キミにぴったりの名だと思うんだけどな」

「余計なお世話よ！」

「やれやれ……」

　権ごん田だ原わらはため息を吐ついた。彼女の腕は認めている。自分と同じ、ゲームの世界に半身を置いた同志だ。

　それなのになぜ、ゲームに身を置くときまで現実世界の名前に縛しばられているかが分からない。

「まあいい、とにかくこんなところでキミに会えたことを喜ぶとしよう。ネット以外で会うのは……二年ぶりだったね？　もっとも、外見が変わってないからすぐ分か──グフゥ」

　妙な声が出たのは、少女に容よう赦しやなく鳩尾みぞおちを殴られたためである。

「何か言ったかしら？　二年も経たてばあたしも成長してるわ。そうでしょう？」

「そ、そうだね、失礼」

　彼女が自分の身長に強いコンプレックスを持っていたことを思い出す。二年前と変わっているところがあるとすれば、胸の大きさぐらいだけどね──などと言ったら冗じよう談だん抜きで東とう京きよう湾わんにでも沈められるだろう。

「それにしても、いつ日に本ほんに？　また旅行か何かかい？」

「二ふた月つきほど前からね。親の都つ合ごうで、今後はしばらく日本にいることになりそうなの」
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「そうか。込み入った事情を聞く気はないが、個人的には嬉うれしいね。あれ？　しかしおかしいな、確たしか今日きようのギアウォは十八歳未満禁止じゃなかったかな？」

　少女はキッと権ごん田だ原わらを睨にらみつけた。

「ええそうよ！　日に本ほん人じんの腕を見てやろうと思ってコントローラまで持参してきたのに、受付で止められたわよ！　まったく日本はどうなってるの!?　アメリカじゃ問題なかったのに！」

「そうか、アメリカでは十七歳以上でプレイ可能だったかな？　まあ仕方ないだろう、郷ごうに入っては郷に従えだよ」

「はあ……。誕たん生じよう日びがこんなに待ち遠しくなるなんて思わなかったわ。とにかくこうなった以上、あんたのプレイをじっくり見学させてもらうわよ。それぐらいしないと元が取れないもの」

「そうか。キミが見てくれるというのなら、僕も多少やる気になれるというものだよ」

　と、そのときだった。

「参加者ナンバー五三五番の方！　第八ブロックに集合してください！　間もなく予選一回戦を開始します！」

《宵闇の魔術師ナイト・マジシャン》は手元の参加証を見た。記されたナンバーは、五三五。

「おやおや。いきなり僕の出番のようだよ」

「それはよかったわ、これ以上待ってるのも退屈だもの。さ、とっとと行きなさい」

「いいだろう。ギャラリーを沸かせるのもＪＧＢＣ初代チャンピオンの義務だ。本ほん音ねを言えば、キミとコンビでも組みたかったところだけどね。魔術師マジシャンと小妖精ピクシーのコンビなら、相あい性しようは抜群だろうし」

「一人ひとりで言ってなさい。あんたとのチームなんてお断りよ」

　すげない返答に、権田原は苦笑した。

「おやおや……。今日きようの小妖精は気まぐれだね」

「いつも思うんだけど、あんたよくそんな台詞せりふを堂々と言えるわね？」

「いや、だからいつもサングラスで顔隠してるんだけどね」

「…………」

　少女は、それ以上口をきいてくれなかった。
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　このとき岸きし嶺みねたちは、会場の片かた隅すみで自分たちの出番を待っていた。

「どうしたんだろ。向こうの方が騒さわがしいなあ」

「ああ、どうやら《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》が来てるらしい」

　天てん道どうの何気ない返答にはツッコミどころが多すぎた。

「え？　だ、誰だれですって？」

「そうか、キミは知らないか。《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》といってな、ＪＧＢＣ個人戦の初代チャンピオンだ」

「……はあ」

　チャンピオンというからには強いのだろう。なるほど騒ぎが起こる理由も分かる。しかし、そのナイト・マジシャンとかいう呼び方はどうなのか。

「そうか。奴やつが来ているのか……」

　不意に、瀬せ名な先生がどこか感かん慨がい深そうに呟つぶやいた。

「先生は何か知ってるんですか？」

「ん？　ああ、多少はな。とにかく、伝説と化しているチャンピオンだ。まさにその名に恥じない圧倒的な技量で、幾多の対戦プレイヤーを屠ほふってきたという」

「へえ。それは同じブロックじゃ戦いたくないですね。それにしても、ナイト・マジシャンって凄すごい名前ですよね……。恥ずかしいとか思わないんですかね？」

　岸きし嶺みねの疑問はしかし、二人ふたりの同意をまったく得られなかった。

「何を言ってるんだ、むしろゲーマーならそれぐらいの二つ名は持つべきだろう。ゲームの中でまで現実の名前に縛しばられる必要もないしな」

「ようは名前負けしなければいいのだよ！　今回は練習のつもりだからいいが、もし本格的にチーム戦に参入するとなれば、君も何か新たな名を考えるべきだぞ！」

「ええええ……」

　驚おどろくべきことに、考え方がおかしいのは自分の方らしかった。どうやらＪＧＢＣ業界にはそういうしきたりがあるらしい。

　と、そのとき、少し遠くから係の人の声が聞こえた。

「参加者ナンバー五〇一番の方いませんか!?　こちらの第八ブロックに集合してください！　間もなく一回戦を開始しますよー！」

「五〇一番……？　あ、僕だ！」

　瞬しゆん間かん、心しん臓ぞうの凍り付くような気がした。

「行ってこい」

　怯ひるみかけた背を押してくれたのは、やはり天道だった。

「ここまで来たら逃げも隠れもできないぞ。今日きようは練習だ、なんて考えるな。全力を尽くせ」

「は、はい！　どこまでやれるか分かりませんけど、やってみます！」

　急ぎ足で係員のもとへ向かう。

　どうやら自分が最後の一人ひとりだったらしく、岸嶺はすいませんと小声で謝あやまりながら四台並んでいる対戦台の一つの前に立った。仕切りがあって見えないが、反対側にも四台の対戦台があり、同様に四人の参加者が並んでいるはずである。

「それでは八人揃そろいましたので第八ブロックでの予選一回戦を始めます。オプション設定の変更は済ませておいてください」

（い、いよいよだ）

　緊きん張ちようのせいか、また心しん臓ぞうがドクドクと鳴り始めたが、天てん道どうの「行ってこい」という言葉を思い出し、どうにか落ち着かせる。

　ゲームモードは〝ウォーゾーン〟というものらしい。ギアウォのマルチプレイで一番流は行やっているモードだ──とは瀬せ名な先生の解説だった。

　内容は、人間チームと地底人ローカストチームの二つに別れて戦う四対四のチームデスマッチで、相手チームを全滅させれば終了となる。それを五ラウンド繰くり返すのだという。

　個人戦なのにチームデスマッチというのは変な感じもするが、この場合、チームの勝利は関係なく、何人の相手を殺すことができたかというキル数の多さで二回戦の進出が決まるという。

　左右にいる三人の参加者たちとは一時的にチームを組むことになるのだ。下へ手たなことをやって、彼らの足だけは引っ張りたくなかった。

「では、スタートしてください！」

　係員の声で、ついに第一ラウンドは始まった。

　ついにＪＧＢＣ第一歩を踏み出したのだ。もはや緊きん張ちようしている暇いとまもない。岸きし嶺みねは一度深呼吸して、画面に向き直った。

　戦場となるステージは、壊こわれかけた屋や敷しきだ。といっても屋敷の中だけではなく、庭にも出られるので、屋内戦、野外戦の両方で戦うことになるらしい。

「よ、よし」

　このゲーム用に付けられた名称だろう、〝ＰＣ１〟と表示された自分のキャラを動かす。

　ＰＣ２、ＰＣ３、ＰＣ４と表示されている味方たちはすでに前進を開始していた。ダッシュや前転を駆く使しし、流れるような動作で塀へいの陰に隠れながら進んでいく。

　負けじと岸嶺も続いた。チーム戦なのだから、とにかく多人数で進んだ方がいいとなんとなく考えたのだ。

　やがて、散発的な銃声が響ひびき始めた。屋敷の外にある小さな庭園で、敵である地底人と遭そう遇ぐうしたのだ。

　手に緊張が走る。

（大丈夫、筋がいいって何度も言われたじゃないか）

　操そう作さはすでに体に染みついている。あと必要なのは、自信だけだと言い聞かせる。

　と、そのとき。

　塀の陰から、敵チームの一人ひとりが飛び出してきた。

　たった一人で四人の前に飛び出してきたのだ。格好の獲え物ものである。岸嶺たち人間チームは、示し合わせたように一斉に銃弾の雨を降らせた。

「え」

　だが、結果は誰だれもが予想しないものだった。

　敵の代わりに味方の一人が爆ばく散さんしたのだ。

　たった一人で現れた敵地底人ローカストは、目にもとまらぬ速さで前転や横転、細かい動作を繰くり返し、襲おそい来る無数の銃弾をくぐり抜け──味方の一人を至し近きん距きよ離りから撃うったのだ。恐らくはショットガンで。

「つ、強つええ！」

　隣となりの対戦台にいた味方が悲鳴を上げた。

「く、くそっ！」

　岸嶺たちは恐怖に駆かられたように銃を撃うちまくった。

　しかしそのたった一人の地底人は、まるで魔ま法ほうでも使っているかのような素す早ばやい動きで三つの銃口をかいくぐり、しかも次々と反はん撃げきしていった。

　さらに一人、また一人。

　気付いたときには、岸嶺以外の味方は全員吹き飛び、死体だけが散乱していた。

「う、うわあああ!?」

　思わず悲鳴を上げていた。

　強い。この対戦相手は強すぎる。自分が敵かなう相手ではない。

　岸嶺は、半ば逃げるようにキャラを後退させた。一いつ旦たん、背後の塀へいに隠れようとする。塀の陰に隠れ、敵がやってくるのを待ち伏せしようと考えたのだ。

　だが──なんの意味もなかった。

　まるでここに自分が逃げ込んでくるのが分かっていたかのように。

　ショットガンを構えた地底人が、すでに回り込んでいたのだ。

　直後。

　岸嶺の操あやつるＰＣ１は、爆ばく散さんしていた。
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　危なげなく第一ラウンドを制した《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》こと権ごん田だ原わらの勢いは、第二ラウンドに入っても変わらなかった。彼の操るＰＣ５は、敵の集まっているど真ん中へと自分から飛び込み、至し近きん距きよ離りからのショットガンで次々人間を肉にく塊かいに変えていく。

　間もなく第二ラウンド終了のメッセージが表示された。

「うーん、今の動きは初心者だな……。少しぐらいは手加減した方がいいかな？」

　この頃ころになると、もはや権田原は相手チームの弱さに同情さえし始めていた。

　初心者には練習の機き会かいを。それは格かく闘とうゲーム全盛期の時代から受け継がれてきたゲーマーの流りゆう儀ぎである。

「いや、僕としたことが迂う闊かつだったな。ゲーセンならいざ知らず、ＪＧＢＣでは全力で敵を潰つぶすのが礼儀じゃないか」

　悔くいるようにサングラスをかけ直す。

　と、独り言を聞きとがめたのか、隣となりの対戦台にいる参加者がぎょっとしてこっちを見ているのが分かった。

　だが、それは彼のレベルの低さを示しているといってもよかった。いかなる状況であれ、他人の言葉を気にしているようでは頂点には立てない。

　そうこうしている内に、第三ラウンドもあっさりと終わる。

　この時点でのキルスコアは、権ごん田だ原わらが操るＰＣ５がトップで十一だった。一方で死んだ回数はゼロである。一ラウンドで得られるキル数は最大で四であることを考えれば、ほぼパーフェクトゲームと言ってもよかった。味方は何回かやられたようだが、それは知ったことではない。

「やれやれ。これでは《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》を失望させてしまうかもしれないな」

　ここまで圧倒的過ぎると、ギャラリーを沸かせるどころではない。いっそ敵チームに《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》でもいてくれれば、もう少し熱あつい展開もあっただろうが。

　やがて第四ラウンドが始まる。

　対戦台の反対側にいる相手チームが、どんな表情をしているかは分からない。しかし、彼らの戦意がすでに尽きかけていることは、戦っていれば分かる。操そう作さが雑になってきているのだ。

　負けが入ったプレイヤーにはよくあることだ。こうなると、むやみやたらと銃弾を撃うちまくって突進してくるだけで、なんの連れん携けいも作戦もない。二ラウンドの頃ころの方がよほど強かった。もう完全に負けを認め、早く終わらせたいという一心なのだろう。特にこの付近には自分がいるせいかギャラリーがやたらと多い。好きこのんで恥さらしになりたい者などいないのだ。

　もはや慈じ悲ひを与えるつもりで、権田原は三人の人間を殺害していった。

　ただ、残る一人ひとりだけがなかなか見つからなかった。どうやら屋や敷しきの中に逃げ込んだ者がいるらしい。

「まだ戦意を失っていない者がいたか」

　屋敷の中で待ち伏せるというのは、悪くない戦法だ。ただ、所しよ詮せんは悪あがきというべきである。そんな小手先の技わざでは、チャンピオンには勝てない。

　権田原は、一切無む駄だのないスムーズな動きで屋敷の中を駆かけ回った。現実に存在するＳＷＡＴのような特殊部隊でもこうはいかないだろうという見事な動きで、カバーアクションを巧たくみに繰くり返し、障害物の多い建物の中を迅じん速そくにクリアリングしていく。
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「こ、ここなら！」

　屋敷の中にあった、コの字型の狭い通路。岸きし嶺みねはその隅すみで敵が来るのを待ち受けていた。

　袋小路ではないが、敵の来る方向をほぼ特定できるし、回かい避ひできる範はん囲いも限られる。ここで待ち伏せれば素人しろうとの自分であっても勝てるのではと考えたのだ。

　だが、別の問題が岸嶺を襲おそっていた。いつ姿を見せるかも分からない強敵をただ待つことは、想像していた以上の困こん難なんを伴っていたのだ。

　コントローラを持つ手や、ＲＴボタンにかけた人差し指が震ふるえる。それは疲労のためかもしれないし、あるいは恐怖のためかもしれなかった。

　今自分が相手にしているのは、圧倒的な技量を持った強敵なのだ。いくら待ち伏せているとはいえ、ほんの少しの油断が死に繫つながる。

（ゾンビ映画の登場人物の気持ちがよく分かるよ……！）

　と、そのときだった。

　ついに通路の陰から、敵が姿を現した。醜しゆう悪あくな形をした地底人ローカストは、まさしくゾンビ映画に出てくる敵そのものだった。

「くっ！」

　すかさずトリガーを引く。狙ねらいすまされたアサルトライフルの銃弾は、間違いなく敵を貫つらぬいた。

　狙い通り、先制攻こう撃げきには成功したのだ。しかし、敵は撃うたれた瞬しゆん間かんすぐさま物陰に退ひいてしまう。

「しまった……！」

　もっと引きつけてから銃撃すべきだったと後こう悔かいするが、もう遅かった。

　いずれにせよ、ダメージを与えたのは確たしかだ。今いま頃ごろ相手の画面には、死を予期させる赤いドクロマークが表示されているに違いない。

　ここで岸嶺は判断に迷った。追い討ちをかけるべきなのだろうが、物陰に退いた敵を下へ手たに追いかければ、今度はこちらが逆ぎやく襲しゆうされるかもしれない。この場で待ち続けるべきではないのか。

　あるいは──こちらの作戦はすでに露ろ呈ていしているのだ。この場から退き、別の場所で待ち受けるべきかもしれない。

　三つの選せん択たく肢し。そのどれかをすぐに選べるほどに、岸嶺は経けい験けんを積つんでいなかった。そしてその迷いが致命的となる。

　敵が退いた物陰から、何かが飛んできた。

　壁かべに何度か当たって岸嶺の前に転がったそれは、

「グ、グレネード!?」

　慌あわてて通路の反対側へ逃げようとするが、遅かった。

　グレネードが炸さく裂れつする。どうにか即死は免まぬがれたものの、岸きし嶺みねの画面には真しん紅くのドクロが浮かび上がっていた。

　そしてこの機きを逃のがすことなく、再び敵が現れた。今度は迷うことなくダッシュで突っ込んでくる。

「くっ！」

　慌あわててアサルトライフルの引き金を引く。狭い通路であったことが幸いしたのか、放たれた銃弾は次々その体を貫いた。

　しかし、倒すには至らない。敵はダメージを受けつつも距きよ離りを詰め、そして武器を──ショットガンを構えた。

　その銃口が自分の方を向き、そして銃弾を吐き出す瞬しゆん間かんが、スローモーションのように感じられた。

　すでにグレネードでダメージを受けていた岸嶺操あやつるＰＣ１に、その一撃に耐える生命力は残っていなかった。再び肉の塊かたまりと化す。

「こ、こんな……」

　もはや呻うめき声ごえしか出てこない。

　圧倒的だった。圧倒的な敗北である。

　四ラウンドすべてパーフェクトに等しい負け。岸嶺の属する人間チームは、たった一人ひとりのＰＣ５という敵にいいように翻ほん弄ろうされ、殺され続けていた。

「これがＪＧＢＣのレベルだっていうのか……？」

　コンピューターの操そう作さする敵など比較にならない。同じゲームを同じ環かん境きようでプレイしているというのに、その技量の差は圧倒的だった。

　悔くやしさと、恥ずかしさとがこみ上げてくる。

　自分にはゲーマーの才能がある。天てん道どうや瀬せ名な先生はそう言ってくれた。自分のためにこの大会に参加し、ギアウォの練習に付き合ってもくれた。

　にもかかわらず、この体ていたらくはなんなのか。ただの一人も敵を倒せぬまま、さらし者のように敗北を続けるとは。

　せめて一いつ矢しぐらい報むくいたい。

　岸嶺は血が滲にじむほどに強く唇を嚙かみしめながら、コントローラを持つ手に力を入れた。

「もっと強い武器があれば……！」

　今だって、敵に多少のダメージを与えることはできたのだ。しかし、アサルトライフルでは倒しきれない。もっと威力の高い武器が欲しかった。たとえば、敵味方の多くが使っているショットガンだ。ステージのあちこちに武器やグレネードが落ちているのは知っていたが、ショットガンは一体どこにあるのか。それさえあれば、もっと善戦できたかもしれないのだ。

　最後の第五ラウンドが始まった。

　岸きし嶺みねは後先考えずに突っ込んでいく三人の味方を尻しり目めに、屋や敷しきの中へ逃げ込んだ。新たな武器を探すために。

　間もなく、敵味方の死亡情報が次々画面に表示される。どうやら味方の三人もこの最終ラウンドぐらい一いつ矢し報むくいようとしたのだろう、次々と敵を倒していった。ＰＣ６、ＰＣ７、ＰＣ８が死亡。

　だが──例のＰＣ５の死亡報告はない。それどころか、直後に三人の味方が次々ＰＣ５によって殺されていく。

　気付いたときには、人間チームの生き残りは岸嶺操あやつるＰＣ１ただ一人となっていた。

　それでも、味方を犠ぎ牲せいにして武器探しをした意味はあった。

「こ、これだ！」

　残念ながらショットガンは見つからなかった。しかし、アサルトライフルよりはるかに強力そうな武器を発見することに成功したのだ。
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　すでに三人の敵をほふっていた《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》は、最後の一人ひとりを捜していた。

「残りはＰＣ１か。はて、また屋敷の中にでも逃げ込んだのかな？」

　面めん倒どうなことだと思いつつも、捜索を続ける。

　と、そのときだ。

「おやっ!?」

　一発の銃声が響ひびき、画面に真しん紅くのドクロが浮かび上がった。

　強力な攻こう撃げきを受けたのだ。慌あわてて手近な障害物の陰に身を隠す。

「スナイパーか！」

　たった一発の銃弾でこれほどのダメージを受けたのだ。それ以外に考えられない。

　スナイパーライフル。ギアウォにおける正式名称はロングショットライフル。もしヘッドショットされれば、一撃で即死する威力がある。

「それにしても、この僕をスナイプするとはね」

　ＦファーストＰパーソンＳシューティングの別名は、ふＦっと気を抜くとパＰーンと撃うたれてすＳぐ死ぬゲームと言われている。正せい確かくに言えばギアウォはＦＰＳではなくＴサードＰパーソンＳシューティングだが大した違いはない。権ごん田だ原わらはどんなときでも油断せず、物陰に隠れながらの迅じん速そくな移動を旨むねとしている。その自分を撃ち抜くにはかなりの技量がいるはずなのだ。敵のＰＣ１は初心者ではないかと思っていたが、それなりのスナイプ能力は持っているらしい。

「いいだろう。相手になってやろうじゃないか」

　キャラの体力が回復するのを待ちながら、サングラスをかけ直す。

　幸い、今の銃じゆう撃げきで敵の位置は大体分かった。庭のどこかで待ち構えている。それだけ分かれば対処法はいくらでもあった。
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　岸きし嶺みねはスナイパーライフルのスコープを必死に覗のぞき込んでいた。

「どうする……？　次はどこに顔を出す？」

　敵であるＰＣ５が潜ひそんでいる壁かべを血走った目で睨にらみ続ける。

　初めて手にしたスナイパーライフルの扱いにはどうにか慣なれてきた。一発撃うつごとにリロードが必要という非常に使つかい辛づらい武器ではあったが、高倍率スコープのおかげで遠えん距きよ離り戦せんなら一方的に攻撃ができる。

「さあ、姿を見せろ……！」

　スコープを覗のぞき続ける。敵がほんの一いつ瞬しゆんでも頭を晒さらせば、その瞬間に勝利の銃弾を叩たたき込めるように。今ばかりは呼吸することすら億おつ劫くうだった。

　だが、敵は姿を現さなかった。

　その代わり、壁かべの向こう側から何かが放り投げられる。

「グ、グレネード!?」

　敵の意図が分からなかった。あんな遠くからグレネードを投げられても、痛くも痒かゆくもない。

　だが、そのグレネードは爆ばく発はつしなかった。代わりに、モクモクと煙を噴ふん出しゆつし始めたのだ。

「な、なんだ!?」

　敵の意図を察知する。

　ダメージを与えるのではなく、こちらの視界を奪うばおうとしているのだ。

「くっ！」

　たちまち敵を見失う。さっきまでの優ゆう位いは瞬時に消え去っていた。

「ど、どうする!?　どうすればいいんだ……!?」
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　権ごん田だ原わら操あやつるＰＣ５は、全力で屋や敷しきの中へと移動していた。

　スナイパーと一対一で対たい峙じした場合、対処法は原則として二つしかない。

　大きく迂う回かいして敵のサイドを突くか、あるいはスモーク・グレネードを投じ、その煙に紛まぎれて突っ込む方法だ。

　だが、戦場では原則や基本といったものに縛しばられては逆に死を早める。常にあらゆる状況に即応し、敵の裏をかかねばならない。

　これまでの戦いを見るに、ＰＣ１はあまりこのゲームに慣なれているとは思えない。それにしてはやけにスナイプ能力が高いのが気になるが、その立ち回りが素人しろうとであることは明白である。

　それゆえこのとき権ごん田だ原わらは、スナイパーがいると思われる方向へスモーク・グレネードを投げ込んで視界を奪うばう一方、自身は屋や敷しきの中を突っ切って敵のサイドを突こうとしていた。

　つまり、スモークそのものを囮おとりとしたのである。今いま頃ごろあのＰＣ１は、煙の中から飛び出してくる自分を今か今かと待ち受けているに違いない。しかし、それは無む駄だだ。気付いたときには真横から攻こう撃げきを喰くらって死ぬこととなる。

　もはや問題といえば、どうやってトドメを刺すかだった。近寄ってショットガンの一撃では芸がなさ過ぎるだろう。最後ぐらいもっとギャラリーを喜ばせるような倒し方をしたかった。

　だが、屋敷内のホールから通路へと飛び出ようとしたそのとき、思ってもみなかった事態が生じた。

　ロングショットライフルを構えたＰＣ１が、待ち構えていたのである。

「なにっ!?」

　驚おどろくよりも先に指が動いていた。横っ飛びに跳とぶ。その咄とつ嗟さの反射神経こそが、《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》の強さでもあった。

　間かん一いつ髪ぱつ、さっきまで自分がいたところをロングショットライフルの弾丸が貫つらぬいていた。




　　　　◆




「外した!?」

　岸きし嶺みねは臍ほぞを嚙かんだ。

　先ほど、ＰＣ５が煙を噴ふき出すグレネードを投じたとき。岸嶺は、同じ場所に留とどまることを嫌った。第四ラウンドでもいつまでも同じ戦い方に固執した結果、狭い通路にグレネードを投じられてあえなく敗北を喫きつしたのだ。

　それゆえ今回は積せつ極きよく的てきに動こうとしたのだ。敵がどう動くかは分からない。しかし、ようは機き先せんを制すことができればいいと考えたのだ。

　その判断は半分ほど的中し、迂う回かいしてきた敵とばったり遭そう遇ぐうすることとなった。先制できたのは、岸嶺の方が心構えができていたためである。

　しかし、狙ねらい済ました必殺の一撃は、寸前で回かい避ひされたのだ。なんという強敵。なんという技量か。

「こうなったら！」

　岸嶺は急いで次の銃弾をアクティブリロードした。屋敷内での遭遇戦だ、スナイパーライフルが有利な距きよ離りではない。一度退ひいて距離を置きたいところだったが、それを許してくれるような敵ではない。

　それゆえ岸きし嶺みねは、逃げるどころか逆に自ら突っ込んだ。スナイパーライフルもショットガンのように威力は高いに違いない。とにかく命中させられればそれで勝てると判断したのだ。

　もはやこのとき、岸嶺にゲームをしているという意い識しきはなかった。岸嶺は本を読んでいるときのように、ゲームの中のキャラクターと一体化しかけていた。




　　　　◆




　権ごん田だ原わらは、ＰＣ１が武器も持ち替えずに突っ込んできたことに驚きよう嘆たんした。

「突スナをやろういうのか！」

　突とつ撃げきスナイパー、通称突スナ。その名の通り、突撃銃アサルトライフルのごとくスナイパーライフルを振り回して突撃してくるスナイパーのことである。

　ただし、それは並みの技量ではできない。スナイパーライフルは腰ダメ撃ちヒップショットのできるショットガンと違い、構えて撃うつという動作がどうしても必要になる。それを近接戦せん闘とうでやるには、手足のごとく銃を扱える技量が必要になるのだ。

「いいだろう、望むところだ」

　権田原はショットガンを構えると、自身もまた前進した。

　屋や敷しき内のホールで、凄すさまじい戦いが始まる。

　まず敵が銃弾を放った。しかしそれを見越して権田原は左へ跳とんでいた。そして体勢を整えると同時にショットガンを放つ。

　放たれた無数の散弾は何発か命中したようだが、致命傷には遠い。間かん髪はつ入れず二発目を放とうとするが、敵もまた横っ飛びに跳んで逃のがれる。そして体勢を整えると同時にロングショットライフルの銃口を向けてきた。

　かわせなかった。信じられないことに、この乱戦、この近きん距きよ離りで敵はロングショットライフルを命中させてきたのだ。どうにかヘッドショットは免まぬがれたものの、画面に真しん紅くのドクロが浮かび上がる。

「ちぃっ！」

　やむなく権田原は後退し、柱の陰に隠れた。追撃はない。敵もショットガンで受けたダメージを回復させたいのだろう。

「やるじゃないか」

　冷や汗が出ていた。ロングショットライフルは、頭以外の部位に当たっても一発では死なない。しかし、パーフェクトアクティブリロードというギアウォ特有の動作を成功させれば、数秒の間攻撃力が上がり、足以外の部位に当てることで相手をダウンさせられる。ダウンしたプレイヤーは、その場で倒れて助けを求めることしかできず、一定時間が経過するか、とどめを刺されることで死んでしまう。もしＰＣ１がパーフェクトアクティブリロードを成功させていれば、自分は負けていたのだ。

　それにしても第四ラウンドまでの鈍どん重じゆうなＰＣ１とは思えない動きである。まるでプレイヤーが交代したのではないかと錯さつ覚かくするほどだ。

「だが……僕はチャンピオンなんでね！」




　　　　◆




　柱の裏から再びＰＣ５が飛び出した。

　反射的に岸きし嶺みねはスナイパーライフルを構え、射しや撃げきしようとする。本人は気付いていなかったが、それはギャラリーが目を瞠みはるほどの素す早ばやい照準操作エイミングだった。

「くっ！」

　しかし、ＰＣ５はその攻撃を予期していたかのように、右に跳んでこちらの狙そ撃げきをかわす。

　そして岸嶺が次弾をリロードしている間に、今度はＰＣ５が攻勢に移った。

　今度は岸嶺が逃げる番だった。後退しつつも左右へのジャンプを繰くり返し、散弾の雨をかいくぐる。どうにかリロードを終えると、瞬しゆん時じに敵を視界の中央に捕らえ、トリガーを引く。

　また回かい避ひされた。そして攻守が入れ替わる。前転を繰くり返して回避行動を取り、リロードが終われば攻勢に移る。

　それは一見すればダンスのような光景だったかもしれない。二人ふたりの対戦者が円を描くように地面を転がり、隙すきを見つけては銃弾を撃うち合い、すかさず回避行動に移る。射撃、回避、移動、射撃。それは卓越した二人のプレイヤーがいたからこそ演じられる死のダンスだった。

　しかし、どんな戦いにもいつか終わりは訪れる。

　最初に不利に陥おちいったのは、ＰＣ５の方だった。

　武器をアサルトライフルに持ち替えたのだ。どうやらショットガンの銃弾が尽きたらしい。

「今だ！」

　岸嶺は銃弾をまともに喰くらうのを覚悟で、棒ぼう立だちとなった。

　即座に襲おそい来る銃弾。だが、その威力の低さは、岸嶺自身よく知っている。

　視界が赤く染まっていくのも構わず、岸嶺は充分に狙ねらいを付けて必殺の一撃を放った。

　恐ろしいことに、その一撃すらＰＣ５は横っ飛びに跳とんでかわしていた。未来が見えているのではと思うような動きである。

　そして同時にアサルトライフルを構える。一いつ瞬しゆん死を覚悟した岸嶺だったが、回かい避ひ行動の影響で大きく体勢を崩したせいか、ＰＣ５の狙いはやや外れた。さらに、マガジンの弾が尽きたらしくリロードの動作に入ったのだ。

「っ！　しめた！」

　まだもう一発撃うてる。

　すかさず岸きし嶺みねも次弾のリロードを早めようとした。先に撃った分、自分のリロードの方が早く終わる。そうすれば、今度こそ敵にトドメを与えられる──。

　一いつ瞬しゆんでもそう考えたことが──気を緩ゆるませてしまったことが、岸嶺の敗因だった。




　ギアーズ　オブ　ウォーというゲームは、どこまでもリアルにできている。それを象徴するシステムの一つが、アクティブリロードだ。熟じゆく練れん兵へいのリロードが新兵のそれよりも早いがごとく、プレイヤーがタイミングよくリロードボタンを押すことで、リロードに必要な時間を大きく短たん縮しゆくすることができる。それがアクティブリロードだ。

　しかし、もしプレイヤーがリロードボタンのタイミングを誤った場合。ペナルティとして、リロードに必要な時間は増大することとなる。




「なっ!?　ジャムった!?」

　スナイパーライフルが、排はい莢きよう不ふ良りようを起こしていた。

　慌あわてて銃身を叩たたき、どうにか正常に動作させようとする。

　だが、その隙すきを待ってくれるほど敵は優やさしくはなかった。

　楽しかったよ──。

　そんな声が聞こえたような気がした。

　そして、アサルトライフルの銃弾を全身に浴び、ＰＣ１の体は赤く染まった。




　　　　◆




「ま、こんなものか」

《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》はコントローラを置いた。

　同時に、係員が声を上げる。

「試合終了です！　トップは参加者ナンバー五三五番、キル数は十九でした！　おめでとうございます！」

「ああ、ありがとう」

　キル数十九。それに対し、デス数はゼロ。パーフェクトゲームと言っていい成せい績せきだ。そのせいか、周囲のギャラリーから一ひと際きわ大きな歓かん声せいが上がる。

　ただ、成績とは裏うら腹はらに、権ごん田だ原わらの顔に笑え顔がおはなかった。最終ラウンドで思わぬ苦戦を強いられたからだ。少し暑いのは、思わず熱あつくなってしまったせいだろう。

（それにしても、妙だったな）

　あの挑ちよう戦せん者しや──ＰＣ１は、第四ラウンドぐらいまで素人しろうと同然の動きしかしていなかった。それなのに、なぜ第五ラウンドに入ってから別人のような動きをしてみせたのか。

　疑問はもう一つある。なぜ最後の最後までスナイパーライフルにこだわったのかだ。あれだけのエイミング能力があるのだ。近接戦になった時点でショットガンに切り替えていれば、負けていたのはこちらの方だったかもしれないのに。

（いや待てよ、ひょっとして──）

　このゲームのマルチプレイを初めて経けい験けんしたとき、自分がやったミスを思い出す。

　他人が使っているショットガンを使ってみたくてマップを彷徨さまよったものの、まったく見つからなかったのだ。

　それも当然である。ショットガンは初期装備として全プレイヤーが装備しているからだ。方向パッドをちょんと押せば、それだけでショットガンに切り替わる。

（まさか、そのことを知らなかったのか？）

　そう考えれば、理り不ふ尽じんな敵の動きも少し理解できる。

　ただでさえ今は四月、今年度のＪＧＢＣは始まったばかりなのだ。第一ラウンドから第四ラウンドまでのあの鈍にぶい動きも、初心者ゆえにただ戸と惑まどっていただけではないかと解釈することもできる。

　だが、同時にそれはいささか恐ろしくなる推測でもあった。

　ゲーマーに必要なのは、訓練と知ち識しきである。もしＰＣ１が本当に初心者で、場ば慣なれしていなかったとして、今後もっと訓練を積つみ、知識を蓄たくわえたとしたら。

（今度負けるのは、僕の方かもしれないな）

　思わず対戦台の反対側に回り込み、ＰＣ１の顔を覗のぞき込んでみたい欲求に駆かられる。しかし、ギャラリーが邪じや魔まだったし、敗者に塩を塗ぬるがごとき行為を《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》は好まなかった。

「最後はずいぶん手こずったわね。あんな下へ手たな突スナ相手に」

　と、いつの間にか傍そばにやってきていた《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》が言った。

「言いい訳わけはできないな。いささか苦戦したのは事実だしね」

「……ふん」

　少女は吐き捨てるように続けた。

「それにしても、やっぱり日に本ほんのシューターは全然ダメね。見てらんないわ。むやみやたらと突っ込むヤツに、ひたすら物陰で待ち伏せるヤツ……。他ほかにやることないのかしら？」

「別にいいじゃないか。結局のところＦＰＳやＴＰＳの基本は、突とつ撃げきと待ち伏せに集約されるんだから」

　それに、最後の一人ひとりはなかなか末恐ろしいよ──と、心の中で呟つぶやく。

「だとしても、肝かん心じんの戦い方が下へ手た過ぎるのよ。突っ込むにしてもただ正面から突っ込んでどうすんの。待ち伏せするにしても、もっと味方の動きを見るべきよ。照準操作エイミングも下手過ぎるわ。チャンスは何度かあったはずなのに、なんであんた一人倒せないのかしら？」

「手て厳きびしいな、キミは」

　彼女はＦファーストＰパーソンＳシューティングの本場、アメリカで生まれ育ち、鍛きたえられたという。その腕は本物で、ことスナイパーライフルで戦い合えば、権ごん田だ原わらでも一歩劣る。その彼女から見れば、あのＰＣ１も形かた無なしなのだろう。

（つくづく残念だよ、本当に）

　それほどに強いこの少女も、ＪＧＢＣ個人戦の上位ランカーとなることは難むずかしいということを、権田原は知っていた。彼女は、ＦＰＳやＴＰＳの腕こそ超一流だが、逆にそれ以外のジャンルにはどういうわけか積極的に手を出そうとしないのだ。一つ二つのジャンルに長たけているだけでは、個人戦は勝ち抜けない。

　もし彼女がＪＧＢＣに名を馳はせることがあるとすれば、それは恐らくチームを組んだときだろう。ＦＰＳを彼女が、それ以外のジャンルを他のメンバーが補い合うことができれば、間違いなくそのチームは躍やく進しんするに違いない。そう、それこそ先ほどのＰＣ１のような初心者が、彼女から教えを受けるようなことがあれば──。

「今年のＪＧＢＣは、多少面おも白しろいことになるんだろうけどね」

「あん？　何か言った？」

「いいや、なんでも」

　予言めいたことを口にしながら、《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》は小さな少女を見やった。




　　　　４




「くそっ……くそっ！」

　そのとき岸きし嶺みねは、対戦台の前で強く唇を嚙かみしめていた。血が滲にじむほど強く。いっそその痛みで、悔くやしさが紛まぎれればいいのにと願ねがいながら。

（僕は、一体なんなんだ！）

　さっきの試合のスコアを思い出す。キル数ゼロ。できる限りのことをしてみたつもりだったが、結局一人ひとりとして敵を倒すこともできず、完全なボロ負けを喫きつしたのだ。

　自分には多少なりともゲームの才能がある。天てん道どうたちはそう言ってくれた。だから、初めてのＪＧＢＣでも、もしかしたら──という思いがあったのは事実だった。本の中ではよくある話なのだ。本番になると才能が開花して大だい活かつ躍やくする主人公という構図は。

　だが、現実はこのザマだった。自分は所しよ詮せん役立たず、誰だれの期待にも応こたえられない。一人で寂さびしく本を読んでいるのがお似合いなのだ。

　と、そのとき。近くに誰だれかがやってくる気け配はいがした。

　瀬せ名な先生と天道である。しかし、情けなくてとても顔向けできない。

「見ていたぞ、岸嶺君！　最後は惜おしかったな！」

　瀬せ名な先生はそう言って励まそうとしてくれたようだった。

「先生、それは言うべきではありません。勝てなければなんの意味もないんですから」

　天てん道どうは容よう赦しやなく言った。

　勝てなければ、実じつ績せきが残せなければなんの意味もない。彼女の口から改めてそのことを指摘されたためか、さっき以上の悔しさがとめどなく溢あふれてくる。

　みっともないと分かっていても、ぽろぽろと涙がこぼれてくるのを止められない。

　天道の期待に答えたかった。彼女たちの足を引っ張ることなどないと、そう証明したかった。

　だが、そのいずれも無理だったのだ。

「ぼ、僕は……。ご、ごめんなざい……」

　声が滲にじんだ。
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　こんな人だかりのど真ん中で、ぼろぼろみっともなく泣いているのだ。周囲から変な目で見られていることも、時折笑い声が聞こえてくるのも分かる。

　それでも、泣くのを止められなかった。考えてみれば、もう何年も涙を流したことなどない。涙の止め方が分からなかった。

「どうした？　何を謝あやまる必要がある？」

「だ、だっで……。こ、これじゃもう、天道さんたちの力にはなれないって……。分かっちゃったじゃないですか！」

「はっはっは！　なんだ、そんなことで悩む必要はあるまい！　大体、さっきの君のプレイだって──」

　瀬せ名な先生が笑いながら何かを言いかけたが、それを天てん道どうが遮さえぎる。

「む。何かね？」

「ここはわたしに任せてくれませんか？　そのために、今日きようここへ来ることを提案したんです」

「ふむ、そうか？　いいだろう、任せよう」

　瀬名先生は一歩下がり、代わりに天道が岸きし嶺みねの前に立った。

「岸嶺君。いや、岸嶺。わたしはキミに言いたいことがあるんだ。この会場をよく見て欲しい」

「え……」

　言われて、フロアの中を見回す。

　目に入るのは、激はげしい戦いを映し出すディスプレイと、そして一心不乱にコントローラーを操あやつるゲーマーたちの姿だった。

「どうだ？　凄すさまじい熱ねつ気きだとは思わないか？」

「…………」

　それは岸嶺にも分かった。しかし、頷うなずくだけの気力もなかった。

「誰だれも彼もがこの日のために練習に練習を重ね、そして自分が強いと証明しようとしているんだ。分かるか？　ここで彼らをなぎ倒していくことは、容易ではない。キミは今日、あっさりボロ負けした。言ってはなんだが、当たり前の結果だったとわたしは思ってる。なぜだと思う？　キミには何が足りなくて負けたんだと思う？」

「し、知りませんよ、そんなこと！」

　何度も負けた負けたと連れん呼こされたせいか、悔くやしさを紛まぎらわせるように喚わめく。

「顔を背そむけるな。わたしだけを見ろ。そして答えるんだ」

　天道は真剣だった。やむなく、岸嶺は顔を上げ、そして考えた。自分には何が足りなかったのかと。

「……経けい験けん……ですか？」

「違う。キミにはな、覚悟が足りていないんだ」

「……覚、悟」

　その言葉は、岸嶺の胸に染み渡った。

「わたしたちは部活としてＪＧＢＣを戦い抜こうとしている。そこには有利な点もあるが、覚悟という点では熱心なゲーマーには劣るかもしれない。だというのに、岸嶺。キミは未いまだ仮入部員だ。そんな生なま半はん可かな覚悟では、勝ち抜けるものも勝ち抜けやしない」

「…………」

　目が覚める思いだった。

　本を読む時間を減らしたくない。本当に彼女たちの力になれるか分からない。

　自分はいつもそんな言いい訳わけばかりして、決断を下すことをしなかった。

　それは何も入部のことに限った話ではない。伊い豆ず野の宮みや学園に転入するきっかけだって、前の学校から逃げるためだったようなものだ。

　考えれば考えるほど、自分の人生は覚悟の二文字からほど遠かった。

　誰だれかと一いつ緒しよにいることで相手を不ふ愉ゆ快かいにさせることを怖がり、今までの日常が変わることを怖がり、そしていつも図と書しよ館かんに──本の中に逃げ込んできたのだ。

「何度も言うが、キミにゲーマーとしての才能があることを、わたしも瀬せ名な先生も認めている。できれば共に同じ道を歩んで欲しいとも思ってる。だが、そのためにはどうしてもキミに覚悟を決めてもらわなければならない。しかし、わたしたちにそれを強制する権利もない。キミがどのような高校生活を送ろうと、それはキミの自由だからな」

「…………」

　天てん道どうが何を言わんとしているのか、漠ばく然ぜんと岸嶺も理解していた。

　同時に、瀬名先生の言葉を思い出す。高校の三年間は、人生において極きわめて重要な意味を持つと。もしここで生き方を変えられなければ、その後の人生も決まってしまうと。

（その内の二年を、僕はただ逃げることだけに浪費してきたんだ）。

　ならせめてたった一年ぐらい、すべてを捨てて何かに打ち込む時期があってもいいのではないか。

　岸嶺は涙を拭ぬぐった。

　天道がこの大会への参加を提案した理由が今ならよく分かる。いつも凜り々りしいこの生徒会長は、自分に考える最後の機き会かいを与えてくれたのだ。

「……分かりました」

　岸嶺は涙と鼻水で顔をぐちゃぐちゃにしたまま、それでも背筋だけはピンと正し、天道に向かって頭を下げる。

「やってみます。どこまでやれるか分かりませんが、仮部員でいるのはもうこれまでです。僕を現代遊ゆう戯ぎ部ぶに入部させてください」

　そのとき天道がどんな表情を浮かべていたかは、頭を下げていた岸嶺には分からない。

　だが、かけられた言葉はよく聞こえた。

「よく言った。キミは今日きようから、伊豆野宮学園現代遊戯部の一員だ」




　こうして。

　岸嶺健けん吾ごのゲーム戦争は、始まりを告げる。




　　　　５




　かつてのＪＧＢＣチャンピオンに《悪戯好きな小妖精ミステリアス・ピクシー》という二つ名を付けられた少女は、会場の片かた隅すみで起こっている小さな騒さわぎに気付いていた。

「うっわ、何あれ。泣いてるわよ、あいつ」

　騒ぎの中心にいたのは、高校生ぐらいの参加者だった。その顔は涙と鼻水でぐしゃぐしゃになっている。

「大方ボロ負けしたんでしょうけど、負けたぐらいで泣くなんて情けないわね」

　つくづく、日に本ほんのゲーマーには愛あい想そが尽きる。故郷アメリカの熱ねつ戦せんが懐なつかかしい。

「おやおや。キミは知らないのかな？」

　とそのとき。まだ傍そばにいた権ごん田だ原わらがもったいぶって言った。

「……なんのことよ？」

　少女は、無知を指摘されて黙だまっていられるような性格はしていない。すぐさま針のような険けわしい視し線せんを向ける。

　権田原は、気取った仕し草ぐさでサングラスをかけ直し、そして言った。

「この世界では、真の悔くやしさを知る者こそ、強くなるのさ」

　この男は、時折妙に正しいことをいう。

「……ふん、言ってなさい。古いのよ、そんな精せい神しん論ろん」

「おやおや、やっぱりつれないねえ、キミは」

　少女はもう一度だけ泣きべそをかいていた参加者を見やった。真の悔しさを知る者こそ、強くなる。少女にもその言葉は否定できなかった。案外、ああいう男こそ強くなるかもしれない。

　もっとも、あの弱そうな男に悔しさを乗り越えるだけの度量があればの話だが。

「あら？」

　と、彼女はあることに気付いた。

　泣きべそをかいている挑ちよう戦せん者しや。そのすぐ傍に、制服を着込んだ女がいたのだ。

　それ自体は決しておかしなことではない。ここは秋あき葉は原ばらなのだ。コスプレをしてＪＧＢＣに参加する者は少なくないし、学校の部活動としてＪＧＢＣに参加する場合もやはり制服を着て出てくることがあるらしい。

　しかし、その制服には見覚えがあった。

「あれって……ウチの制服じゃない」

　少女──杉すぎ鹿しかまどかは一人ひとり呟つぶやいた。


つづく









　　あとがき




　作家というのは丸一日人と会話することもなく、ひたすら引ひき籠こもって原稿を打ち続けるのが仕事という非常に因果な商売でございます。そんな引き籠り作家に割と多く見られる趣味というのが、言わずと知れたゲームです。一歩も外に出ることなく様々な刺激や体たい験けんを与えてくれるゲームは、まさに我々引き籠り作家になくてはならないツールなのです。

　特に最近は、ＷｉＦｉにＰプレイＳステーシヨンＮネツトワーク、ＸｂｏｘＬＩＶＥエツクスボツクスライブといったマルチプレイが楽しめる環境が整い、家に居ながら誰だれかとゲームができる時代となりました。

　かくして、いつの頃からか同じ趣味を持つライトノベル作家が夜な夜な集まってゲームに興きようじるようになりました。それが通称『ラノベゲーム部』です。

　我々ゲーム部は、決まった時間に自然と集まり、スカイプの多人数ボイスチャットを使って様々なゲームに興じてきました。あるときは力を合わせて巨大モンスターに立ち向かい、あるときはカートを操そう縦じゆうしながら甲こう羅らを投げ合い、またあるときは兵士となって銃を撃ちまくり……。

　そんな最中、よくあることを思うようになりました。ゲーム、それも対人戦ほど、技や経けい験けん、駆け引きや情報収集能力など、ありとあらゆる能力が試されるジャンルは中々ありません。そしてそれは、小説の題材としてもわりと使えるんじゃなかろうか──と。

　かくして、「もしゲーム業界への政府の公認と援助があって、（本書では語る機き会かいがありませんでしたが）未成年者の所有できる携帯の機能が通話とメールに限定された世界だったら」──などと色々妄想を働かせ、大量のボツ原稿の末に出来上がったのが本書でございます。まあ何はともあれ、値段分ぐらいは面おも白しろいと感じて頂ければ幸いにございます。

　さて、ここで場をお借りしまして謝しや辞じを。

　まずは本シリーズを書くきっかけを与えてくれた、ゲーム部の面々に。続いて、「実在のゲームを使ってこういう小説を書きたいんです！　ゲームメーカーさんに許可を取って！」という無茶な企画を持っていった際、「ＯＫ、やりましょう」の一言で承認して頂き、さらに「メーカーさんとの交渉は全部任せてください」と、多大な仕事が増えるのを承知で請け負ってくださった担当Ｋ様、および電でん撃げきゲーム編集部様。快くゲームを扱う許可をくださったＳソニー・ＣコンピユータＥエンタテインメント、アイレムソフトウェアエンジニアリング、日本マイクロソフト各社の関係者様。そして最後に、あまりにも魅力的なキャラを描いてくださった八はつ宝ぽう備び仁じん様。

　皆様方のご協力が一つでも欠けていれば、本書が世に出ることはありませんでした。この場を借りて、厚く御礼申し上げます。どうか今後ともよろしくお付き合い頂ければ幸いです。

　それでは、名残惜しいのですが、また皆様とお会いできることを心から祈りつつ。











師走しわすトオル　　　　　　




http://december.sblo.jp/　






　追記：

　本書で実在のゲームを扱うに当たっては、実際にゲームをプレイし、できる限り作品に忠実に再現しているつもりではありますが、もしどこかで齟そ齬ごが生じているようなことがありましたら大変申し訳ございません……。
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師走しわすトオル

都内在住。極度のゲーム好き。そのためゲーム業界に就職するものの、某出版社の新人賞を受賞しこの業界に。ペンネームの由来は、受賞した新人賞の締め切りが十二月だったため。

そうです。『師走に通る』です。
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八はっ宝ぽう備び仁じん

最近、アグリー・ベティとか、地味に海外ドラマにハマっています。ストーリーとはあまり関係ないはっちゃけぶりと、過激展開がいい感じに癖になります。でも、日本のドラマでこういうの作ったら、ＢＰＯに訴えられそう。
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僕ぼくと彼かの女じよのゲーム戦せん争そう
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